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「おおー。伊い藤とうさん、プロポーションいいなーっ。肌もすべすべだしっ」

「君の方がよほどスタイルは整ってると思うけどね」

　風呂場で、神楽かぐら咲さきと伊藤ゆうきのふたりが、並んで体を洗っていた。

　咲は、トレードマークのポニーテールを下ろしている。さらっとした長い髪。手入れが行き届いた肌。均整の取れた体。関東一円で知らぬものはいないという設定を持つだけのことはある。

　隣のゆうきは、ショートにした髪を洗っていた。その体はスレンダーでとても引き締まっている。出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでおり、クラスの中では隠れ巨乳として有名だ。

「でも、伊藤さんも咲ちゃんもおっきいよね。羨うらやましい……」

　そんなふたりの様子を秋あき原はら理り恵えが湯船に浸かりながら、物欲しげに眺めている。

　理恵はセミロングの髪をタオルでまとめていた。組んだ腕の上に乗った乳房は、咲やゆうきほど大きくないものの、とても形がよい。腰回りも理恵自身が気にするほど、大きな差はなかった。自覚はないが、彼女とて学校内では羨ましがられる立場である。

『エターナル　イノセンス』から呼び出された、あるいはその容姿を得た女子三人組は、ゆうきの家に泊まっていた。

　冬休みに入ってすぐ、咲の「パジャマパーティをしよっ！」という一言が発端だった。理恵とゆうきはそれを承諾する。親にも聞かれたくない話をするために、アパートで独り暮らしをしているゆうきの家に白羽の矢が立ったのだ。

　そんな経緯を経て、今は三人揃そろって寝る前の一風呂を浴びている。

「うーん。でも、わたしは理恵ちゃんの体にそそられるけどなっ」

「そ、そそられるって……！」

　咲の一言に危機感を覚えたのか、理恵は胸を隠して湯船に潜る。咲は「冗談冗談」とからから笑った。

「でも、武たけちゃんは大きい方が好きそうだし……」

　理恵は湯船の中で呟つぶやく。そして、人差し指同士をくっつけて、不安そうな表情を浮かべていた。

「そんなこともないと思うけどね」

「おっ、伊藤さん。その辺りの情報をお持ちでっ？」

　ゆうきの一言に、咲がすぐに食いつく。

「決めつけているわけではないが……。夏休みに都つ筑づきと出かけた時の話だ」

　咲と理恵は、興味深そうに耳を傾けた。
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　梅つ雨ゆ明あけが遅れている七月中旬。朝から降る雨は、放課後になってもやまずに地面を濡らし続けていた。勢いが強いためか、坂の上からは間断なく雨水が流れてくる。朝に水溜まりを踏んだため、雨水が靴の内部まで侵入していた。歩くたびにグチュッと空気と水が混ざり合った音がする。

　そんな梅雨の中、気温だけは夏の暑さになりつつあった。マスコミがこぞって今年は冷夏と触れ回っていたわりには、最高気温の上限値は日々更新されている。

　一カ月後はもっと気温が上がるのかと思うと、さらに気分がげんなりした。

「そういや、武たけ紀のり。夏休み、何するよ？」

　右を向くと翔しよう也やのやる気のなさそうな顔があった。学校指定の白いＹシャツに身を包んで、ぱっと見小綺麗に見える。一見して、こいつが濃いオタクだとは誰も思わないだろう。

「僕は基本的に引きこもって、ゲームでもしてると思うけどさ」

　そして、俺の返答を待つこともなくそんなことを口にした。俺の方もそうなる気がする。お互い、寂しい青春だ。

「それに、お盆の前には、『エターナル　イノセンス』のファンディスクも出るしな。早くプレイしたいところだ。発売延期とかマジ勘かん弁べん」

　何気ない、翔也の軽口。普段と変わらない、いつもと同じ口調。

　だけど、俺はあるひとつの単語を耳にして――胸が、痛んだ。

『エターナル　イノセンス』

　一年以上前に突如、新メーカーから発売されたパソコンの十八禁ゲームだ。俺も半年後にコンシューマに移植された全年齢版をやりこんだことがある。それは、俺にとって人生を変えた最高のゲームだった。

　こんな可愛いヒロインたちが、現実で俺の傍にいて欲しい。

　何度も、そんな妄想を思い描くほど……。

「おーい？　武紀ー？　どうかしたか？」

　反応しなかった俺を訝いぶかしんだのか、翔也が俺に声を掛けてくる。だけど、俺は動揺していたため、答えることができなかった。

「難しい顔してんなぁ。悩みがあるなら、吐き出した方がいいぜ。期末の点、そんなに悪かったか、お前？」

　……言えるわけがない。

『エターナル　イノセンス』のヒロインたちが現実に出てきていた、などと……。




『あなたの世界を変えてみませんか？』

　そんな件名のメールが転機だった。

　その内容は『あこがれの人間になれるし、主人公にもなれます。興味のある方は、このボタンをクリックしてください』と簡素なものだ。

　俺は少し悩んだ結果、半ば冗談に付き合うかのように、ボタンをクリックした。

　そしてメールに従って設定をした次の日には『エターナル　イノセンス』のヒロインたちが現実に出てきたのだ。

　幼おさな馴な染じみの秋あき原はら理り恵え。義理の姉妹である春はる姉ねえと夏なつ海み。そして、クラスメイトの神楽かぐら咲さき。

　驚く暇もなく、俺は彼女たちと共に、ゲームと同様の環境で生活をし始めた。ゲームの展開をなぞって、みんなと親交を深めていったのだ。

　だけど、すぐに気付く。ゲームと現実は違うのだと。

　俺はそれを身をもって思い知らされた。そして、自身の浅はかさを恥じた。

　結局、彼女たちは俺の不用意な設定が引き金となって、現実から消えている。

　もう彼女たちを知る者は、俺と、もうひとりだけしかいないのだ……。

　ふと、思い出す。

　彼女たちに『幸せだった』と言われた、最後の刻ときを――。




「おいってば！　武紀！　傘、傘！　傾いてるって！」

　右肩を叩かれて、ようやく気付く。傘が傾いて、制服に容赦なく雨が降り注いでいた。

「あー……」

「あー、じゃねえって。お前、一カ月ぐらい前からおかしいぞ。ところ構わず、いきなりぼけっとし始めるしさ……」

　翔也が珍しく心配してくれている。

　だけど、俺は手を振りながら、「大丈夫」と軽く答えた。

「大丈夫に見えねぇから、言ってんだけどな」

「……いや、本当に大丈夫だから」

　俺は狼狽をひた隠しに隠しながら、翔也に別れを告げる。茹うだる暑さの中、俺は現実から逃げるように全力で走った。







　家に戻り、玄関の扉をゆっくりと開いた。

　迎えになど誰も来ない。誰もいないのだから当然だ。

「ただいま」

　それでも、癖くせで呟つぶやいてしまう。頭の中で、春姉と夏海の「おかえり！」という声が、鮮明に再生された。

　襲いかかってくる喪失感と、虚無感。少しずつ慣れつつあるが、心が擦すれてきているだけの気もする。

　びしょびしょになった靴を脱いで玄関を上がった。足の水気を拭き取らぬまま、二階に上がって、自分の部屋へと入る。

　鞄を床に放り投げて、ベッドに向かった。ベッドの横にある窓に、容よう赦しやなく梅雨の水滴が降り注ぎ、幾多もの水玉を張り付かせている。

　無意識に、窓の下を見た。

　窓の下にネットなどない。理恵が屋根伝いに移動する時、落下するのを防ぐためのネットが……。

　わかっている。そんなこと。だけど、体が勝手に確認をしてしまった。また出てるのかもしれない、なんて馬鹿げた希望に縋るみたいに……。

　自分の情けない行動に愕然としつつ、濡れた制服のままベッドにうつぶせになる。制服が皺になってアイロンがけするのも面倒だし、布団のシーツが濡れるから起きるべきなのだが、立ち上がる気力が出てこない。

　そういえばアイロンがけは、春姉がやってくれてたな、と余計なことを思い出した。

　ごろんと横に寝返りを打ち、仰あお向むけになって天井を見る。

　何の変哲もない天井を見ていると、俺を起こしに来た時の理恵が思い浮かび、消えた。

　ふとした拍子に、考えてしまう。彼女たちがこの現実にいた時のことを。

　だけど、あれは夢だったと思うべきだ。

　今の結果は、あらゆる意味で大正解。間違いなくベストのはず……。

　もとより、彼女たちにこの現実で生きる理由はないのだから。

　だというのに――。

　なぜ、ここまで胸が痛むのか。なぜ、ここまで心が混乱しているのか。

　思考の波に揺られていると、彼女たちと別れた時の台詞せりふが再生される。




「お兄ちゃん……。現実って、辛いこともいっぱいあった。でも、すごく面白かったよ。きっと、お兄ちゃんがいたから……」




「さよなら……、たーくん……。わたし、この世界で生きることができて幸せだったよ。わたしは後悔なく生きることができた。だから、たーくんも後悔なんかしないで……」




「武ちゃん、あたし、この世界のあなたに会えてよかった。あたしは消えるけど、もし、もし……奇跡を起こせることができたら、また呼び出してほしいな」




「わたしも面白かった。辛いことも多かったけど、この世界に来て、一番よかったのは武紀くんに会えたことだから」




　自然と涙がにじんでくる。

　それと同時に、もうひとつ。

　俺の過去にある、ノイズ混じりの声までが再生された。




「ごめん……ね。タケくん……」




　母の最後の声。

　そして、さらに追憶。

　頭に思い浮かんでくるのは、物言わぬ父親の横たわった姿。

　……あれから、もう八年か。

　親戚の人たちのおかげで、俺は普通に生きている。あの人たちのおかげで、そこまで悲観的になることもなく、少しずつ悲しみを埋めることができたのだ。親の死は確かに悲しかったけど、トラウマになることもなく、すでに受け入れることができている。

　だけど、どうしても、それを思い出す時期は来る。

　今年も、否応なく孤独を感じさせる墓参りの季節が迫っていた。







　一学期の終業式の日、それはつまり夏休みが始まる前日なわけで、教室へ確実に歓喜の渦を訪れさせる。

　そんな雰囲気の中、担任が登校日や宿題のことを訓示すると、皆は一様に空気を読め、水を差すなと言わんばかりの視線を教壇に集中させた。それで、担任も言い聞かせるのに、これ以上の労力は無駄だと悟ったらしい。

　早々に話を終えて通信簿を、生徒を呼んではひとりひとりに手渡していく。

　そして、悲鳴や歓声、絶叫が教室内に響き渡った。

　通信簿を全員に渡し終えた担任が夏休みの注意事項を告げると、役目は終わったとばかりに教室から出て行く。これで俺たちは晴れて自由の身だ。

「お前、どうだった？」

　クラスメイトの高たか橋はし愛あい子こが俺の机の前まで歩み寄ってくる。昔だったら『からかわれるかも』と警戒したかもしれないが、今は普通に話す間柄なので、そんな不安を抱かない。これは咲のおかげだよな……。

　高橋は漆黒の長い髪を揺らして、俺の通信簿を覗き込んでこようとする。

「見せるようなものではないですことよ」

「キメぇ。殴られてぇのか？」

「いてっ」

　ふざけて喋ったらパン、と頭を軽くはたかれた。殴ってるじゃん！

「んー、まあ、こんなもんじゃないかなぁ……」

　特に隠す物でもないので、高橋に通信簿を手渡す。

「……全部が『５』と『６』だけって器用な奴だな、お前。『４』も『７』もないって、まったく可愛げがねぇじゃねぇか」

「ほっといてくれ」

　成績に求められるのは可愛げでなく、高い数字だ。

「そういうお前はどうなんだよ」

　俺の眼前に開いた通信簿が晒さらされる。目を疑う数値群が目に入った。

　現国『１』、数学『２』、英語『１』、世界史『２』、化学『２』……。

　見ていられなくなって、全部見ずに目を背そむける。

「なんというワンツーフィニッシュ……」

「呆あきれてんじゃねーよ。音楽は『５』だし、体育は『６』だぞ？」

　そうは言ってもだ。お前、これは留年コースまっしぐらじゃないのか？

「お前、よく二年に進級できたな……」

「三学期にちょいと頑張ったし、教師に温情ももらったからな。出席日数は足りてたし」

　うちの学校は、三学期の成績は一学期からの年間平均が割り出される。そして、その時の総合成績で『１』、もしくは『２』を取ると留年が決定するのだ。なので、一学期と二学期に悪い成績を取った場合、留年への黄信号が点灯する。一、二学期、続けて『１』を取ろうものなら、三学期には平均を考慮すると『７』を取らなければならない。とはいえ実際問題、これまで『１』しか取ってない生徒が『７』とか、はっきり言って無茶すぎるわけで……。

　もっとも、その辺りは教師の裁量や温情も関わってくると翔也から聞いているが。

「伊い藤とう。お前はどうだったんだよ」

　高橋が仲間を求めるかのように、俺の隣の席に座るゆうきに声をかける。

　ゆうきからスッと通信簿が差し出された。俺が受け取って開くと、高橋が覗き込んでくる。高橋の顔が近いことは気になったが、極力気にしないことにした。俺だけ気にするのも、自意識過剰だしな……。

　そして、通信簿の中を見る。羅列されていた数字は、まるで天てん上じよう人びとの如きものだった。

「なんだ、この成績表。『９』と『10』しかねぇぞ？　おかしくねぇか？」

　俺なんか及びもつかない成績だ。高橋は言わずもがな。

　彼女の元となったゲームキャラ明あか石し葵あおいは、成績に関する言及をされていなかったから、純粋に伊藤ゆうき個人の実力なのだろう。

　ゆうきは我関せずとこちらも見ずに達観したふりをしているが、横顔を見ると若干、口がつり上がっている。ここまで成績がいいんだったら我慢せずに、もっと明け透けに自慢しても許されると思うけど。まあ、明石葵のキャラじゃないから、辛抱しているのかもしれないな。

「そういや、咲の成績は……」

　目当ての相手を捜し、すぐにはっと気付いた。

　この教室内に、なぜか咲がいると思い込んでしまったが故ゆえの発言。完全に無意識だったせいで焦ってしまった。どんな言い訳をすればいいのか、すぐ頭に浮かんでこない。

　その場に少しだけ妙な雰囲気が漂った。周りではしゃいでいるクラスメイトたちの声が右から左へ抜けていく。

　高橋が訝しむ表情で俺を見た。何を言ってるんだと言わんばかりに。

　ゆうきは、目を瞑つぶって黙っている。だけど、それでもその悲しそうな表情が、何を言いたいのかを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　俺は、まだ忘れることができていない。

　ゆうきに、そう思わせるには充分な失言だった。







　朝が巡って、夏休み初日。自分の部屋に、目覚ましの甲高いダブルベルが鳴り響く。体を起こし、目覚ましを叩いて止めた。

　汗でじんわりと体に張り付くパジャマが気持ち悪い。今日はさらに暑くなると天気予報で言っていたっけ。雨も降っているし、朝から少しげんなりする。

「……というか、なんで目覚まし掛けてるんだ、俺は？」

　思わず、独り言。夏休みなのだから昼まで寝てたっていいはずなのに。

　もう少し、惰だ眠みんを貪むさぼって――いや、待て。

　頭の覚かく醒せいと共に、少しずつ思い出す。

　そうだ。今日は待ち合わせがあるから、目覚ましを掛けていたんだった。

「あぶねー……」

　遅れたら、怒られそうだしな……。無意識のまま、目覚ましを止めないでよかった。

　起きてすぐに、外行き用のカジュアルな私服に着替える。適当な半袖のＹシャツにジーパンという普通の格好だ。過度なオシャレはしない。ファッションセンスがないのは、自他共に認めている。以前真剣に考えたら、従妹いとこの麻ま衣いに腹が捩よじれるほど笑われたトラウマもあるからな。

　準備を手際よく済ませて家を出る。

「行ってきます」

　玄関を開けた時に、ついいつもの挨拶が口に出る。

　当然、返事は返ってこない。返ってくるわけがないのに。

　朝っぱらから、心の中で深い溜息を吐つく羽目になってしまった。







　最寄り駅から二〇分ほど電車に乗ると、県内でもっとも大きな駅へ到着する。翔也曰く、日本でもっとも多くの鉄道会社が乗り入れている駅という話だ。あいつはこういう為にならなそうな雑学をどこで手に入れてくるのか。

　そこから別の電車に乗り換え、さらに五分ほど揺られると目的の駅へと辿り着いた。

　電車を降りて、雑多なホームを歩いていく。休日の朝だから、そこまで人が多くないと思っていたが、観光地が近いということもあってか、予想以上に賑わっていた。

　ホーム階段を下りると切符売り場が見えてくる。その近くの柱に寄りかかって、待ち合わせをした女の子が立っていた。

　俺は切符を通して、改札を抜ける。

　待ち合わせ相手であるゆうきは俺を見つけて、こちらに近づいてきた。

「おはよう」

「あ、ああ。おはよう」

　その服装はかなり意外だ。ちょっと動揺して、挨拶がドモってしまう。

　彼女は花を模したレースが裾や袖にふんだんに使われた、綺麗で上品な薄い黄色のワンピースを着ていた。雨の日に着てくる格好じゃない気がするが、とてもよく似合っている。肩に小ぶりのショルダーバッグをかけていて、そこにもこだわりが垣間見えた。

　さらに言えば、化粧をうっすらと施しているようだ。化粧には詳しくないけど、どことなくいつもと違う気がする。

　頭の中にゲーム中の立ち絵の印象しかなかったから、今日のゆうきの姿はとても新鮮だった。ゲーム中の立ち絵は、開発時間足りませんでしたゴメンナサイという思念を感じる残念な私服絵だったからな。

　本当に元の性別はどっちなんだろう。ここまで来ると元が女の子という気もするけど、これはこれで男の描く女の子の姿と思えなくもない。

「それにしても、遅かったな」

　ゆうきの待ち合わせでのお約束な台詞に、俺は苦笑した。

「待ち合わせには、間に合ってるだろ。五分前だぞ」

「定番な物言いだな、面白くもない。もう少し、ウィットに富んだ返答をした方がいい」

　ゆうきは呆れたように溜息を吐いた。そんなことを言われても困る。

「俺の言い方が定番だとしたら、まさかそっちは待ち合わせ時間の前から二時間待ちでもしてたのか？」

「そこまで暇じゃない。君はゲームのやり過ぎだ」

「ネタを振ってきたお前に言われたくないんだが……」

　昨日、俺が落ち込んでいたのを悟られたあと、彼女に気晴らしにという形で誘ってもらったわけだけど……。

　その気遣いが嬉しく、気恥ずかしい……。そんな複雑な気分だった。

「さて、じゃあ行こう」

　こうして、ゆうきと過ごす休日が始まった。







　傘を差してゆうきと一緒に歩く。どこに行くかは言われてないのでわからない。

　ただ昨日、今日の予定があるかどうか聞かれて、

「暇であれば、ボクに付き合ってくれないか」

　と、軽く誘われただけだった。

　目的地に向かい始めてから、特に話すこともなくお互い無言でいる。聞こえるのは、車の音や雨音ぐらいだった。

　そんな折、ゆうきが話題を振ってくる。

「ボクとでは不満か？」

「いや、まさか。そんなことはないぞ」

　彼女と一緒にいて、不満があるという男はそうはいないだろう。

　ただ彼女の服装に比べると、自分の服装の平凡さというかみすぼらしさが際立っていて恥ずかしいのだ。ゆうきも呆れているのではないだろうか。せめて、もう少し考えてくるべきだった。いや、俺の場合、考えるほどダメになっていくけど。

「ならば、もう少し嬉しそうにして欲しいものだけどね。そんな顔でいられると、少なからずボクもショックを受ける」

「いや、お前みたいな可愛いヤツの隣にいていいのかなって」

　ゆうきが目線だけこちらに向けて、再び呆れたように溜息を吐く。

「君の、そういうことをしれっと言うところは、ゲームの主人公に影響されたのか」

　それは喜んでいいのだろうか。

　いや、ゆうきの顔からして、間違いなく呆れ返っているな。褒め言葉ではないらしい。

　ここで「事実を言った」とか反論すると、また馬鹿にされそうなので口を噤つぐんだ。

「第一、神楽咲や秋原理恵と一緒にいた君が、今更ボクの隣で緊張するのもおかしいと思うのだけどね」

　それは不意の一撃。

　まさか、ゆうきの口から彼女たちの名前が出てくるとは思わなかった。

　ゆうきは『エターナル　イノセンス』のヒロインたちが現実に出てきたことを、唯一知っている。だが、俺に気を遣ってくれていたのか咲や理恵、春姉と夏海が消えて以降、彼女たちの名前を出そうとはしなかったのだ。

　その彼女が――はっきりと口にした。さらに、哀れむような目でこちらを見み遣やる。

　俺と彼女の間に容赦のない雨が降り注いだ。雨脚は、時間が経つにつれて激しくなってきている。

「君は……」

「……雨も強くなってきたし、目的の場所に急ごう」

　何か言いかけたゆうきに、強引に自分の言葉をかぶせた。そして、何も聞こえなかったとばかりに、自分の方から歩き出す。

　ゆうきにまたしても情けない部分を見せてしまったことを強く強く自省した。







　少し居心地の悪い空気が一五分ほど続いたが、ようやく目的地に到着したらしい。

　そこは、今から一〇年ほど前に建設された商業施設だ。輸入商品をメインとするテナントが多数あり、中には映画館もある。映画を見る時、俺と翔也は大体ここだ。周りに遊園地や煉瓦造りの建物などもあって、市内観光としては定番の場所と言える。

「ここだ」

　ゆうきはそう呟いて、正面入り口から入っていった。少し遅れて俺も中へと入る。

　中は小綺麗で、大きなロビーが広がっていた。テナントも幾つかそこから見えていて、人の出入りもそこそこで、結構賑にぎわっている。

　三階までエスカレーターで上がると、ようやくゆうきから今日の目的が明かされた。

「従弟いとこのプレゼントを選んで欲しい」

　とのことだった。

　明石葵に親戚なんていたっけ？　と一瞬考えてしまったが、よくよく考えればゆうきの家族関係はすべて元戻りになっているはずだ。親戚のひとりやふたりいてもおかしくないだろう。

　で、その親戚のひとり――弟のように可愛がっている従弟が誕生日を迎えるため、それに合わせてプレゼントをしたいのだとか。

「何をプレゼントしていいか、毎年見当が付かなくてな……」

　話を聞くと今年で、中学一年生だそうだ。多感な時期だし、選ぶのも一苦労だろう。

　……でもそれで、なんでここに来たんだ？　雑貨屋も入っているけど、ここに来るよりも、もっといい場所があるんだが。選択肢が狭まっている気がしてならない。来てしまったものはもう仕方ないけど。

　適当にフロア内の雑貨屋を回りながら、プレゼントを贈る相手の情報を聞き出す。なお、予算は五〇〇〇円だ。

「このポーチとか、どうだろう？」

　雑貨屋の店内で、気に入ったのか少し嬉しそうにして俺に見せてくる。小さめで見た目が可愛い洒落しやれたポーチだ。

「相手が女の子なら、それでいいと思うけど……」

「ん……。それもそうか……」

　少し顰しかめっ面つらをして、商品を元の位置に戻す。さらに、他の商品も真ま面じ目めな顔つきで物色し始めるが、なかなかお眼鏡に適うものはないようだ。

　でも、男子中学生へのプレゼントなら、

「図書カードとか、そっちの方が無難だと思うけどなぁ」

　マンガやライトノベルも買えるし、真面目な子なら参考書だって買える万能な代物だ。

「それだと、形に残らないからな。押しつけがましくなるかもしれないが、残るものの方がいい」

「それだと、ｉＰｏｄアイポツドとかそっちの方がいいんじゃないか？」

「高いな。それに、もう持ってる」

　難しい……。パソコンを扱えるなら、ＵＳＢメモリとかＳＤカードってのもありだが、中学男子へのプレゼントとしてどうなんだろう、それは。俺なら嬉しいけど。

「……卓上のインテリアとか？」

　いや、男子中学生じゃ、それをもらっても使い道に困りそうだ。

「いや……。以前、手に乗せられるぐらいの木彫りの犬を贈ったんだが、引き出しの奥底に追いやられていたんだ」

　少し切なそうに呟くゆうき。案の定だった。

　さらに情報を聞き出すが勉強は苦手らしい。シャーペンとかそっちの線はなしだな。勉強嫌いがシャーペンやノートを贈られても、気が滅入るだけだ。

　一度雑貨屋から出て、フロア内の通路でゆうきと向かい合う。

「君が欲しいものを言ってくれれば、それを参考にしたいんだ。だから、連れてきたんだぞ」

「俺が欲しいものって言ってもなぁ……」

　ゆうきにプレゼントされれば何でも嬉しいんじゃないか、とかよくある言葉で誤ご魔ま化かそうとしたところ、視線の先にあった品々が目を引いた。

　そこは時計屋だ。

　シックな時計屋の中に入って、商品を見渡す。腕時計、目覚まし時計、懐中時計と様様な時計が陳列されていた。

　ふと、ひとつの懐中時計が目に入る。

「俺だったら、これが欲しいな」

　掌てのひらに握り込むと隠れるぐらい小さく丸い金色の懐中時計。ホワイトの文字盤に、アラビア数字が書かれていた。本体と同じ色の太いチェーンが付いている。飾り気のないシンプルなものだが、こういう方が俺は好きだ。

「ほう……」

　ゆうきが感心した声を上げて、その懐中時計をしげしげと眺めていた。

　その小さい懐中時計は、値段を見ると四八〇〇円と予算的にも問題ない。

「よし、これで行こう」

　ゆうきが、大事そうに懐中時計を手に取った。

　まあ、これ以外の懐中時計はどれも高いしな。懐中時計を買うとしたら、他に選択肢がない。だけど、それ以上に俺が欲しくなる懐中時計は、ここにはなかった。

「……って、それでいいのか？　俺の好みでしかないぞ？」

「別に構わないさ。中学生と高校生の男子の好みなんて、そうそう変わることはないだろう？」

　それはそうかもしれないが、中学生が懐中時計もらって喜ぶのだろうか？　すごく心配だ。

「ゆうきが納得したんだったらいいけど……」

　俺の心配をよそに、ゆうきは懐中時計を持ってレジへと向かった。







　店の外で待っていると、会計の終わったゆうきが店から出てくる。

「助かった」

　肩にかけているバッグの中に包装された懐中時計を入れながら、ゆうきは肩の荷が降りたような面持ちでお礼を言ってきた。

「いや、別にいいよ。役に立ったんだったらいいけど」

「上々だ。また、見当違いのものを贈るところだったからな」

　今まで木彫りの犬以外にどんなものを贈ってきたんだ。少し気になるが、問い質ただすとゆうきが不機嫌になりそうな気がしたので、心の内に留めておこう。

「これで目的は達成したのか？」

　俺は携帯で時間を確かめる。予想していた以上に時間が余っていた。これからどうするんだろうか。

　このまま帰るのかなと思ったが、ゆうきから思いも寄らぬ言葉が返ってきた。

「ああ。ひとつは終わった」

「ひとつ？」

　ということは、これで終わりではないということか。もっとも、今日は暇だし、いくらでも付き合えるからいいが……。

　そして、ゆうきは二枚の映画チケットをバッグから取り出した。

「映画を見に行くぞ。こっちに転校してきてから、新聞と契約した時に映画のペアチケットをもらってな。使わずじまいだったんだ」

　それなら確かに使わないともったいない。だけど、もしかして映画鑑賞と従弟のプレゼント購入を両立させるためにここに来たのか？　ここなら全部、揃ってるし。

「なあ。お前って、買い物する時、まとめ買いするタイプ？」

「なにをやぶからぼうに……。否定はしないが、それが何だ？」

「いや、なんでもない」

　正直に言えば、意外だった。もっとこまめに買うタイプかと思っていたからな。

「おかしなヤツだな。さっさと映画館のフロアに行くぞ。上映時間も確かめてないしな」

「了解」

　俺たちは雑貨のフロアから、エスカレーターに乗った。

　どんな映画か、ちょっと楽しみだ。







「ボクはカフェオレだ」

「……俺はカフェラテで」

　注文を済ませて、一息吐いた。俺たちは映画を見終わってから、映画館と同じ施設の中にある喫茶店に入っている。昼の時間からは少しずれているためか、客足はまばらだ。

「……貰ったチケットで助かった。あれをお金払って見ていたら、憤ふん慨がいものだったぞ」

　そして、ゆうきの機嫌が今とても悪かった。

　映画を見終わってからまったく収まる気配を見せない。映画の内容がよほど腹に据えかねたようだ。

「なんなんだ、あの主人公は。前衛的すぎる」

　映画の内容はラブストーリーだった。ふたりの女性の間を主人公が諸事情で行ったり来たりしていたのだが、最後に出てきたまったく別の女性に惹ひかれ、結ばれ――そこで終了してしまった。他の女性たちをフォローすることもなくエンディングだったので、後味も悪い。

「どっちも選ばず、第三の選択肢に行くなんて……。地獄に堕ちるぞ、あんな男。監禁されて、豊胸手術を自ら受けるぐらいに躾しつけられればいい」

　ゆうきは随分と感情移入して見ていたようだった。それだけに主人公の最後の選択が気にくわないのだろう。俺としてももやもやしたものが残っているけど……。

　まあ、しばらくすれば熱湯が冷めるみたいに怒りも収まることを祈ろう。

　注文した飲み物がきたので、カフェラテを一口飲む。なかなか美お味いしかった。元々、ゆうきの来たかった喫茶店だったらしいのだが、内装も落ち着いていて、お洒落ないい店だと思う。ゆうきのやつ、よくこんな店を知ってたな。

「ところで、都筑」

　そのゆうきは注文したカフェオレを荒々しく一口飲んでから俺の方を睨み付けてくる。なんか、俺に八つ当たりをしようとしてないか？　だとしたら、とんだとばっちり――。




「君は、最後に誰を選んだんだ？」




　発言の意味がわからない。

　……いや。

　わからない振りをした。

「誰、って……」

「『エターナル　イノセンス』の『キャラ』たちだよ」

　だが、ゆうきは躊躇ためらうことなく訊いてくる。朝もそうだったが、まるで俺に記憶を思い出させるように、その名を口にした。

　確かにあの時のことを訊かないでくれと改まって頼んだことはない。でも、訊いてこないのは、暗黙の了解だと思っていた。あの日以来、触れてこなかったのに……。

　なんで、ゆうきはここに来て、こんなことを訊いてくるんだ？　どう答えるべきか、まったく言葉が浮かばない……。

「ごめん。ちょっとトイレ」

　結局、そんなことを言って逃げるのが精一杯だった。







　別に催してもいなかったのにチャックまで開けて、意味もなく一連の行動を済ませてしまった。何をやってるんだ、俺は。

　情けなさに自己嫌悪しながらトイレから出ると、ちゃらちゃらした感じの男ふたりが、俺たちのテーブルに座ってゆうきに言い寄っていた。詰まるところ、ナンパだ。

　――ああ、こういうの、現実にあるんだな……。

　ふと咲のことが脳のう裏りをよぎる。ゲーム中、ナンパされて困ってるところに主人公が割り込んで彼女を救うイベントがあるからだろう。

　ゆうきが少しだけ困った顔をしているのが見えて、俺は誰かに背中を押されるようにして席へと戻る。

「お？」「ん？」といった感じで男ふたりが顔を上げ、俺を凝視してきた。

「俺の、彼女に、なんか、用？」

　あの時の主人公の台詞をなぞる。途切れ途切れになってしまったけど……。

　男ふたりは、しげしげと俺を見てから、

「なんだ、マジでコブつきかよー」

「せっかく、オレの好みだったのに……。ごめんよ、彼氏クン」

　と、諦めてテーブルから立ち上がり、あっさりと去っていった。

　喧けん嘩かにでもなるかと思っただけに拍子抜けだ。そんなことになっても困るけど。

「おかえり」

「ただいま……」

「ところで、ボクはいつから君の彼女になったんだ？」

　追加注文したのであろうエスプレッソを口に含んでから、ゆうきはそんなことを突っ込んでくる。さすがに聞こえてるか。

「……追い払うための方便ってことで、察してくれるとありがたいんだが……」

「なるほど。ボクも彼らを追い払うために、君を彼氏扱いしたし、どっちもどっちということか」

　そうだったのか。まあ、別にいいけど。

「それにしても、随分と声が震えてたぞ」

「情けないのは承知してるよ。暴力沙汰になるかと思ったし……」

「あそこから喧嘩にまで発展するのは、ゲームやマンガ、小説の中だけだろう。現実では知能指数がよほど低くない限りは、因縁を付けて喧嘩になったりはしない」

「ゲームのやり過ぎってことかなぁ……」

　そう呟くと、ゆうきはかぶりを振った。

「いや。そういうことを言ってるんじゃない。そういった事態に発展することもあるだろうが可能性として薄いからな。ネガティブに想像するタイプだなと思っただけだ」

　言われてみるとそうかもしれない。どうしても最悪の事態を想像してしまうし。

「しかし、君はボクがあんな連中にどうにかされるとでも思っていたのか？　ボクの強さぐらい知ってるだろう」

「あ」

　そーいや、そうだったな。

「すっかり忘れてたよ。さっきは助けなきゃ、としか思わなかったからな」

「……やっぱり、君は『エターナル　イノセンス』が原因で主人公の影響を受けすぎかもな。無鉄砲で、しかもお節介になっている」

　ゆうきは一度、可お笑かしそうに頰ほおを緩ませながら、エスプレッソを飲み干す。

　俺も、少し温ぬるくなった残りのカフェラテを飲みにかかった。

「さて、この喫茶店のコーヒーもなかなか美味しかったな。おかげで腹立ちも収まってきたし、そろそろ最後の目的を果たしにいくとしよう」

「まだあるのか？」

「……というか、これがボクにとって、一番肝心なことだからな。行こう」

　喫茶店の会計を個別に済ませたあと、建物の外へと出る。外は未いまだに雨が降っていた。ただ、ここに来た時ほど勢いの強い雨脚ではなくなっている。

　どこに行くんだ、と訊こうとした瞬間、突然ゆうきが腕を組んできた。なんというか、まるで恋人同士みたいに……。

「お、おい!?」

「なに。さっきの連中と再会した時に、疑われないようにな」

　さっきの連中って、追い払った男ふたりか。確率的にあり得ない気がするんだが。

「不満か？」

「そういうわけじゃ……」

「別に今日ぐらい、恋人同士でも構わないさ。ボクは」

　今日のゆうきの考えはさっぱりわからん。というか、これが女の子ってことなのかな。本当の性別はわからないままだけど……。

　腕が接触しているため、体温が直に伝わってくる。というかこれ、胸当たってない？

　今まで気付かなかったけど、ゆうきはほのかにフローラルの優しい香りを付けていたらしい。落ち着く香りで、とてもゆうきにマッチしている。

「ほら、傘をさせ」

「ふたりでささないの？」

　言ってから、盛大に間抜けなことを言っていることに気付いた。

「腕を組んでるのに傘が別々とか、何の冗談だ」

　俺は非常に恥ずかしいというのに、ゆうきは顔色ひとつ変えない。

　本当に、彼女がどういうつもりなのか、俺にはまったくわからなかった。







　ゆうきの目的はなんてことはない。ただの観光だった。昼飯を食いに中華街、それから日本一高い高層ビルや煉瓦の倉庫など、市内で観光といえばここ！　といった観光名所をふたりで歩いて回る。

　最初に言ってくれれば、それなりに回り方とか考えたのに。先程から雨の中、あちこちを行ったり来たりしていた。

「こっちに引っ越してきて、ろくに市内を回っていなかったからな」

　観光する理由はこういうことらしい。

「そういえば、お前、俺の設定で転校して来たんだよな……。その……」

「もうそれについては、話がついたはずだ。それに、ボクにとっては、今の学校の方が居心地がいい。……結果論ではあるがな」

　それは、彼女の本音なのか、俺に気を遣わせないための噓うそなのか。表情からは読み取れない。だけど、彼女の優しさだけは感じることができた。

「ここが入り口だな」

　ゆうきの次の目的地、港のある臨海公園の入り口へと到着する。その公園の中に入って、遊歩道を歩いた。雨のせいか、人とほとんどすれ違わない。ここに来るのは久しぶりなので、それが珍しいことなのか、いつものことなのかはわからなかった。

　海と、名物である貨客船が見えた辺りで、ゆうきはふと足を止める。

　その表情は憂うれいを帯びて、いつもの凜りんとした態度は影も形もなかった。雨が止まず降り続けているため、周囲の薄暗さも手伝って陰鬱な面持ちにも見える。

「どうかしたのか？　この場所、自分の想像と違ってたか？」

　俺がそう尋たずねても、ゆうきは肯定も否定もしない。

「都筑。実を言うと、観光が目的というわけじゃないんだ」

　その表情は、噓をついたことを謝っている、そんな印象を俺に抱かせた。

　俺が不思議に思ってゆうきの瞳を見つめていると、彼女は気まずそうに目を逸らす。彼女が視線を逸らした先には、屋根付きのベンチがあった。

「ちょうどいいし、そこのベンチに座ろう。君もそろそろ疲れたんじゃないか？」

　言われてみると、確かに足の裏が少し痛い。歩き通しだったからな。

　三人ほど座れるベンチに、ふたりして腰を下ろす。俺たちは傘を閉じて、ベンチへと立て掛けた。肩が触れるか触れないか、そんな近くに座ったゆうきを見ると、未だにその横顔は憂いに沈んだままだ。

「言いにくいことなんだが、な……」

　ゆうきは、目を瞑る。

　なにか、自分の中で語るべき言葉を探しているかのように。

　俺は促すこともできず、見守ることしかできない。

　しばらく、静かな時間が続いた。

　それは時間にしたら、一分も経っていないだろう。だけど、ゆうきが醸し出す雰囲気のせいか、俺には何十分も経っているように感じられた。

　少しして、ゆうきはゆっくりとその目を開く。そして、こちらに顔を向けて言葉を紡いだ。

「もう、忘れてもいいんじゃないか？」

　その一言で、彼女が言う本当の目的がわかってしまった。

「君が彼女たちを大事にしていたのは見ていてよくわかった。でも、もう彼女たちは帰ってこないんだ。そろそろ吹っ切らないと、大事なものを見失うぞ」

「そんなの、わかってる。わかってるんだ……」

　そう、わかっているんだ。理屈では。だけど、未だに俺は納得をしていない。

「ボクが言うべき台詞かどうかわからないが、言うだけは言っておくぞ」

　ゆうきが、一度、言葉を句切ってから続けた。

「終わりがあるからこそ、ゲームなんだと思う」

　その言葉に、心が、締め付けられていく。

　俺は俯うつむいて、雨に濡れた地面を見つめた。

「違うんだよ……。彼女たちは、ゲームのキャラじゃなかったんだ……」

　俺の幼稚な願いで現れた、夢の世界の住人たち。

　だけど、簡単な尺度では測れないほどの存在感があった。彼女たちは、確かにそこに存在していた。

「温もりもあったし、喜怒哀楽があって、それぞれに家族や友だちがいて……」

　今だからこそ断言できる。

「みんな、人間だった」

　俺たちと何も変わらなかった。

　日々の生活に笑い。苦しみ。喜びを分かち合う。

「だけど、俺は設定のミスで、彼女たちを消した。いや……、『殺した』んだよ」

『本当に世界が改変されるなんて思っていなかった』

　そんな言い訳、許されるはずがない。結果として彼女たちはある日突然、消えてしまったのだから――。

「あのまま生きていられれば、彼女たちは自分の人生を全うできたはずなんだ……」

　人生の様々なイベントを経由して、人と同様に。

「俺はその未来を、奪ったんだ……」

　俺が殺したも同然だった。それも、普通の死とは違う。存在ごと殺す形で……。

　悲しむことができる人がこの世にふたりしかいないなんて、それはあまりにも残酷すぎるだろう。メール設定をした時に、様々なことを真剣に考えてさえいれば――彼女たちは死ななかったはずなのだ。

「設定内容に想像力を働かせていれば、彼女たちは今もこの現実を生きていたはずなんだ……！」

「設定ミスとはいえ、それは理想論だろう。メールを信じ込まなければ、設定に気を遣うことなど不可能だったはずだ」

　ゆうきの言う通り、俺はあのメール設定時、本当に『エターナル　イノセンス』のみんなが出てくるなんて欠片かけらも信じていなかった。多少なりとも信じる気になったのは、白い空間へ行った後だ。しかし、その時点で設定はすでに終わっている。

　だけど――。

「違う……。違うんだよ。そうじゃないんだ……！」

　現実的に考えれば、彼女たちはこの世に紛れ込んでしまった異物。だけど、俺だけがそう思えていない。俺たちとまったく変わらなかったと思っている。

　そして、俺だけが彼女たちを現実に留めておけたはずだった。

「未来を守ると誓いながら守れなかった……。幸せにすると誓いながら、その存在を消されるのが止められなかった……」

　自分で自分が許せない。

「みんな、幸せだったって言ってくれたけど、取り返しのつかない不幸に至らなかっただけで、俺は欠片も幸せになんかしていない。傷つけた心を癒いやせたかどうかだって……」

　考えるだけで、心が締め付けられる。

　あの時の誓いが、あまりにも軽々しく、あまりにも虚むなしかった。

　親が死んでしまった時に感じた、自分が殺してしまったかのようなネガティブな愚考が脳裏をよぎる。

　父親の交通事故は、俺のために早く帰ってこようとしたからじゃないのか。

　母親の病気は、俺の面倒を見すぎたからじゃないのか。

　延々とループする、後悔。それが、脳内で壊れたビデオみたいに再生される。

　思い出していると思考が乱れていった。心が悲しみで痛くなる。自然と涙が溢れていた。頰を流れる水が、自分の意志で止められない。

「ちくしょう……」

　口から漏れる自分自身への罵ば倒とう。情けなくて、思わず膝の上で強く拳こぶしを握る。

　もはや、どうにもならない。

　だけれども、どうにかできたかもしれない、過去。

　俺は、成長など何もしていない。

　過去を忘れることもできない、弱い人間のままだった。

「全部吐き出すといい」

「え？」

　ふと、ゆうきが穏やかに呟く。俺は思わずゆうきへと顔を向けた。

　彼女は優しげな表情を浮かべたまま、さらに語る。

「君が苦しんでいるのはわかっていた。誰にも言うことができずに、な」

「ゆうき……」

「今日は思いっきり泣いていい。今、泣くのは恥じゃない」

　俺の拳にゆうきの手がそっと乗せられる。












　堪こらえなきゃいけない。

　俺に泣く資格なんかないのだから……。

　だけど――。

　もう、耐えられなかった。

　俺は周りを憚はばかることなく、消えていった彼女たちを想って――。

　堪えるようにして、むせび泣いた。







　……少しずつ、雨が弱まっていく。

　女々しく泣いてしまったが、しばらくすると落ち着いた。

　冷静になって考えてみると、同い年の女の子の前で泣くなんて恥ずかしすぎる。周りに誰もいないのが不幸中の幸いだったが、穴掘って埋まりたいぐらいだ。むしろ、もうこの場で死にたい。

　しかもゆうきは俺が泣いている最中、ずっと背中に手を回してさすってくれていた。

　まるで誰かに抱きしめてもらっているようで、すごい安心感が伝わって――だから、こそ決まりが悪い。

　しかし、その間、ゆうきは黙っていてくれた。気を遣わせているようで情けないが、その配慮がすごく嬉しい。

「悪い。もう大丈夫だ」

「そうか……。つらくなったらいつでも言え。多少は慰めてやる」

　そう言ったゆうきは、横に目を逸らして顔を赤らめていた。すごく珍しい物を見た気がする。変な話だが、ゲームでは絶対に見ることができない表情だ。

「ありがとうな。ここまでしてくれて……」

　それを茶化すこともできないので、俺は真面目にお礼を言った。

　ゆうきは目を逸らしたまま、口を開く。

「話ぐらいはしてやると、伝えたと思ったんだがな。でも君は何も話そうとしなかったんだ。だから、今までの分をまとめたと思ってくれればいい。ここまでするのは今日だけだがな」

「あれだけ俺のことを、恨んでたのに……」

「それはもう忘れてくれ。ただの八つ当たりに近かったしな。あれを覚えてるのは、ボクだけでいい」

　彼女の気持ちが変化した理由は俺には知る由もない。だけど、俺を本気で気遣ってくれたのは確かだ。おかげで俺の心はとても穏やかになっている。ゆうきに心の底から感謝した。

「ひとつだけ。これだけ訊かせてくれ」

　彼女が真剣な瞳を向けてくる。

「君は、もし、またあのメールが来たとして、また投影をする気か？」

「するよ。一瞬、迷うかもしれないけど間違いなく。今度はお前を巻き込まずにすむよう、気をつけてな」

「彼女たちが再び投影されても、前の記憶はリセットされてる可能性の方が高いと思うが……」

　言われてみれば、そうだ。

　再び、彼女たちが顕現したとしても、前の設定や記憶を引き継ぐなんて、それこそ都合がよすぎる。セーブデータじゃあるまいし。

　でも。

「記憶のあるなし、じゃなくてさ。自分勝手で我わが儘ままだけど、やっぱり俺は自分の手で、彼女たちを幸せにしたいんだ」

「決意は固いのか？」

「ああ。もちろんだ」

「……そうか。いない人間に想いを馳はせるのは構わない。だけど、それはたぶん、茨の道だぞ。抱えていくつもりなら、もっと強く生きろ」

「そうだよな……。うん、頑張るよ」

　それを聞くと、ゆうきは満足そうに頷いた。

　そこで、ゆうきがふと視線を逸らす。そして、何かに気付いてベンチから立ち上がった。傘も差さず吸い込まれていくみたいに、遊歩道の脇へと進んでいく。ついていくとそこには小さな花壇があり、綺麗な桃色の花たちが咲き誇っていた。

　草丈が高く、真っ直ぐ伸びた花茎に、一重の五弁花。紙をぎざぎざに破ったような葉っぱが周りについている。

「この花の名前を知っているか？」

　俺は頭を振った。綺麗な花だとは思うが、名前まではわからない。

「立たち葵あおい。葵科の花だよ。明石葵の名前の元となっている花だ」

　ゆうきはしゃがみ込んで、花をそっと撫でる。その花を見る目はとても優しげだ。

「そっか、これがあの『葵』か」

　妙に感心をしてしまった。

　ゆうきはさらに得意げに語る。

「この花には、もうひとつ特徴がある」

「どんな？」

「梅雨が明けるころに、咲くんだ」

　不意に、光が差してきた。

　空を覆っていたはずの雲に、一部だけ晴れ間が覗いている。

　朝から降り続いていた雨も、その雨音を止めていた。

　僅わずかに出た晴れ間が、俺の瞳に眩まぶしく映る。

　最近は梅雨で曇ってたし、ずっと俯いていたせいで、頭上を見上げる機会がなかったけど。

　久しぶりに見た空は、とてもとても綺麗だった。




　そしてこの日、関東の梅雨が明けたことが、公式に宣言された。




[image: ]















「……そんな感じで、腕を組んだ時に喜ぶそぶりも見せなかったぞ」

　そう言って、ゆうきはシャワーを頭に浴びせながら嘆息する。

「でもでもっ、伊い藤とうさん、すごくいい女の子だっ！」

「あたしたちが戻ってこなかったら、ゴールインしてたんじゃ……」

　咲さきは面白そうに感想を言って、理り恵えは不安そうに呟つぶやく。

「それはない」

　ゆうきはシャワーを止めて、にべもなく即否定した。

「ボクと彼は、そんな浮ついた話は出てこない。あくまで契約みたいな関係だと思うけどね」

「でも、結婚だって一種の契約だと思ったけど」

　理恵が疑わしそうに尋たずねるものの、ゆうきはその表情を崩さない。

「……それはそうかもしれないが、君たちが気にするようなことにはならないさ」

　認めないゆうきに、今度は咲が質問を投げかける。

「じゃあ、武たけ紀のりくんが、伊藤さんを『好きだ』って言ったら？」

「ない」

「仮にだってばっ」

「仮にも何もない」

「むむー……」

　本心を明かしていないと思っているのか、咲も理恵も疑惑に満ちた目をしていた。

「……何もない」

　ゆうきが駄目押しすると、咲と理恵は諦めの溜息を吐つく。

「もう。伊藤さんは、本音を言ってくれてもいいのにっ」

「でも、伊藤さんが抱きついて、武ちゃんが無反応だったのって、緊張してただけじゃないかなぁ」

「うんうん。わたしが腕組んだ時もそんな感じだったよっ！　というか、武紀くん、わたしの時は、緊張して最初腕組ませてくれなかったのにっ。伊藤さん、信頼されてるなっ」

「……咲ちゃんも腕組んだんだ、いいなぁ。あたし、まだ手を握ったぐらいなのに……。でも、伊藤さんの時に拒否しなかったってことは、武ちゃん、伊藤さんに心を許してるってことかな？」

　しかし、ゆうきは何を言っても無駄と悟ったのか、無言を貫いた。

「伊藤さんは素直じゃないなっ！　でも、素直じゃないと言えばさ――」

　黙るゆうきを尻目に、今度は咲が楽しそうに語り出す。
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「ひまだー」

　入院生活はとてもじゃないが退屈だった。病院内でできることは思っている以上に少なく、暇を持て余してしまう。これでも病院内を自由に歩き回れる分、恵まれてるとは思うけど……。

　ベッドから体を起こして周りを見渡す。彩りの少ない白い部屋で壁も白、ベッドも白。枕元には、わたしの『神楽かぐら咲さき』という名前が書かれたネームプレートが貼られている。

　ふと、窓から外を見た。

「いい天気だなぁ。森林公園に行って散歩でもしたい……」

　本日も晴天なり。窓から見える綺麗な青空は、数少ない目の癒いやしだ。あとはベッドの横に備え付けられたサイドテーブルの上に乗っている見舞いの花と果物が心の癒し。

　地下一階から最上階は九階まで、入院患者を一〇〇〇人近く収容できる市大の付属病院なのだけど、入院部屋はどこも大した差はない気がする。

　入院生活なんて娯楽がほとんどないし、動ける範囲も限られているし、ご飯だって特別美お味いしいわけじゃない。ラジオを聞く時間とか、散歩する時間とか、自分なりのサイクルができ上がってきても、強制された規則正しい生活というのは窮きゆう屈くつで過ごしづらかった。寝坊助さんなわけじゃないけど、朝六時起床はいくらなんでも殺せつ生しようだ。

　そして、入院生活最大のデメリットは、学校に行けば確実に会えるあの人の顔が見られないこと。

　もう、ほとんど回復しているのだから退院したい。重病だったのは確かだけれど、わたしは健康体になりつつあるのだから。

「神楽さん。本日、二度目の問診の時間ですよー」

　病室にそんな声が響いた。気付けばもう午後二時だ。

　入り口から女性の看護師さんが入ってくる。三〇代ぐらいの、綺麗で大人の女性だった。顔つきが知的に見えた。わたしも将来は知性が顔からにじみ出る、こんな大人の女性になりたいな。

　看護師さんは微笑を浮かべながら、サイドテーブルに医療器具を置いていく。

　時間の掛かる検査は午前中に終わっていて、あとは検温したりとか、採血をしたりとか、その程度だった。

「そう言えば、お母様は今日はどうしたのかしら？」

　そして、検査しながら、何気ない質問をしてくるのもいつも通りだ。

「お母さんは、今日はパートに行ってます。わたしも健康になりつつあるんで、元の生活に戻ってもらいました」

「あら。それじゃ、ひとりだと寂しいんじゃないの。病み上がりなんだから、もっと我わが儘まま言わないとダメよ？」

「いえ、いいんです。気を遣わせる方がなんだか気疲れしちゃいますし。それに一日に一度は、着替えを持って来てもらって長々と喋りますからね。今日も朝に来ましたよっ」

「あらあら。でも、それだけじゃ、お母様は寂しがっちゃうわねぇ」

　……そうなのかなぁ。

「でも、今日から家族以外もお見舞いできるわけだし、お母様は邪魔かしら？」

「い、いえっ！　そういうわけじゃないんですけど……」

　そう。実は今日、ようやく面会謝絶が解かれ、家族以外の人と会うことができるようになったのだ。でも、平日じゃ来る人も限られるよね。

「もう三日ぐらい前から元気だったのに、ごめんなさいね。でも、やっぱり経過観察は大事だし、こんなに回復が早いのは初めてのことだったから。面会謝絶を解くのって、案外面倒なのよ」

「……やっぱり、そんなに早かったんですか？　わたしの回復……」

「比較できるものがないぐらい早いわねぇ。手術までの時間から、回復まであっという間って、どんな奇跡なのかしらって感じよ？　物語でもここまで早くないわ、普通はね」

　そんなことを言われましても、わたしにもそこまですごいことをしたという自覚はないのですが。

　――再生不良性貧血。

　これが、わたしが患わずらっていた病気の名称。

　説明は受けたけど、詳しいことまで覚えてない。話によると、遺伝子異常による、先天性で貧血症状がよく起こる忌いまわしい病気ということだ。

　わたしはその病気を、術後、とんでも早いスピードで克服したらしい。

「なんででしょうねっ。ほら、事実は小説よりも奇なり、って言うじゃないですか」

　わたしがそう返すと看護師さんは、「それもそうね」とか「奇跡に野や暮ぼは言いっこなし」なんて言ってくすくすと笑った。本来はもっと回復に時間が掛かるものらしい。手術への準備も、回復までの時間も。

　通称、谷や津つ坂さか病院の奇跡。

　あまりにも珍しい成果のため、病院側は学会に発表したいとまで言っている。個人名さえ出なければいいので、あとのことはお父さんにお任せだ。

「それよりも、お風呂に早く入りたいですっ」

「あはは、そうよねー。早く、体を洗いたいわよねー」

「髪がボサボサだし……、その……。体も汚いし……」

「何言ってるんだか。お風呂なんかに入らなくても、充分可愛いわよ」

　冗談ばっかり。そんなはずはない。

「それとも、好きな子には綺麗な自分を見てもらいたい？」

「えっ、そのっ……！」

「あはは、素直ねぇ。手術室の前にいた、家族以外の男の子かしら？」

「の、ノーコメントですっ！」

「まあまあ。今日の夜から入れるから、あとちょっとだけ我慢してね」

　そんなやりとりをしていると、問診はあっという間に終わってしまう。

「これで終了っと。それじゃ、なんか少しでもおかしいなって感じたら、すぐにナースコール押してね？」

　そう言って看護師さんは病室から出ていった。

　再び、病室内に沈黙が訪れる。

　……先程の看護師さんの一言を思い返すと、少しずつ頰ほおが赤くなって、心がぽわぽわしてきた。

「武たけ紀のりくん……」

　思わず、口から彼の名前が漏れる。わたしの運命を、覆くつがえしてくれた人……。

　実のところ、中学校に上がったころから、わたしは長く生きることを諦めていた。医者の『このまま骨こつ髄ずい移植ができなければ、二〇歳まで生きられない』という親への説明を盗み聞きして、自分の寿命を知ってしまった時から……。

　だから、わたしは太く短く生きようと決めていた。

　みんなと仲よく過ごして、迷惑をかけずに行動し、人生を少しでも楽しんで……。

　わたしが死んだ後に、みんなが心の中で『ああ、そんなヤツもいたっけなぁ』って時時思い出してくれるだけでよかった。

　そういう運命だって思っていた。

　でも――。

　骨髄の提供者が、奇跡的に見つかったのだ。それが、従姉いとこの八や重えお姉ちゃんだと知った時は驚いたっけ。

　手術が成功してから見えたわたしの世界は、一八〇度変わっていた。それはもちろん、ただの思い込みだったのだろうけど、その時わたしが感じたのは世界がモノクロからカラーに変わったぐらいの衝撃だった。暗闇で見えなかったはずのわたしの未来が、力強い光に照らされて、はっきりと見えるようになるほどの……。

「武紀くん……」

　もう一度、その未来を照らしてくれた人の名前を口に出す。

　彼は率先して、たくさんの場所でドナー募集を呼びかけてくれたのだ。

　結果的にわたしを救ってくれたのは骨髄を提供してくれた八重お姉ちゃんだけど、お姉ちゃんは武紀くんの頑張る姿を見てドナー登録を決意したらしい。

　だから、彼が行動を起こしていなかったら、きっとわたしはあのまま死んでいただろう。だから、武紀くんもわたしの命の恩人なんだ。

　もっとも、武紀くんはそのことを知らないだろうけど……。

　今のところそのことを教えるつもりはない。何しろ、彼は約束を守ってくれなかったのだから。




「緊張、する……」

「気楽に考えろ。全身麻酔だから起きた時には、もう手術は終わってる」

「そうなんだけど、なんていうのかな。生きる希望みたいなのが欲しいかな。手術が終わった後の楽しみ」

「なんでもしてやる」

「じゃあ、手術終わった後にキス。…………………………してくれないの？」

「わかった。なんでもしてやるって言ったしな。目覚めのキスぐらいしてやる」

「約束、だよ？」

「ああ、だから、安心して行ってこい」

「うん。頑張る！」




　キスぐらいしてやるって言ってくれたのになー。騙だまされた。

　でも、よくよく考えたら、術後にキスなんてできなかった気もする。それに、すぐ面会謝絶になっちゃったし……。

　ま、いっか。隙すきがあったら、やってしまおう――あ、でも、秋あき原はらさん怒るかなぁ。

　きっと、彼女も武紀くんが好きなんだろうと思う。もう瞳が恋する乙女だ。

「……なんで、わたしだったんだろう」

　武紀くんは、それをわかってると思うんだけど、なぜかわたしの方とコミュニケーションを取ってきた。わたしの方が選ばれた、と自うぬ惚ぼれそうにもなったけど、途中からなんか違う気がしてきたんだよね。遊ばれてるとか、そういうんじゃなくて、なんか恋とかそういったものを超えた目的が見え隠れしてて……。

　それに対して悩んだりもした。だけど、大事にされてるっていうのも伝わってくるから、わたしの悩みはさらに深くなって……。

　はっきりとはわからないんだけど、武紀くんはゴールデンウィーク明けから妙に変わった気がするんだよねぇ。

　前の武紀くんは、ぶっきらぼうで喧けん嘩かっ早ぱやい乱暴な人。でも、頼りがいのある人だった気がするんだけど……。今の武紀くんは口数は少ないけどすごくやさしくて、いざという時、頼りになる人になっていた。

　あの変わりよう、ゴールデンウィークに何かあったとしか思えない。

　そう言えばわたしが倒れた時に、武紀くんがすごいことを言ってたってお父さんが教えてくれたっけ。

『俺の骨髄を使ってください。きっと、合うはずです』

　合うわけないのに。わたしのは、かなり希少なＨＬＡ型ですよ。彼なりの気休めだったのかもしれないけど、なんでそんなことを言ってたんだろう？　それに、わたしの病気も知ってたし。どこで知ったんだろう。学校の誰にも教えてないのに。

　武紀くんはすごく好きだけど、その辺りの細かい疑問が積み重なっているせいで、別のことでも気になっていた。

　……まあ、気にしてても答えなんかでないから、細かいことは気にしないけどね。

「ひまだー」

　また、同じことを呟つぶやいてしまう。呟いても、暇なことには変わりないのに。

　問診が終わると、晩ご飯まで本当にやることがない。

　テレビはお金がかかるし、小説も漫画も読み飽きたし、音楽も聞き飽きた。サイドテーブルに積まれている小説を手にとって読むものの、何度も読んだせいで数ページで断念してしまう。そもそも、今日はベッドに寝ながら本を読む気になれない。

　せめて新しい本を買ってきてもらおうかとも思ったけど、もうそろそろ退院みたいだし、タイミングとしては微妙だった。こういう時間にお風呂に入っておきたいけど、わたしが入ることができるのは夜になってからだ。まだまだ時間がある。

　なんか面白いことないかなー、なんて――。

　ふと、入り口に目を向けると、予想もしていなかった人が扉を半開きにしたまま、気まずそうに立っていた。

　意外も意外。

　何しろ、入院前にわたしを苛いじめていた人だ。誰が来るなんて思うだろう。

　その相手である高たか橋はし愛あい子こさんは、中に入るのを明らかに躊躇ためらって、その場に踏みとどまっていた。まるで、これ以上進む資格はないとでもいうかのように。

　長い漆黒の髪が相変わらず印象的だ。制服じゃない彼女は、白い長袖のブラウスに細身のジーパンという動きやすそうなラフな格好をしている。

「よお……」

　そして、高橋さんの口から出た第一声がそんな呼びかけだった。

「何か用、かな？」

　そう問うと、彼女は目を泳がせ始める。喋るべき言葉を探しているのかもしれない。

「こっちに来たら？」

　彼女がいつまでも入り口にいるので、そう促した。

　高橋さんは、わたしからの誘いを受けて、後ろ手に扉を閉めてからリノリウムの床をゆっくりと歩いてくる。

　高橋さんはベッドの横で止まり、座らずにわたしを見下ろした。

　そして、彼女は未いまだにわたしに対してかけるべき台詞せりふを探しているようだ。非常にそわそわして、居心地が悪そうにしている。終始、落ち着かない様子で、怯おびえた小動物に見えなくもない。

「「……………………」」

　彼女が何も言わないので、こちらとしても黙ってしまう。

　ほんの数秒、そんな沈黙が続いた。

　この空気に耐えられなくて、こちらから喋ろうと思った矢先――。

「悪かった！」

　高橋さんは、廊下にまで聞こえそうな大声で真剣に謝った。深く深く頭を下げて……。

「許してくれなんて言えねぇし、甘っちょろく許してもらう気もないけど、それでも謝らないとダメだと思ったんだ。今更、何を言ってるんだって思ってるかもしれねぇけど、あの時のあたしは間違いなく最低だった！　もう、二度とあんな真似はしねぇ！」

　堰せきを切ったかのような、激しい懺ざん悔げが病室に響き渡った。彼女の頰は真っ赤になっている。

「そ、それだけだ。それを言いに来ただけだ！　邪魔したな！」

　そう言って、高橋さんは脱だつ兎との如く病室を出て行った。

　一瞬だけ、呆あつ気けに取られてしまう。

　だけど、ようやく言われっぱなしなことに気付いた。わたし自身もベッドから這い出して、足下に置いてあった病院備え付けのスリッパを履き、彼女を追いかける。

　部屋から廊下に出る。右を向いた。人がまばらに歩いている中、わたしの目は高橋さんの後ろ姿を捉える。

　病室の扉を開けた音に気付いたのか、高橋さんは一瞬だけこちらを向いた。わたしの姿を確認すると、まるでお化けを見たみたいな目をして、そこからあろうことか駆けだす。病院内なのに……。

　なんで、逃げるの？

　久しく忘れていた闘争心が、ふつふつと湧き上がってくる。

　パジャマのポケットに常日頃から入れてあるリボンを取り出した。髪を手早くまとめ、リボンで結ぶ。やっぱり、こういう時はポニーテールじゃないと気合いが入らない。

　本来のわたしは言いたいことを言われるだけ、というのが性しように合わないのだ。

　だから……。

　よーい、ドン！







　全速力で彼女を追いかける。病院の廊下にふたりの足音が響き渡った。

　廊下を歩いている入院患者がなんだなんだと騒ぎ出すが、そんなの気にしない。彼らは走るわたしたちに道を空けていく。幸いなことに、医師や看護師たちはまだ気付いていないようだ。

　はっきり言って、全力。こんなのは、久しぶりだ。

　いつもいつも、全力で走ることのできなかった自分の体。

　体に燻くすぶる熱が少しずつ高まってくる。

　まるで忘れていた当たり前のことを思い出すようで、とても楽しい。

　だから――。

　病院内を走るのも、わたしの体のことも。

　今だけは忘れさせて欲しい。悪いことは百も承知しているから。

　病魔の手から逃れた自分の体は思いのほか軽快で、もはや全快していると言っても過言じゃなさそう。

　すごいぞ、わたしの体。我ながら、自分の回復力が恐ろしい。

　前を進む高橋さんの後ろ姿を見据える。

　わたしたちのスピードは同程度。でも、この病院はすでにわたしのホームグラウンド。立ち入り禁止区域以外はすべて歩いて、構造を把握していたりする。

　必ず、追いつく!!

　だけど、高橋さんもがむしゃらに走っている。だから、なかなか近づけない。

　そんな中、彼女は追いかけられているという状況に動揺したのか、突き当たりの階段を上っていってしまった。

　こうなれば彼女は袋のネズミになる。ひとつ上は最上階で、階段はここだけだからだ。タイミングよくエレベーターでも来ない限り、絶対に捕まえられる。

　でも、追い詰めるよりも先に追いつきたい……！

　二段抜かしで階段を駆け上がり、少しずつ彼女との差を詰めた。階段の効率的な上り方は、入院中に読んでた小説のおかげで、完璧に頭の中に入っている。

　階段を上り終えると、さっきまで走っていた場所と同じ構造の廊下に出た。

　この階には、あまり人が来ないのか、まったく人がいない。そのためか、わたしの病室の階よりも体感温度が低かった。

　そんな静かな廊下を再び走る。

　彼女の背中はもう五歩近づけば、届く。

　あと、四歩。

　あと、三歩。

　二歩。

　一歩。

　肩を摑つかむべく、思いっきり手を伸ばす。

　だが、最後の一歩を力強く踏み出そうとした時、スリッパが床に張り付いてしまった。わたしは思いっきり足を滑らせてしまう。伸ばした手は何も摑むことなく空を切り、わたしの体は一瞬だけ宙に浮いた。それから、地面にお腹から叩きつけられる。

　転び方がよかったのか、大して痛くなかった。だけど、心臓の鼓動がすごく速くなっている。呼吸もすごく乱れていた。床の冷たさが火ほ照てった体に心地好い。

　こんなに全力で走ったのは、いつ以来だろう。

　うつぶせの状態から、体を転がして仰あお向むけになる。飾り気のない天井が見えた。

「大丈夫か！」

　視界を影が遮さえぎる。目の前にまるで自分が転んだみたいに痛そうな顔をした高橋さんが戻ってきた。しゃがみ込んで、わたしを見つめてくる。

　彼女から手が差し出された。

「立てるか？　大丈夫か？」

　高橋さんは心配そうにわたしの手を取ってくれる。床の堅く冷たい感触に別れを告げて、わたしは立ち上がった。

「大丈夫だよっ」

　高橋さんに向き直って、ピースサインをして無事をアピール。微笑もプラスする。

　だけど、彼女は不機嫌そうな顔をさらに歪ゆがませた。

「馬鹿野郎、なんて真似をしやがる！　あぶねーだろうが！　お前、病人だろ！」

　高橋さんが息巻く。

　でも、わたしだって言われっぱなしではいられない。

「高橋さんが言うだけ言って逃げるからだよっ。わたしだって言いたいことぐらいあるんだよっ？」

　そう言うと、高橋さんはすぐに怒りを収め、借りてきた猫みたいにおとなしくなってしまった。

　そして、廊下に静寂な時間が訪れる。

　そこはまるで、わたしたちふたりだけの世界のようだった。

　これで言いたかった言葉がようやく言える。

「お見舞い、ありがとうっ」







　その後、ふたりで病室に戻ると、担当医が飛んできて、たくさん叱しかられてしまった。でも、高橋さんも、わたしに付き合って真剣に謝ってくれたのがすごく嬉しかった。

　担当医のお説教から解放されたあとも、ふたりで病室を回って騒ぎ立てたことを謝罪した。再び、病室に戻って落ち着いたのは一時間後だ。

　わたしが自分の病室のベッドに入り込むと、高橋さんも今度は椅子にどっかりと座る。

「まったく。なんであたしが人に頭下げなきゃなんねぇんだ……」

「高橋さんが逃げたからだよ」

　我ながら、ひどい責任転嫁をしてみた。

「お前が追いかけてくるからだろ？　せめて『待て』とか声かけりゃ、あたしだって止まるっての。イノシシじゃねぇんだから」

「あの時の高橋さんは、声をかけて止まる雰囲気じゃなかったけどなぁ」

「……憶測で動いて、自分の体を危険に晒さらすな、ばか」

　高橋さんは目を瞑つぶって、呆あきれた溜息。

「それにしてもお前、なんであたしに対してそんな寛かん容ようなんだよ。あたしだったら、苛めてたヤツが来たらありったけの罵ば声せいぶつけて追い返すぞ。……なんか調子が狂う」

「うーん、あんまり気にしてないから、かなぁ……」

　あれだけの苛めを受けたというのに、彼女に対して憎しみらしい憎しみは湧き上がってこない。普通に考えれば、見舞いに来たとしても追い返して終了だろう。だけど、そんなことをする気にはなれなかった。

　ネガティブなことだろうとなんだろうと、わたしの人生に関わってくれたことが嬉しかったのかもしれない。

「まあ、無事だったからよかったけど、あんま無茶するなよ。あたしのせいで入院が延びたなんてことになったら、都つ筑づきのヤツに何言われるかわかったもんじゃねぇしな。それでなくても、都筑に無理言ってこの病院と部屋を聞き出したし……」

　武紀くんの名前が出て、ちょっとドキッとした。

「もしかして、高橋さんって、都筑くんと仲いい？」

「……は？　なんだ、それ。ギャグかなんか？」

　すごく嫌そうな顔をして否定されてしまった。

「お前と仲がよくて、入院先を教えてくれそうなのがあいつしかいなかったからだよ」

　なんというか、想像していたのとは違う普通の答えだった。

　ただ、それは高橋さんにとって、新たな話題の引き金となってしまったらしい。

「というか、前から訊きたかったんだけどよ。お前、あいつにいつから惚ほれてんの？」

「も、ものすごく直球に訊くなぁ。そもそも、なんで知ってるのっ？」

「あれでバレてないと思ってるなら、脳外科の方に転院しろよ」

「ひどっ！」

　それにしても、いつからだろう……。

　ふと思い返す。

　武紀くんを好きになったのは、間違いなくあの時の出来事がきっかけだ。

「えっと、ね。今年の二月に……」

　いまから、半年以上前の話だ。その時のことを語る。

　不良に絡まれた時に、助けてくれたこと。

　それから二年でクラスメイトになって以降、ついつい目で追いかけていたこと。

　こっそりと秘めておきたい話なんだけど、なぜか高橋さんは話しやすい。結局、全部喋ってしまった……。

　わたしが説明を終えると、高橋さんは目を丸くして驚いていた。

「あいつが？　ナンパに乱入して、力尽くで撃退……？　信じらんねー……」

「本当だよっ。乱暴だったけどね」

「それが信じられねー。あいつの腕っ節が強いなんて話、聞いた事ねーぞ」

　うーん、共通見解かと思ったんだけど……。

　どうも、わたしの抱いている武紀くん像とみんなの抱いている武紀くん像には、大きな隔たりがある。クラスのみんなにも不思議そうな顔されたりしたしなぁ……。

　やっぱり、何かがおかしい……？

「都筑くんって、ゴールデンウィーク明けからなんか変わったっ？」

　かねてより、考えていたことを訊いてみた。

「へ？　変わったって何が？」

　高橋さんは、怪け訝げんな顔をして聞き返してきた。

「粗野な感じから、大人しい感じっていうのかなっ？」

「……昔から、ああだろ、あいつ。基本、オタクでさ。佐さ藤とうほどウザくはねぇけど。パソコンに詳しいから、幾人からか相談を受けたりはしてるみたいだけどな」

「パソコンに詳しい？」

「ああ」

　あれ？

　なんだろう……。何かが、おかしい……。

　まだ一学期が始まって間もない頃、武紀くんの妹の夏なつちゃんが美化委員で活動している時に「お兄ちゃんって、家電にすっごく弱いんだよー」と言っていたはずで……。

　何かが、ズレている。

　ふと湧き上がってくる漠然とした不安と、あり得ないほどの焦燥感。

　自然と汗が体中に、にじみ出てきてしまう。

　船酔いを起こしそうな、妙な感覚。

　これ以上は、踏み込んじゃいけない。

　そこは、わたしたちが入っていくことのできない不可侵の領域。

　理由もなく、根拠もなく、そう確信した。

「確かに、あたしも世話になったことがあるから、それはわかるんだけどさ」

　彼女は、昔の出来事を思い出すように語っていた。わたしの動揺には気付いていないらしい。

　……忘れよう。

　気になるけど、きっとどうにもならないから……。

　気を取り直して、わたしは高橋さんに質問を返した。

「世話になったって、パソコンで？」

「ああ。そう、だけど……」

　そこで何な故ぜか、今度は高橋さんの歯切れが悪くなる。

「いつの話？」

「一年の時の話だよ。情報の授業で、ちょっとな」

　そっか。高橋さんは、一年の時も武紀くんと同じクラスだったんだ。

　色々と話を聞いてみたくなってくる。また、さっきみたいな、よくわからないことになるかもしれないけど、その時はその時だ。

「詳しく」

　まずは、端的にそう尋ねた。

「面白い話じゃねぇ」

「いやいや、是非是非」

「大した話じゃねぇ」

「それでも、聞きたいなっ」

　高橋さんは頑として語ろうとしなかったけど、わたしの粘りに負けたのか最後には肩を落としながらも「わかった……」と諦めたらしい。

　彼女は、脚を組んで不機嫌そうに語り出す。

「一年の初めの時に情報の授業で、あたしはなんか知らないけどポカをやらかしたんだ。パソコンがピッピッピなんて愉快な音を立てて、起動しなくなっちまってさ。あたしはパソコンに詳しかねぇし、弁償かな、なんて途方に暮れてた」

　それはわかる気がする。ＤＶＤデッキとかいじろうとして、爆発とかしたらやだなぁ、なんて考えが頭をよぎったりした。機械音痴は使い方のわからない機械に対して、何をするにしても不安になる。爆発はともかく、動かなくなるとかありえそうだし。

「教師でも直せなかったそれをだな。すげぇさりげなく、事も無げにあっさりと直しちまいやがったんだよ。何をやったのかまではわからなかったけどさ」

　それはすごい。起動しなくなったパソコンを立ち上げるなんて、わたしにとっては神かみ業わざレベルだ。いつもお父さんが何とかしてくれた気がするから、あまり覚えてないけど。武紀くん、そんなことできたんだ。

　それからわたしは続きを待ったが、それから高橋さんは喋ろうとしなかった。

「もしかして、それで終わり？」

　恐る恐る、そう訊いてみると、

「終わりだ。だから、大した話じゃねぇって言っただろ」

　高橋さんは、蜘蛛の巣を払うような仕草をしながら、そんな答えを返してきた。

　さて、何かが噓うその気がします。話がこれで終わりなら、別に隠さなくてもいいはずだ。ということは、隠したい事実があるということだろう。

　その事実が隠された扉を、叩いてみることにした。

「それで、好きになっちゃった？」

　わたしが自分なりの結論を呟くと、高橋さんはすごく顔を歪めて嫌そうな顔をする。

　でも、頰が少しだけ朱あかくなったのを見逃さなかった。

「馬鹿言うな。なんで、あたしが、あんなオタクを……。なんの根拠があって……」

「女の勘かん、かな？」

「捨てちまえ、そんな錆びたシックスセンス」

　手厳しい反論をされた。だけど、これは序の口。追及の手は緩めませんよっ！

「じゃあ、わたしを苛めてる時に、ちらちらと必ず都筑くんの方に視線を向けてたのは、なんで？」

「っ、気のせいだッ！」

　高橋さんの語勢が強くなった。心なしか体も引いている。強い否定がとても怪しい。

　恋する女の子はいつだって敏感なのだ。高橋さんは、わたしに嫌味を言う時やわたしが苦しがっている時に、必ずどこかのタイミングで都筑くんの方へと視線を向けていた。そのぐらい、ちゃんとわたしは見ているのですよ。

「あれは、だな。惚れてる女が苦しんでるのを見て、あいつがどういう顔をするのか観察してただけで……」

「噓。真実ひとつテイクアウト、だよっ」

　彼女の顔を見れば、動揺しているのがわかる。

　だから、噓。……決めつけ過ぎかな。

　でも、しばらくして彼女は諦めて白状した。

「まぁ、不覚にもすげぇなって思ったことがあるのは認めるよ……」

　目を横に逸そらしながら、真っ赤な顔で本音らしいことを漏らす。

「どうにもできなかったパソコンを簡単に直した時は、確かに胸が高鳴ったさ。すげえって。職人みたいだって」

　彼女は当時を思い出しているのか、少しだけ興奮気味だ。

　自分にはできないことを平然とやってのける人がすごいと思う気持ちは誰しもあると思う。遙かな高みにいるという羨望だ。

「でも、それだけだ。うちの兄貴が簡単にパソコンを直したのを見て、そこまで大したことじゃない気になってきたし、その上あいつが情けない男だってわかっちまったからな。あの頃はあたしもこんなナリじゃなかったから、助けやすかったってのもあるだろうし。今だったら、絶対あたしに何もしないぜ、あいつ」

　高橋さんは、深々と溜息を吐つく。

　まだ、隠している感情がある気もするけど、噓は言ってないみたい。

　納得がいかないような、安心したような……。なんだか、複雑な気分だった。

「そんなヤツがいきなり、学校でもアイドルみたいな女と仲よくなり始めやがった。少し、その、あいつの反応をだな……」

　つまり、わたしはダシにされたということですか。なんということでしょう。

「それは、普通に嫉しつ妬となんじゃ……」

「ちげーよ！　どこをどうしたら、そんな結論が出るんだ！　日本語、理解してろ！」

「だ、だって……。高橋さん、都筑くんのいいところを自分だけが知ってるって優越感を持ってた、とかじゃないの？」

「だあほっ！　んなわけあるかっ！　ちょっと心がときめいたぐらいで、それがそのままマンガみてぇに継続するかっ！　二週間もすりゃ、んな麻疹はしかみたいな熱、冷めるっての！」

　高橋さんは、必死に否定する。まるで、そう思い込みたいみたいに……。

　ただ少なくとも、高橋さんが武紀くんに対して、ただならぬ複雑な感情を抱いていることだけは理解できた。

　そう思うと高橋さんが、途端に可愛らしく見えてくる。

「お前の考えてるような感情はぜっっっっっっっっっっっっっったいにないからな！　あたしはあの時、ただ純粋にお前が気に入らなかっただけだ！」

　わたしの心を読み解いたのか、彼女はさらに強い否定をした。その物言いもどうかとは思うけど、そんな本音をぶつけてくる高橋さんの言葉は新鮮で楽しいと感じてしまう。

　そこで、唐突に理解した。

　高橋さんと会話してて他の人よりも話しやすかったり、馴な染じみやすかったり、憎めないところがあった理由――それが、わかった気がした。

　ぶっきらぼうなところとか。

　常時不機嫌で、怠たい惰だそうに見えるところとか。

　素直に認めないようとしないところとか。

　高橋さんは、ゴールデンウィーク前の武紀くんと雰囲気が似てるんだ。

　性格とか全然違うけど、そう感じてしまう。

　……でも、言ったら怒られそうなので、言わないでおいたほうがいいかな。

「高橋さん」

　唐突に、わたしは高橋さんの名前を呼ぶ。

　彼女は静かに、そして真剣にわたしの瞳を見つめてきた。

「友達になろうよ」

　それは、わたしがこの世界に生まれてきて、初めての純粋な願い。

　すべてを諦めてきたわたしが、初めて欲した、かけがえのない望み。

「あたしは、お前を苛めてたんだぞ……？」

　高橋さんはばつが悪そうに、目を伏せる。

「わたしは気にしないよ」

　話をしててわかった。

　似たもの同士でも、なんでもないけど――。

　わたしは、彼女と仲よくしたいんだ。

　だけど、高橋さんは頭を振る。

「償つぐなうとかならわかるよ。でも、あたしにはお前の友達になる資格は……」

「償うとか資格とかじゃない。そんな気持ちじゃなくて、純粋にお互いがお互いを必要とする、そんな友達になりたいんだよ……」

　毛布の中に入れていた右手を外に出して、握手を求めて高橋さんに差し出す。

　高橋さんは、じっとそれを見ていた。

「そんな簡単に割り切れねぇよ。苛めてたヤツから許してもらえたからって、それに甘えるのは、な……」

　そして、わたしの手を握らず、両手で包み込む。

「握れない……。いつか、あたしがあたしを許せるまで、握手は無理だ」

　高橋さんの温もりが、熱く、温かかった。

　彼女は俯うつむかせていた顔を上げて、わたしを見つめる。

「今はこれが限界だ……。あんだけ、苛めてた分、必ず反対にして返してやるから……」

　彼女の真剣さが、これ以上ないほどに伝わってきた。

　それと同時に、彼女の抱えた複雑な感情もわかってしまった。わたしの希望に応えられない失意と、わたしの希望に応えたい気持ちが複雑に絡まっているのだ。

　きっと、これが彼女の落としどころ。だから、わたしも精一杯の言葉で応えた。

「うんっ」

　短い同意。だけど、この同意にはたくさんの意味が詰まっている。きっと、高橋さんならわかってくれるはず。

　そして、高橋さんは顔を少しだけ綻ほころばせた。目に涙が滲にじんでいる気もしたけど、わたしがそれを茶化す真似はできない。

「よろしくね、愛ちゃん」

　少し調子に乗って、そんな風に呼んでみた。

　すると、高橋さんが今までにないぐらい顔を紅潮させて焦り始める。耳まで真っ赤で、目まで泳いでいた。












「頼む……！　やめてくれ……！」

　その鬼気迫る表情で懇こん願がんされると、もう一度呼ぶのはさすがに躊躇う。

　今は、仕方ないか……。

「ま、まあ、いつかは慣れるかもしれねぇけど、今はやめとけ……」

　高橋さんは、わたしから手を放すと腕を組んで顔を逸らした。首まで赤くなっているのがわかる。呼び名は、ちょっとした弱点なのかもしれない。

「うん、わかった。でも、わたしは、なんて呼んでもいいからね」

「……あ、ああ。サンキュ、な」

　やっぱり、高橋さんといると面白い。

　彼女とは、これから仲よくやっていけそうな気がした。

　こんこん――。

　突然、ノックをする音がした。高橋さんと一緒に扉の方へと向く。

「咲。入っていいか？」

　武紀くんの声だった。久しぶりの声に、胸が高鳴ってくる。

　来てくれたのは、すごく嬉しい。

　だけど、お風呂も入れていないこんな状態で彼と会うのは正直、気が重かった。

　好きな人には、一番綺麗な自分を見て欲しいから……。

　高橋さんはわたしの顔を見て、そんな複雑な感情を読み取ったのか、

「そろそろ帰るよ。都筑も追い返して、な」

　と、笑って椅子から立ち上がった。

　とはいえ、武紀くんと高橋さんがふたりきりというのも、なんだかすっきりしないけど。

「お前の考えてるような感情はないって言っただろ……」

　高橋さんはわたしの心が読めるのかな。それとも、単にわたしの感情が顔に出やすいだけ？

「おーい、咲。……いないのかな？」

　さらに武紀くんの声が聞こえてくる。

「ったく、しつけーな。じゃあな、学校で、待ってる。…………………………咲」

「あ」

　わたしの名前を呼んでくれた……！

「うんっ！　バイバイっ！　またねっ！」

　高橋さんはベッドを回り込んで入り口へと向かい、扉を開ける。一瞬だけ、武紀くんの驚いた顔が見えた。

「た、高橋!?　なんで、ここに!?」

「見舞いに決まってんだろ。おら、とっとと帰るぞ」

　武紀くんが高橋さんに押されて、わたしから見えなくなる。高橋さんが部屋から出る間際に、手を振ってくれたのが少し嬉しくてむず痒い。

　入り口の扉が閉められてから、その扉越しに楽しそうなやり取りが届く。

「俺は咲を見舞いに来て」「黙れ、デリカシーゼロ」「え、どういう意味だ？」「わかんねーんだったら来るな」「すまん、マジで意味がわからないん――いでっ！　蹴るか普通!?」「おら、さっさと行くぞ。盛りのついた犬じゃねーんだから、退院まで我慢しろ」「何でそういう結論に…………」「いーから、黙って…………」

　それきり、ふたりの会話は聞こえなくなった。

　本当にふたりきりで大丈夫かなぁ。なんとなく不安だ……。

　それでも、思ったのは――。

　早くあの輪の中に入りたいということ。

　もうちょっと。あと、もうちょっとで退院できる。

　だから、もう少しだけ我慢しよう。もう、今までみたいに焦ることもない。

　わたしの未来は、すぐ目の前に広がっているのだから……。
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　お風呂場から出た三人が、洗面所で体を拭きながら他愛のないお喋りを続けていた。

「……って感じだったんだけど……。理り恵えちゃん、愛あいちゃんの気持ちって、今の話を踏まえてどう思うっ？」

「どうって……。難しいなぁ。何気にあの人、武たけちゃんとよくいるよね」

「そういえば、理恵ちゃんは愛ちゃんと喧けん嘩かしたことがあるって聞いたけどっ」

「け、喧嘩って……してないよ。そんなの……」

「武たけ紀のりくんを取り合って言い合い？」

「ちっ、違うよ！　その、言い合いしたのは確かだけど……。だ、誰から聞いたの……？」

「佐さ藤とうくんだよっ。うちのクラスの」

「武ちゃんの友だちの人だね。そう言えば、あの時の言い合いを有う耶や無む耶やにしてくれたのは、あの人だなぁ」

　そこへ下着を着けながら、ゆうきが口を挟んだ。

「ボクも高たか橋はしと対立するのは、遠慮したいところだぞ。秋あき原はらはよく耐えたな。……というか、ボクの転入前にそんな一幕があったのか」

「あ、あの時は武ちゃんを助けようとして必死だったし」

　そこへさも楽しそうに、咲さきが下着のまま、理恵に詰め寄る。

「やっぱり、何かあったんだねっ？」

「ちょ、ちょっと言いたいことを言って睨み合っただけだってば。取っ組み合いなんかしてないよぅ……」

「でも、愛ちゃんと睨み合うだけでもすごいよっ。やっぱり、武紀くんへの愛がなせる業わざかなぁ」

「も、もう……。あたしなんか、別にどうってことないよ。それ言ったら武ちゃんの方がよっぽど行動力あるんだよ。この前も……」

「えっ、この前も何？　どしたの？」

「武ちゃんが、春はる姉ねえのことを心配し始めた時があって――」

　下着姿の三人が身を寄せ合う中、理恵は語り出した。
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「はぁ……」

　最近、春はる姉ねえの溜息が日増しに増えていた。

　台所でキャベツを軽快に千切りにしつつも、その表情ははっきりと元気がない。

　もしかして、料理に飽きたとか、疲れが出てきたということだろうか。大人の顔立ちに幼さが残る顔は、憂ゆう鬱うつに染まっていた。いつもは艶つややかな腰まで伸びた長髪も今はなんだか張りがないように見える。

　すごく心配だった。悩んでいるなら、力になりたい。

「春姉ー」

　千切りが一段落するのを見計らって、俺は声をかけた。

　俺の声に気付いた春姉は、すぐに包丁をまな板に置いてこちらへと振り返る。エプロンで手を拭く仕草が、手慣れていて、しかも可愛らしい。

「どしたの、たーくん。もしかして、食べたいものがあるの？」

　先程の憂鬱が噓うそみたいな優しい微笑。穏やかな声といい、いつもの春姉だった。

　とはいえ、強がりで悩みを隠しているということも考えられる。

「なにかさ。悩みとか、あったりする？」

　それを聞いた春姉は、少しだけ驚いた表情になって、それからすぐに笑顔になった。

「あははっ、ないよ。お姉ちゃんは、いつでも元気だからね。でも、心配ありがとう、たーくん」

　そう言ってまた料理に戻ってしまった。パン粉がまぶしてあるコロッケは、油の入った鍋の中に投入され、ジュ～ッと小気味よい音を立て始める。今日の晩ご飯も美お味いしそうだ。料理の手際自体は、いつもと同様に軽快である。

　では悩みがないのだとしたら、最近の溜息は何なのだろう？

　……なんにせよ、料理中に話しかけるのは危ないから、もうここは退散した方がよさそうだ。

　俺は居間に行こうとして、台所を出る。だが、出た瞬間――。

「はぁ……」

　また溜息がひとつ聞こえてきた。耳に残ってしまう深い深い溜息だ。

　春姉には間違いなく大きな悩みがある。

　なんとか、しないと……！







「春姉に悩み？」

　ベッドに座ってパジャマを着こんだ理り恵えが、怪け訝げんな表情を浮かべて、俺に問い返してくる。ノーブラっぽいため、目のやりどころに困った。夜だというのに俺の部屋に呼んだから仕方ないと言えば仕方ないのだけど……。

　理恵の膝の上に座っている夏なつ海みが上う手まい具合に隠してくれているのがありがたい。

　その夏海は時々、眠そうに船を漕いでいる。春姉のことについて相談したいことがあると言ったら、心配そうについてきたけどもう限界そうだ。いつもだったらもう寝てる時間だしな。

「ああ、最近溜息が多いんだよ」

　俺がそう答えると、理恵は眉を顰しかめた。

「少し発想が飛躍しすぎに思うけど……。単純に疲れてるだけかもしれないんじゃないかな？」

　む……。確かに疲れてるという可能性もあるのか。

「それに、あたしが見てる限りじゃいつも通りだよ」

「だけど、ひとりの時に悩んでるかもしれないじゃないか」

「それはそうだけど……」

　どこか納得のいかない表情をする理恵。

　そこで眠そうな夏海が口を挟んだ。

「お姉ちゃんの溜息が増えたのって、いつぐらいー……？」

「二、三日前だったと思うけど」

「夏海が、小こ由ゆ奈なちゃんと、下着買いに行った日と一緒だね」

　この前、四し阿あちゃんと遊びに行ってたけど、あれ、下着買いに行ってたのか。

「それが、何か関係あるのか？」

「くー……」

　そう尋たずねると夏海は寝てしまっていた。夏海は単に思ったことを口にしただけか？　それとも、寝ぼけてただけ？

　夏海が下着を買いに行ったのと、春姉が溜息を吐つき始めるのに、関連性はまったくなさそうだしなぁ。

「もう寝た方がよさそうだね」

　理恵は優しく夏海の頭を撫なでている。

「そうだな。ただ理由はどうあれ、春姉の溜息が多いってのは事実だから、気に留めておいてくれないか？」

「うん、わかった」

　俺の頼みに、理恵は快く頷うなずいてくれた。







　翌日の休日。朝からのバイトを終え、日が傾く少し前に家へ帰ると、珍しいことに春姉のお出迎えがなかった。

「ただいまー」

　反応はない。

　夏海からは四阿ちゃんたちと遊びに行くと聞いてたけど、春姉からは一日中家にいるって聞いてたのにな。

　買い物だろうか？　でも、春姉の靴はあるし……。

　二階で洗濯物でも畳んでるんだろうか。その姿を思い描きながら家の中に入ると、居間のソファーで春姉が昼寝をしていた。

　パンツ丸見えだった。

　仰あお向むけのまま、小さな寝返りを繰り返したのかスカートが捲めくれ上あがっている。

　春姉の綺麗な心を表している純白。中まで透けて見えそうな薄いナイロン。華美にならない程度にレースの刺繡もされたりした魅惑的な下着で、春姉のセンスが垣間見える。ほっそりはしてるけど肉付きのいい腰回りに、ぴったりと張り付いて、そしてすごく似合っていて――。

　って、何をマジマジと見てるんだよ、俺!!

　……いや、春姉や夏海の下着を見るのはこれが初めてというわけではない。風呂場でばったりとか着替え中にばったりといったお約束はノックによって避けられているものの、こういった不意の事故によってちらりと見てしまうことは時々あったりする。学校で強い風が吹いたり、無防備に座っていたりして、偶然見てしまうのと同様だ。

　問題はこのふたりが、俺に見られることに対して、羞しゆう恥ち心しんを持たないことなんだよなぁ。

　さて、このままじゃ風か邪ぜひいちゃうだろうし……。

　二階から毛布を持ってきて、丁寧に春姉にかける。下着も見えなくなって、俺の視界も良好だ。

「すぅー……すぅー……」

　……それにしても、春姉がこうして昼寝とは珍しい。普段から規則正しい生活をしているから、こんな時間に寝るなんて今までになかったんだけど。

　第一、もう午後四時過ぎである。いつもだったら、夕飯の料理を始めている時間のはずだ。

　春姉が昼寝をしてしまう理由。考えられるとしたら、理恵の指摘通り、日々の生活による疲れだろう。

　あるいは、あの溜息はやっぱり悩みによる溜息で、それで寝不足になっているのかもしれない。

　――俺は最近バイトや勉強だけにかまけてなかったか？

　――ちゃんと春姉を見ていたか？

　春姉は深い悩みを抱えてるかもしれないんだ。俺がもっとフォローしてやらなくてどうするんだ。

　取り返しが付かなくなる前に、ちゃんと悩みを聞いておかないと、弟として失格だ！

　差し当たって、今日は久しぶりに俺の方で夕飯を作っておこう。

　少しでも春姉の負担を軽くしておかないとな。







　その日の夜、みんなでの勉強会が終わった後、俺は春姉が風呂から上がるのを、ソファーに座って待っていた。

　そして、新聞を見ながら待っていると薄いグリーンのパジャマを着て、風呂上がりの春姉がやってくる。

「たーくん、出たよー」

　あと、風呂に入るのは俺だけだ。夏海はすでに入浴済みで、今頃はベッドの中で寝ているだろう。

　だけど、その前に春姉から聞き出さなければならないことがある。

「うん、ありがとう。すぐに入るけど、その前にさ。春姉にちょっと話があるんだ」

「わたしに？」

　春姉が俺の隣に座る。髪からほのかに香るシャンプーのいい匂いが鼻孔を刺激した。高校生男子には天国を思わせる香り。平常心を乱すという意味では、毒とも言えた。

　……そんな歯がゆい気持ちを堪こらえて、春姉に質問する。

「春姉さ。最近、疲れてない？」

「ふえ？　もしかして、今日の夕方眠ってたから？」

　春姉は首を傾げながら答えた。

　俺がこくりと頷くのを見て、春姉は申し訳なさそうな顔になる。

「ごめんね。たーくんにご飯の用意までさせちゃって……。お姉ちゃんしっかりしなきゃいけないのに……」

「いや、それはもういいって。それに、いっぱいお礼も言われたしね。だから、申し訳なく思う必要はないよ。春姉は頑張ってる。毎日、掃除や炊事洗濯、全部やってくれてるから、俺たちは毎日元気に過ごせるんだ」

「あ、改めて言われると恥ずかしいね……。でも、ありがとう」

　俺が褒ほめると春姉は困ったように笑った。頰ほおを染めて、照れている。

「本当に心配しないでね。今日は疲れたわけじゃなくて、眠かっただけなの。ちょっと昨日は眠れなくて……」

「眠れなかったって、やっぱり悩みか何か？　それとも、不安とか？　それに伴った不眠症？」

　春姉の言葉を鵜う呑のみにして、すぐに何かがあると短絡的に悩みに直結させてしまうのはどうかと思うけど、それでも心配なのだ。何かあってからでは遅い。できることなら何かが起こる前に解決したかった。

「そ、そんな大げさなものじゃないよ」

　春姉は慌てて返答する。そして、寒そうに自身の腕を抱いた。

「し、心配してくれるのは嬉しいけど、そ、そんな大した問題じゃないし……」

　その言葉に確信する。間違いなく春姉には悩みがある、と。『大した問題じゃない』ということは、小さな問題は存在しているのだ。

「言ってくれれば、解決できるかもしれないよ。俺は春姉のために、力を惜しまない。それに話してくれるだけでも、気が楽になるかもしれないし……」

「……本当に絶対に、力になってくれるの？」

　春姉は、不安そうな表情を向けてくる。

　もちろん、俺は力強く答えた。

「当たり前だよ」

「絶対に、絶対？」

「絶対に、絶対！」

「本当に、本当？」

「本当に、本当！」

「本当に、絶対に、本当に？」

「本当に、絶対に、本当に！」

「本当に、絶対に、絶対に、絶対に、本当に？」

「本当に、絶対に、絶対に、絶対に、本当に！」

「絶対に、本当に、絶対に、絶対に、絶対に、本当に、絶対に、本当？」

「絶対に、本当に、絶対に、絶対に、絶対に、本当に、絶対に、本当！」

　なぜかわからないが、言葉遊びみたいになってきたぞ。

　でも、こちらの本気さが伝わったようで、春姉はすっと表情を弛ゆるめた。

「ありがとう、たーくん。でも、もしかしたら、そろそろ解決できるかもしれないんだ。だから、大丈夫だよ」

「そうなの？」

「うん。あの、わたしのクラスにいる生徒会長の女の人、覚えてる？　あ、今はもう元だね。卯う月づき千ち尋ひろっていうんだけど……」

「うん、覚えてるよ」

　あの、春姉をからかうのが好きそうな人でしょ？　と続けそうになったが、さすがに踏み止まった。

「彼女が、わたしの悩みを解決するために何とかできるかもしれないって言ってくれたから」

「……ならいいんだけど」

　俺じゃなくても解決できるのなら、それに越したことはない。素早い解決が一番だ。

「でも本当に、俺に頼ってくれていいからね？　春姉の頼みだったら、俺にできることはなんでもするから」

「うん。もし、ダメだったらお願いするね。……忘れちゃやだよ？」

　忘れるわけがない。そもそもこの時だけの話ではなく、俺は常に春姉やみんなのために行動するべきなのだから。







　次の日の祝日、部屋のパソコンで『女子高生の悩み』といった単語をネットで検索していると、春姉が扉越しに声をかけてきた。

「ちょっと出かけてくるね。帰りは夕方ぐらいになるから」

　俺はすぐに立ち上がって、部屋の扉を開けに行く。そこには余よ所そ行いきの暖かそうな服に身を包んだ春姉がいた。

「どこ行くの？」

「うーん、千尋が内緒にしちゃうから、どこに行くかわからないんだよね」

　元生徒会長さんとのお出かけか。でも、出かける時はいつも前まえもって教えてくれるのに、今日は突然だったな。

「千尋がとりあえず来なさいっていうから……」

　俺の疑問を悟ったわけでもないだろうが、春姉はそんなことを教えてくれた。そう言えば、さっき家の電話が鳴ってたけど……。

「それじゃ、行ってくるね」

「……うん。行ってらっしゃい」

　俺が送り出すと、春姉は階段を下りていった。

　……さて、どうしようか。

　呼び出した人は元生徒会長さんだし、心配ないとは思うけど……。

　いや、最近の春姉の悩みを見ているとやっぱり心配だ。

　この前、通帳の残高を見た限りでは家計は大丈夫なはず。だけど、春姉は何かに気付いていつか破綻するとか思っちゃったのかもしれない。だから、また俺に気を遣って、内緒でバイトを始めようとしていることも考えられる。

　あるいはすごく精神的に悩んでいて、カウンセリングを受けてるのかもしれないし……。

　俺がそれを止められなかったら……。

　春姉はさらに悩み始めて、それが元で病気になって……。

　その病気から、考えられるのは……。

　死――！

　いかん。やっぱりこのまま放置するのは危険すぎる。翔しよう也やの持つ漫画に出てきた家庭教師的発想の気もしたが、座して待つことはできない。

　何がきっかけで不幸なフラグが立つかはわからないのだ。心配しすぎて悪いということもあるまい。







　……というわけで、不安になった俺は春姉を尾行することにした。春姉を信じてないわけじゃないけど、何か勘違いしてるとか、そういったことも考えられる。

　決してよい行動とは言えないが、それでも確実に春姉の悩みを見極めるにはこれしかない。

「……なんであたしまで、そんなことに誘うかな」

　俺の隣で、理恵が溜息を吐いて呆あきれた。

「俺じゃ入れないところに行かれたら手の打ちようがなくなるからさ」

「……まあ、入れないところに無理矢理入ろうとするよりかはいいけど」

「そこまでの度胸はないよ」

「じゃあ、女子トイレから春姉の悲鳴が聞こえてきたら？」

「そりゃ突入するだろ」

　理恵が、もうひとつ溜息を吐く。あれ、俺なんかおかしなこと言ったかな？

「即答しちゃう辺りがもうね、なんというかね……。行動としては全部間違ってるわけではないんだけど……」

　……え？　もしかして、俺、行き過ぎですか？

　まあ、いいや。とにかく、今は春姉の監視に集中しなければ。

　今春姉がいるところは最寄り駅の切符売り場だ。俺たちは、そこから少し離れた柱の後ろに隠れている。

「あ、来たみたいだよ」

　理恵が指さす方を見み遣やれば、元生徒会長の人が春姉の下へと歩いていた。気安く挨拶したり、体に触れたりして相変わらず仲がよさそうだ。

　ただ、春姉が妙に困った顔になってるのが気になるけど。どんな話をしてるんだ。読唇術でも覚えておけばよかった。帰ったらどうやったら覚えられるのか調べてみよう。

「何か変なことを考えてない？」

　理恵が変な質問をしてくる。

「変なことは考えてないが……」

　そんなおかしなことに頭を巡らせたつもりはないぞ。しかし、理恵は疑いの眼差しを俺に向けたままだ。

　理恵から視線を逸そらして、再び春姉たちに目を向けると、ふたりはすでに歩き始めていた。

「おっと。早く尾行するぞ」

　そう促すと、理恵はまた深々と溜息を吐いた。







　尾行対象のふたりが来たのは、実に俺の入りづらい店だった。

　この空間は俺の目に、多様な輝きを見せている。俺という男の存在を拒む正義の光だ。まるで異世界である。

　ここは白やピンク、黒といった色彩の布が咲き誇った百ひやつ花か繚りよう乱らんのランジェリーショップだった。

「はいはい、もう見ちゃダメね」

　理恵が俺の背後に回って、目隠しをしてくる。何も見えなくなった。わかるのは目と背中に伝わってくる理恵の体温だけだ。

　……これはこれで恥ずかしい気もするんだが。

「もう……」

　理恵もそう思ったのか、すぐに手を離した。理恵の顔を見ると、茹ゆで上あがったタコみたいに赤くなっている。さらに周囲から、ちょっとだけ注目を集めていた。これは恥ずかしい。

「あたしがちゃんと春姉たちを見てるから、移動するまで武たけちゃんは上のメンズフロア行ってて。移動する時に電話するよ」

　まあ、このフロアに男の俺が居づらいことは確かだし……。ここは理恵の言う通りにした方がよさそうだ。

　何着もの下着を持ってこられて困惑する春姉を尻目に、俺はランジェリーショップを後にした。




　　　　　◆




　とりあえず武ちゃんを上の階に追い出したあたしは春姉の監視に戻った。

　……あたし、何やってるんだろう。

　武ちゃんが春姉を心配するのはわかる。でも、だからといってそのために何でもしていいってわけじゃないと思うんだけど……。その辺り、ちゃんとわかってるのかな。

　武ちゃんは、やる時はやってくれるけど、やり方が極端だ。もう少しバランス取ってくれると嬉しいな。

　足を踏み外しそうになったら止めるのも、あたしの役目ってことなのかな、という気もする。

「甘いかなぁ……」

　なんとなく独りごちる。

　ううん。不本意でも、とにかく今は武ちゃんとの約束を守らないと。

　あたしはふたりにバレないように店内に侵入し、春姉たちに接近する。おもむろに周囲を眺めると、高級そうなショーツや可愛らしいブラなど、目移りしそうなほどたくさんの商品が丁寧に陳列デイスプレイされていた。そうと思い込んでいた品も、値札を見ればそこまで高くない。近場にこんないい店があったなんて。今度は友だちを誘って、買いに来てみようかな。

「春海。あんた、アンダー……センチちょいで、トップが……ぐらいだったわよね。だったら、とりあえずこれじゃない？」

　春姉のお友だち――武ちゃん曰く、うちの学校の元生徒会長で名前は卯月千尋――が春姉に何かをアドバイスしていた。話からして、ブラのサイズのことだよね。数値はよく聞き取れなかったけど……。

　元生徒会長さんはピンクのブラジャーを春姉に見せている。あれは、サイズ的にはＢかな……。控えめなレースがワンポイントの上品なハーフカップブラだった。しかも、あれって……。

「ちょっとわたしには大きくない？」

　春姉が不安げに尋ねるが、元生徒会長さんは「ノンノン」と指を振る。

「カッティングが完璧だから、胸が脇に膨ふくらまないのよ、これ。あんたちっさいけど、肉付きはいいし柔らかいし、Ｂに見せるのは楽勝ね。上手く整えてやれば、Ｃに見えるかもよ」

「そ、そこまで……？」

　春姉が驚愕の表情で差し出されたブラを眺めている。

　やっぱり、あれ、寄せて上げるブラだ。脇や背中から余った部分を寄せて、胸を大きく見せる、テクニカルなブラ。

「カップの脇がスポンジだから、それがワイヤーの代わりになるってわけ。ワイヤーが苦手なあんたでも自然につけることができるわよ」

「ホントに？　あ、ホントにスポンジだ」

　ブラジャーを丹念に触りながら、春姉は感心していた。あたしもワイヤーはちょっと苦手なので参考になる。……ちょっとふたりに混ざりたくなってきた。

「それじゃ、ちょっと試着してみる？」

「う、うん……。してみる」

「じゃ、もう少し大きめのやつも試着してみますかね。確かそこにもう一着……」

　春姉は元生徒会長さんに促されて試着室に入っていった。あたしも適当なブラを摑つかんで、隣の試着室に入る。

　壁越しに楽しそうな声が届いた。

「ちょ、ちょっと千尋！　どこ触ってるの！」

「相変わらず小さくて感度いいわねぇ。ついつい苛いじめたくなっちゃう」

「別にブラぐらい、わたしひとりで試着できるから！」

「寄せて上げるのは初体験でしょ？　結構、難しいのよ、これ。寄せるだけなら簡単だけど、ちゃんと調整しないと左右で大きさ変わっちゃうし。変な形になったままになるのもいやでしょ？」

「そ、そうなの？」

「それにちゃんとやれば、その形を保つことができるから、結果的に大きくなるってわけ」

「あ、う……」

「ほら、正しいやり方でつけるから腕上げなさいって」

「うー……」

　本当に参考になるなぁ。寄せて上げるブラって、確かに難しいんだよね。

　あたしもそこまで大きい方じゃないし、やっぱりもっと寄せて上げてみたい。

　大きすぎるのも考えものだけど、やっぱり小さすぎるのも悔しいし……。

　咲さきちゃん、確か八五センチになったって言ってたしなぁ。ブラのサイズもアンダー六五センチのまま、ＤからＥになったって言ってたし……。

　あたしは八一センチでＣのまま据え置きだし、もう少し大きくしたい。武ちゃん、どのぐらいの大きさが好きなんだろ。

　武ちゃんは、その辺りあんまり気にしないかもしれないけど、揉もみ心地ごこちがいい方がやっぱり嬉しいよね……。

　ふと自分で、胸を触る。

　自分の掌てのひらにすっぽり収まるぐらいでちょうどいい、とはちょっと言えない。そこまで大きくはないけど、ぺったんこというわけでもない。

　せめて、もう二センチぐらいトップが欲しい……。

「うううぅぅぅ―――――……」

　隣から春姉の呻うめき声ごえ――というか、何かを我慢している声が聞こえてくる。

「もうちょっと我慢して。……っと、ほらできた。どうよ？」

「わ、すごい……。わたしに谷間ができてる……」

「きつかったりする？」

「ううん。そこまできつくないかな。普段と同じ感じだよ。なんか、背筋を伸ばさなきゃいけないみたい」

　見てみたい……。春姉の胸はどう変貌したんだろう。

　でも、何となく予想はついてたけど、春姉の悩みってやっぱり……。

　あたしはこれ以上の盗み聞きに、いたたまれなくなって試着室を出る。

　これはあたしたちぐらいの歳の女子だったら、誰でも密かに持つ悩みだ。

　武ちゃんには、言わないでおこう……。




　　　　　◆




　理恵に、エントランスまで戻ってきてと言われたので、俺はそこに向かう。遅れてやってきた理恵から話を聞くと、春姉は単に下着を探しに来ただけということだ。

「だからこれ以上、尾行したりするのもよくないと思うよ」

　そう言い残して、理恵は去ってしまった。これから買い物をして帰るらしい。

　……理恵がそう言うなら、俺ももう尾行をやめた方がいいな。元々、後ろめたいことをしてるのだ。最後に、次の目的地まで確認したら帰ろう。

　春姉たちが次に向かったのはオープンテラスのある喫茶店だ。もっとも冬場は寒いので外の利用客は少ない。

　春姉たちは中に座った。俺は外、春姉たちからは見えないところに陣取って、ガラス越しに春姉たちを見遣る。

　春姉と元生徒会長はチラシを見ながら、談笑していた。春姉は困った笑顔を浮かべたりしているが楽しそうだ。

　それを見て、気が抜けてしまった。

　さすがに心配をしすぎていたのかもしれない。思えば、そこまで深刻な顔をしてたわけじゃなかった気もする。

　少しだけ憂鬱そうだったけど、あれは少し疲れていただけだったのだ。

　だとしたら、俺がやるべきはこんな尾行ではなく、春姉の家事を手伝うことだろう。

　そうと決まれば、もうここに用はない。早く帰って、家の掃除でもしておこう。

　そう考えて、俺はその場から離れようとした。

「君。ちょっと……」

　横からかかる野太い声。そちらを見ると、そこには――警官がいた。

「……お疲れ様です」

　俺がそう言って、警官の横を通り過ぎようとすると、警官は横に移動して俺の前に立ち塞がった。

「……なんでしょう？」

「どこを見てたのかな。ちょっと、荷物見せてもらえる？」

　……職質だった。







　交番まで連れて行かれそうになって抵抗していた俺は、その後、理恵に助けられた。

　理恵はあの後、ひとりで買い物をしていたらしい。その帰りに偶然、警官に職務質問を受けている俺を見つけたということだ。

　理恵の受け答えは丁寧で礼儀正しく、俺はあっさりと解放された。理恵の真しん摯しな態度が信用されたらしい。

　お巡りさんから解放された俺に、理恵はジト目を向けてきた。

「……だから言ったでしょ？」

「面目次第もございません……」

　理恵に謝るのも何度目だろうか。もう謝ることしかできない。

　一緒に家に帰って別れる間際、次はないかもよ？　と言われてしまった。気をつけます……。事実、警官が職務質問をしてきた理由は、『ストーカーっぽかったから』だったしな。俺じゃ、言い訳もできない。

　反省しながら家に入ると、春姉はいなかった。一応、喫茶店から出て行くのは職務質問中に確認できたので、まだ元生徒会長さんと一緒にいるのかな……。

　そう思っていたら台所にかけてあるはずのエコバッグがなくなっていた。これはつまり一度は帰ってきて、エコバッグを手に買い物に出かけたということだろう。

　春姉の家事の負担を減らすはずが、いきなりそれができなくなってしまった。買い物ぐらい、俺が行けたはずだったのに……。

　いや、できることはまだある。掃除だ。掃除をしよう。

　居間に行って、整頓から始めようか、テーブルに目を向けた時――。

　そこに何かが置いてあることに気付いた。

　チラシ、かと思ったら、どうもプリントアウトした紙のようだ。

　何気なくそれを一いち瞥べつする。




　如きさ月らぎ神社。

　おっぱいの神様である乳ちち神がみ様さまを祀まつっております。

　そこは、そのお力をお借りして、女性のおっぱいを大きくできるという豊ほう胸きよう神社なのです。




　目眩めまいがした。

「どこの怪しい新興宗教じゃあっ！」

　思わず、絶ぜつ叫きよう。

　最初の数行でこれだ。すでに読み進めるのが怖くてしょうがない。

　しかし、我慢してさらに読み進めた。

　そこに書かれていたものを列挙すると、




・胸を大きくできる手を持つ男がいる。

・その場で大きくなる。

・副作用はない。




　だいたい、そんな感じのことが書かれていた。さらに、下には女性たちの体験談が記載されている。そこにはあたかも、小さい胸が大きくなったような写真も載っていた。……胸の写った写真を見るのが気恥ずかしくなって思わず目を逸らす。

　胸が揉んで大きくなる。それは、まだ医学的に証明されたわけじゃないはずだ。

『揉むことで女性ホルモンが分泌し、大きくなる』とか、『乳腺を直接刺激することで肉がつきやすくなる』とか、色々と言われているが未いまだはっきりとした根拠は存在していない。『揉むことで脂肪が分解され、小さくなってしまう』こともあるという。……全部、翔也からの受け売りだけど。

　まあ、揉んで大きくなるのは百歩譲ってありでもいい。

　だが、ここで一番の問題となるのは、文章中に書いてある『その場で大きくなる』だ。

　これが怪しさを全開にしている。というか、すべてを破壊していた。この時点で、信じさせる気があるとは思えない。

　何にせよ、これはネタにしかならない代物だろう。

　……いや、待てよ、俺。ネタと断定するには、早いだろう。もっと頭を働かせろ。これは、フェアリーテールシステムを投影した何者かの異能であることも考慮に入れた方がいい。

　………いやいや、それだけじゃない。世の中にはまだまだわかっていないことが多すぎる。人間の脳は三〇パーセントしか使われていないというし、何か密かにそういう超能力があってもおかしくないんじゃないか？

　…………いやいやいや、待て、俺。そうであったとしても、この内容じゃ困る。せめて揉むのが女の人だったら……。

　どっちにしても認められないわけだし、とりあえずこのチラシは捨てておこう、と思ったけど……。

　これ、誰がここに置いたんだ？

　……って、もうひとりしか考えられないよなぁ。

「ただいまー」

　その時、春姉が帰ってきた。どさりとエコバッグを置く音が玄関の方から聞こえてくる。

　俺はすぐさま手に持った紙を裏にして、テーブルの上に元通り置いた。そして、すぐに春姉の下に向かう。

「おかえり、春姉。手伝うよ」

「ありがと、たーくん」

　エコバッグを持って、キッチンへと行く。

　で、その途中――。

「あっ！」

　春姉が何かに気付いたのか、驚きの声をあげた。居間の中を見て、視線を彷徨さまよわせている。

「……春姉、どうかした？」

「ううん。なんでもないよー。なんでも」

　なんでもあった。表情がわかりやすすぎなんですが……。

「ほらほらー。早く冷蔵庫に買ってきたもの入れないと」

「ちょ、まっ！　押さないで！」

　そこにある何かを見せたくないのか、春姉は俺を押して居間から遠ざける。

　春姉に背中を押されたまま、キッチンに到着すると、

「ちょっとごめんね。すぐ戻るから」

　と謝りながら春姉はそこから出て行った。しかし、一〇秒もしないうちに戻ってくる。

　そして、冷蔵庫に材料をすべて入れ終えた後、俺が居間を覗くとあの紙はなくなっていた。

　予想はついたが……。

　やっぱり、あの紙は春姉が持ってきたものなのだろう。

　何のためか。

　そんなこと、考えるのも野や暮ぼだった。







　ゲーム中で、さんざん言われていることではあるが。

　数値で見ると、確かに春姉の胸は他のみんなに比べると小さい。

　だからといって魅力が損なわれるとかそういうこともないのだが、春姉はとにかく胸が小さいことがコンプレックスとなっていた。これは現実に出てきても変わらないらしい。

　均整の取れたスタイルだと思うんだけどな。

　そもそも、ゲームキャラにおける貧乳というのは、実はそうでもないことが多い。

　以前、翔也が俺の部屋で語った話を思い出す――。




「バストサイズが七七から七九だと、大体作中で貧乳キャラとされてるけど、実はそうでもないんだよな」

「そうなのか？　でもそのぐらいだと実際、小さい方だと思うけど……」

「違うな。間違っているぞ、武たけ紀のり！　重要なのは、トップとアンダーの差だ。おっぱいの下の部分、膨らみがなくなった胴と同じ部分の胸囲がアンダーで、スリーサイズで表記されるバストサイズがトップなわけだ。で、ブラのカップサイズはトップとアンダーの差から割り出される。一〇センチ以下がＡカップで、二・五センチ少なくなると、ＡＡカップ。さらに二・五センチ縮まるとＡＡＡカップだ。ちなみに、二・五センチ刻みでカップサイズは変わるから、一〇センチから増えて一二・五センチになるとＢカップだな」

「……そうなのか」

「そうなんだよ。例えばこの雑誌に載ったキャラクターを見ろ。身長一五七センチ、バストサイズ七九センチ、ウエスト五三センチ。……さて、お前はどう見る」

「『Ａカップで悪かったわねっ』って台詞せりふがあるから貧乳に見えるけど、話の流れからすると違う？」

「そうだ。胴体が極端に太くない限りは、このキャラクターのアンダーは計算で約六二センチ。つまりトップとアンダーの差は約一七センチだ。カップサイズは、大体Ｄサイズが算出される」

「Ｄカップか。巨乳、だな」

「その通り。世の中には、わりあい似え非せ貧乳や自称貧乳が多い。さすがに貧乳はステータスだと言った女の子はＡカップだったけどな」

「なるほど……。というか、お前、詳しすぎだろ」

「詳しいのは当たり前だ。貧乳好きの僕としては、どうしてもそんな設定詐さ称しようが許せない。身長一五七センチ、ウエスト五七センチのキャラが貧乳を名乗るとすれば、七一センチ以下になることで初めて条件はクリアされる！　最低でも七六センチ以下だぁっ!!」




　……まあ、翔也の貧乳好きはともかくとして。

　バストサイズの計算をすると、実は春姉の推定カップサイズはＢになったりする。と言っても、作中でカップサイズそのものは明らかにされないし、現実でカップサイズを聞いたこともないから、真相は不明だが……。

　しかし、あまり気にするほどのものでもない。……と思うのだが、それは俺の考えであって、春姉は気にしてしまうわけだ。

　そして、その気にする度合いというものが、春姉は結構強い。ゲーム中でも、病的になる時があるほどだ。

　そんなわけであの紙、豊胸の神云々の内容を春姉は信じてしまっている気がする。

　それは、ちょっといただけない。

　いや。

　絶対にいただけない。

　仮に――。

　仮に、だ。

　あの紙の内容が、すべて真実だったとしよう。

　でも、それは、要するに……。

『他の男に胸を揉ませる』

　と、いうわけだろう？

　許されていいのか？　いや、いいわけがない。

　春姉の胸は俺のものだ、なんて変態じみた独占欲を持っているつもりはないが、それでもやはり納得できないものがある。

　春姉が本当に望んだ人が揉むべきであり、たとえ神であろうとそこを侵犯するのは許されない。

　断固阻止する必要があった。







　しかし、どうすればいいものか。面と向かって聞くのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　そんなふうに悩んだまま、次の日。

　春姉が電話口に向かって何かを喋っていた。どこに電話してるんだろう。

「あの、如月神社の方でしょうか？　あの、ですね……」

「ストーップ!!」

『如月神社』という単語が聞こえた時点で、俺の体は反射的に動いていた。事態は切迫していたらしい。

　隙すきを衝ついて春姉から受話器を奪い、受話器を電話機に叩きつけた。

　春姉は、驚愕した顔で俺を見つめている。

「た、たーくん？　何するの？」

「春姉。冷静になってくれ。あのチラシはあまりにも怪しすぎるから！」

　俺がそう言うと、春姉は目を見開いた。

「……見たの？」

　少しだけ俺を咎とがめる拗すねた視線。

　だけど、怯ひるむわけにはいかない。

「見た！　でも、あんなのに頼らないでくれよ！　きっと、詐さ欺ぎだよ！　ありえないって！」

「だけど、ちゃんと紙にも書いてあったでしょ？　体験談が……」

「書いてあったよ。『私は胸がこんなに大きくなりました。乳神さまのおかげですね。もう病みつきです』とか！　けど、そんなのどう考えたって勧誘の常じよう套とう手段じゃないか！」

「それに、ビフォーアフターもあったでしょ？」

「あったけど、顔が載ってないんだから信じちゃダメだって！」

「あー！　あの写真の胸見たんだね！　たーくんてばもう、え、え、え、え、えっち！　えっち！　もう、えっちなんだから！」

　もう、春姉も俺も言いたい放題で、会話は大混乱の様相を呈してきた。

　お互い、深呼吸をして、落ち着く。

　そして、居間のソファーに座ってしばらく無言でいた。

　おもむろに尋ねる。

「……そんなに、大きくしたいの？」

　さすがに直球すぎる気がしたが、他に訊きようがない。どれだけオブラートに包もうと、最後にはここに行き着いてしまうのだから。

　春姉は、顔を伏せたままこくりと頷く。

「……気にしなくてもいいんじゃないかな？」

　恐る恐るそんなことを声に出すと、春姉は怒っているとも寂しいとも言える、判別のしづらい顔になった。

「気にするよ……」

　そして、疲労感たっぷりに呟つぶやく。まるで子育てに限界を感じている主婦のようだ。

「平均に六・三二センチも足りない……」

　そんな事細かに言われると、改めて執着の強さを感じる。

「数値だと本当は、七六なの。正確には七六・八。色々と苦心して誤ご魔ま化かして、四捨五入してようやく七八……」

　声が悲痛すぎて、胸のことを語っているとは思えない。自殺間際の人だと言われたら、何人かは信じてしまいそうだ。

　……というか、春姉のバストサイズ、公式設定よりも小さくなってるのはどういうわけだろう。春姉が貧乳キャラを自称していたから、現実的な補正でもかかったのか？　カップサイズも明白になってないから、その設定の隙間を埋められた？

　しかし、春姉のカップサイズがＡというのは事実らしい。

「い、一センチとちょっとぐらい誤差なんじゃないの？」

　そう慰めると、春姉が鋭い目つきで俺を睨む。

「重要だよ！　夏海ちゃんのバストサイズは七六なんだよ？　身長はわたしよりも二〇センチも低くて可愛いのに、バストはわたしとちょっとしか変わらないんだよ？　しかも、まだまだ成長途上だし！　これは、恐怖以外の何ものでもないの！　しかも、夏海ちゃん、最近ブラのサイズ変わったって……」

　……夏海は体がああでも、結構大きい方に入るのか。確かに、計算するとカップサイズは大きいな。そこまで意識してなかったけど。

　そう言えば、夏海は下着を買いに行ってから春姉の溜息が増えたと言っていたっけ。もしかして、理由はこういうことか？

「姉より胸が大きい妹なんて、いちゃいけないの……」

　誰に教わったんだ、そんな台詞。春姉は少しずつ現実に毒され始めてる気がするな……。よくない傾向だ。

「まあ、その気持ちは理解したけど。あのチラシはどこから……？」

「千尋にもらったんだけど……」

　……なぜか、机を叩いて大爆笑しているあの人の姿が目に浮かんだ。人の悩みに付け込んでなんてことを！

　なんにせよ、今は春姉の暴走を止めるのが先決だ。

「えっとさ。春姉。少し冷静になって考えようよ。胸がすぐに大きくなるなんてありえないと思わない？」

「うん……。……でもね。伊い藤とうさんの『魂たましいを斬きる』だっけ？　そういう超能力みたいなものがあったりするわけだし。そういうのがあってもおかしくないんじゃないかな？」

　それを言われると弱い。胸を揉んで大きくするというキャラも創作世界を探せば、数人はいそうだしな。

「でも、俺は春姉の胸を他の男に揉ませるなんて……嫌だ」

　俺がそう言うと、春姉はぽっと頰を赤らめた。

　そして、名案を思いついたのか、得意そうな顔をする。

「……じゃあ、たーくんがわたしの胸、揉めばいいんだよ」

「………………………………………………………………………………………………え？」

「……揉んでくれる？」

「どういうこと？」

「ほら、よく言うでしょ？　ただ単に揉んでもらうだけじゃダメだけど、好きな人に揉んでもらえれば、胸が大きくなるって」

　何気なく告白をされたようで気恥ずかしい。しかし、言っていることはとんでもないぞ？

「でも、それは迷信で……」

「迷信だけじゃ片付けられない何かがあると思うんだよ、お姉ちゃんは。揉んだら大きくなるって医学的に証明されたわけじゃないけど、揉んでも大きくならないっていうのも、証明されてないよね……？」

「でも、さすがに、胸を揉むのはちょっと……」

　俺が断ろうとすると、春姉はすぐに悲しそうな表情に変わった。

「小さいからダメなんだ……」

「ち、違うよ！　そんなんじゃないって！」

「揉んでもきっと楽しくないもんね……」

「違うってば！」

「……じゃあ」

「それとこれとは話が違う！」

　すると春姉は、今度は口を尖らせて拗ね始める。

「噓つき」

「え‥…!?」

「たーくんはお姉ちゃんのために、力になってくれるって言ってくれたよ？」

「そ、それは……っ！」

「絶対に、本当に、絶対に、絶対に、絶対に、本当に、絶対に、本当って言ったら、ちゃんと答えてくれたよね？」

　間違わずに言ったけど！

「……わたしもたーくんに揉んでもらってダメだったら諦める。でも、何もしないで諦めたくない……。牛乳だって毎日飲んでるし、バストアップ体操だって……」

　あまりにも涙ぐましい努力だ。春姉の顔がまともに見られない。

　春姉は本気だ。

　あらゆる可能性を模索して、胸を大きくしようとしている。

　ならば。

　俺も、その本気に応える必要がある、気がした。

　少しでも、春姉の気持ちを軽くしたい。

「わかったよ……」

　だから、そう答えるしかなかった。







　そして、なぜか俺の部屋でやることになった。

　カーテンは閉まっている。部屋の中は、カーテンから漏れた光が僅わずかに差し込む程度の明るさしかない。

　ベッドの縁に俺が座って、

「それじゃ、失礼します……」

　その膝の上に春姉が座る。首筋と髪から清涼感のある――シトラスの香りがする。さらに太ももから上にかけて、春姉の体温が服越しに伝わってくることで、少しずつ鼓動が高まってきた。本能への刺激が半端ではない。

「後ろからの方がいいよね？」

「それはまあ……」

　前からでは胸が見えてしまいそうだし……。

「わたしも、その、そういう時にあんまり顔見られたくないから……」

　後ろからでも真っ赤になっていることがわかるぐらい、消え入りそうな声だった。そんな何気ないことが、鉋かんなとなって理性を少しずつ削り取っていく。

「う、うん。ちゃんと、やさしくするから……」

　なんだか少し誤解を招きそうな発言だった気がするが、間違ってはいないはずだ。

「下着……外してきた、から……。服の、中に……」

　いよいよだ。興奮してきた。

　……いや、待て。勘かん違ちがいするな、俺。

　これは春姉の胸を大きくするために必要なことであって、いわば神聖な儀式。おっぱいという神を崇あがめ奉たてまつる神事なのだ。

　不純な想いを抱くことなかれ。

　春姉の体を抱きしめると、春姉が息を呑のんだのがわかった。必死に理性を保ちながら、服の中に手を入れていく。春姉のなめらかなお腹に手が触れた。

「あっ……」

　くすぐったそうにして、だけど堪える春姉。

　その声と仕草に、どこまで自分の本能を抑えられるかわからなくなってきた。

　急せかされるように、思い切って手を上げる。

「――――っ！」

　春姉の体が、びくりと小さく震えた。

　そこは今までとは明らかに異なる触感。思っていた以上に膨らみだってある。触ってるだけだというのに、その柔らかさは言葉では喩たとえられない！

　以前、春姉の制服越しにまさぐったことはあったけど、あの時と違って俺の手と春姉の胸の間には何も遮さえぎるものがない。ちなみに最初提案したタオル越し、せめてサランラップ越しでという意見は、「きっと直じかでこそ、意味があるんだよ」という春姉の理論によって却下されている。

　直！　その事実に、息遣いが荒くなった。

「たーくん……、お願い……」

　哀願する声。俺は春姉の言こと霊だまに導かれ、手の内にあるモノを優しく包み込んだ。













　柔らかい。小さいなんてまったく思わない。その手触りは、まさに神の作りたもうた芸術を思わせる。

「やっ……！」

　春姉が拒絶の声をあげる。しかし、俺の腕を外そうとするそぶりはまったく見せない。

　不安になって握ったまま固まっていると、

「そのまま……、いいよ……。たーくん……」

　その言葉に俺の理性の防壁は、また一枚破壊された。

　もう一度、胸を、揉む。

「あぅんっ……！」

　春姉の驚く声が届いた。だけど、止まらない。もう止まらない。

　二度。三度。四度……。胸の周りにある柔らかい部分を集めて、広く揉んだ。決して、大きいわけではない。だけど、飽きない。

　少しずつ、春姉の息が荒くなる。春姉はそれを外に漏らしたくないのか、手で口を押さえた。

「んんっ……！　やっ……。ん――っ……！」

　その扇せん情じよう的てきな呻き声は、俺の最後の理性を破壊しにかかる。理性がすべてなくなったが最後、もう止まれなくなりそうだった。

　やっぱり、すごく、悪いことをしているようで……。

　もうやめた方がいいんじゃ――。

「ちょっと武ちゃん。こんな時間からカーテン閉めてどう、し……た、の……」

　肝が冷えた。

　光速で振り返る。

　そこにはカーテンをたくし上げたまま、窓から入ってこようとする理恵がいた。目を白黒させている。屋根伝いにこちらへ来たらしい。

　春姉は俺の膝の上。

　俺の手は春姉の服の中。

「………………何してるのかな？」

　言い訳はできなかったと思う。







「なるほど。春姉の胸を大きくするため、と……」

　俺の部屋で、理恵、春姉、俺の三人が正座をしている。あれから一連の流れを教えたら、いつの間にかこんな構図となっていた。

「あ、あのね。理恵ちゃん。わたしが無理矢理に……」

「ごめん、春姉。そこはちゃんとわかってるから」

　事情をわかってもらおうとする春姉を理恵が制止する。それから、鋭い視線で俺を射貫いた。

「武ちゃん。あたし、前に言ったよね？　覚えてる？」

「……女の子の胸というのは尊とうとい、です」

「うん。春姉の悩みももっともだし、武ちゃんがそれを助けようとするのもわかる。でも、順番を守らなきゃいけないと思うんだ。結論が早いんだよ」

「ど、どういう意味でしょう……」

「胸を大きくする意味でも、え、え、え、え、えっちなことをする意味でも、その段階じゃないってこと」

　途中、すごく口籠もりながら、一生懸命説明する。

「でも、胸を大きくするのに、色々試したよ……。牛乳も体操も、キャベツも鶏肉も、ざくろとか……」

　春姉がしょんぼりと口を挟んだ。よく知られているらしい牛乳やバストアップ体操はともかく、キャベツとか鶏肉で大きくなるの？

「じゃあ、豆乳は試した？」

「豆乳？」

　理恵の質問に、春姉は首を傾げる。

「そこに可能性はあるみたいなんだよね。ただ――」

「買ってくる！」

　春姉は立ち上がり、即座に部屋を出て行ってしまった。止める間もない。

「行っちゃった……」

　理恵は困った表情を浮かべる。

　気になったので訊いてみた。

「本当に豆乳で大きくなるの？」

「大豆にイソフラボンっていうのがあって、それが女性ホルモンと似てて……。一応、可能性はある、けど……。やっぱり、先天的な遺伝があるから、絶対じゃなくて……。効果が出る人と出ない人が……」

「そうなのか……」

「わたしも試してるけど、効果は――あ」

　理恵は失言をしてしまったと言わんばかりの顔。試していることがバレたからだろうか。それとも、やっぱり理恵も大きくしたいと思ってることがバレたからだろうか。

「なんにせよ、武ちゃん。まだ試せることはあったでしょ？」

「はい……」

「相手のことを考えてる、っていうのは伝わるけど、もうちょっと冷静になってくれるとあたしは嬉しいかな」

　まったくもってその通りだ。春姉と約束したとはいえ、やれることはまだあったんだ。胸を揉むという結論に至るのは、短絡的に過ぎる。

　もっと、頼りがいのある男にならないと……。

「…………ああ、わかった。頑張る」

　みんなを悲しませないために。みんなを幸せにするために。

　最善の選択肢を取るように。

　間違った選択をしても、その選択がよかったと後々に言えるように。

「努力するよ。もっと、もっと……」

「……でも、あんまり気負わないでね」

　釘を刺された。確かに、もう少し肩の力を抜いた方がいいのかもしれないな。

　そして、落ち着いたところで理恵がぼそっと尋ねてきた。

「……ところで、武ちゃんは大きい方が好きなの？」

　だから、そういうことは口に出して言えないってば。







　ちなみにその日から、春姉は豆乳を摂せつ取しゆし始めた。

　一応、「効果がでるかどうかわからない」とは伝えたが、

「可能性は全部試したいからね」

　とのことだ。

　理恵もそうだったけど、やっぱり少しでも大きくしたいんだなぁ。

「ダメだったら、また揉んでね？」

「……え、と。その、ですね」

　そんなことを言われても困る。俺の方でも別の手段を探しておかないと、胸を揉むことになってしまう。

「あと大きくなったら、違いを感じてほしいな」

　そんなことを、イタズラっぽく頼んでくる春姉。

　……どっちにしろ、また揉まなくちゃいけないじゃないか。

　でも、今はいいか。春姉も楽しそうだし。

　しかし……。

　口には出せないけど、こう――春姉の胸の柔らかさは、あまりにも危険だった。揉み心地は未だに手の中に残っている。

　この手の感触は、しばらく消えそうになかった。
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　パジャマに着替え終わった三人は、布団の中で身を寄せ合っていた。

「どう思う!?　女の子のむむ、む、むむむ、む、胸を……！」

　理り恵えは顔を真っ赤にしながら、武たけ紀のりの痴ち態たいを非難する。

　それに対して、咲さきは少しだけ苦笑いした。

「武紀くんらしいというか……。でも、理恵ちゃんも何気にお堅いね」

「そ、そうかな？　でもやっぱり、簡単に揉もんでいいものじゃないと思うんだけど」

「遊び半分で揉まれるのは嫌だけど、そういう事情ならやっぱり仕方ないかなって思うよっ！」

「そっかぁ……。じゃあ、伊い藤とうさんは？」

　咲からは同意を得られないと思ったのか、理恵は質問先をゆうきに変える。ゆうきは、とても嫌そうに顰しかめっ面つらをした。

「……ボクに話を振られても困る。誰かに揉まれるなんて想像もしたくないしな」

「そうなの？」

「ああ」

　そこへ、咲がゆうきの胸を凝視しながら口を挟む。

「そんなに大きいのにっ？」

「……大きさは関係ないだろう。そもそも胸なんて重いだけでなんの得もない」

「そっかー……」

　咲は、いまいち納得してない表情を浮かべたが、それ以上の追及をしなかった。

　すると、今度は理恵が恨めしそうな目で、ゆうきの胸に視線を注ぐ。

「それは持っている人の発想だなぁ……」

「ちょうどいいぐらいの方がいいと思うけどね」

「ちょうどいいって……どれぐらい？」

「掌てのひらに収まるぐらいがちょうどいいというのが、大半の意見だと思う」

　理恵は、「そう、なのかなぁ……」と疑わしげだ。

「収まるぐらいだよっ。ほらほらっ！」

「きゃあっ！　さ、咲ちゃんっ！　や、や、や……！」

　隙すきを狙って、咲が背後から理恵の胸をパジャマの上から揉んでいた。理恵は身を捩よじって逃げようとするが、咲は放そうとしない。今も理恵の胸を弄んでいる。

「理恵ちゃんの方が、揉んでて絶対に飽きなさそうっ」

「はぅはぅ……。咲ちゃん、放してー！」

「よいではないかっ！」

　ふたりは、きゃあきゃあはしゃぎ始めてしまう。咲はとても楽しそうだが、理恵は恥ずかしいのか、顔が真っ赤だ。

「……静かにな。壁は薄いぞ」

　ゆうきがそう忠告するとふたりはピタリと止まった。咲は壁に向かって、申し訳なさそうに「うるさくしてごめんなさい」と小さな声で謝る。その声の大きさでは聞こえないというのに、妙に律りち儀ぎだった。

「しかし、春はる海みさんの胸を揉むとは。そこまではできないヘタレだと思ってたが」

　ゆうきが変なところに感心していた。

「いやいや、それが伊藤さん。それだけじゃないんだよねっ」

　よほど語りたいのか、咲はとても楽しそうな表情である。

「……それ、どういうこと、咲ちゃん？　武ちゃん、何しちゃったの？」

　聞き捨てならないとばかりに、理恵は眼光を鋭くした。

「この前、夏なつちゃんから、こんな話聞いたんだっ」
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　一二月が近い冬の夜。その日、夏なつ海みは珍しく夜更かしをしていた。

　時間は午後九時過ぎ。いつもならそろそろ寝る準備を始めるはずなのだが、今日の妹は居間のソファーに座って、テレビをぼんやりと眺めている。特徴的なツインテールがソファーに垂れていた。

「夏海、まだ寝ないのか？」

「うん。これから映画見るの」

「映画か。今日はどんなのやってるんだ？」

　俺がテーブルに置いてあった新聞を持つと、夏海は立ち上がってそれを横から覗き込んでくる。接触に躊ちゆう躇ちよがない。女の子特有の生々しくも甘い匂いがほのかに鼻孔をくすぐった。

　よくあることではあるものの、こういうのを不意にやってくるのはできればやめてほしい。じゃれついてくるのは問題ないし、嬉しいのだけど、こちらにも心の準備があるわけで……。毎回毎回、体の中の何かを持てあましてしまいそうになっている。

　俺のモヤモヤした心を余よ所そに、夏海は新聞のある箇所を指した。テレビの番組名は『洋画映画館』。毎週土曜の夜に、昔の映画を放映する番組だ。

「これこれ。『ハンガーヒルの恋人』。昔の恋人が戻ってくるところから始まるラブストーリーなんだって。小こ由ゆ奈なちゃんに教えてもらったんだ」

「四し阿あちゃんが？」

　あの子、こういう情報よく調べてるよな。夏海の好みはしっかりと把握しているらしい。

　この映画は、三年ぐらい前にアメリカから配給され、日本全国の映画館で上映されてたものだ。確か全米動員数第一位みたいなキャッチコピーがあったと思う。

　ただ上映後、出来とは別のことで話題になったはずなんだけど……。なんだったっけ？　従妹いとこの麻ま衣いが見に行ったと思ったら、怒り心頭で帰ってきて、二時間ぐらい愚ぐ痴ちに付き合わされたのを覚えている。

　あれ？　でも、それってこの映画だったっけ？

　少し脳内を探るものの、思い出すことができない。

「お風呂出たよー」

　風呂から上がってきた寝間着姿の春はる姉ねえが居間に顔を出した。ほんのりと石せつ鹼けんの香りが漂ってくる。こちらはこちらで、とてもふんわりとして甘い。

　姉妹との三人暮らしでは、何気ないことでも俺の本能が刺激される。油断していると、すぐに顔が赤くなったり、血が特定の部位に集中したりしてしまう。だから、常に理性を張り巡らせないといけないのだ。

「夏海ちゃんも、今のうちにお風呂入ったら？」

　春姉が風呂を促すと、夏海はふるふると首を振った。

「うー。映画、もう始まっちゃう……」

「そう？　映画が終わったらちゃんと入るんだよー」

「はーい」

「それじゃ、わたしはもう寝るね」

　春姉はいつも寝るのが日が変わる頃のはずなのに、今日は随分と早かった。

「こんなに早いのは珍しいね」

「明日は朝から町内会のお手伝いがあるから」

　そう言えば回覧板でそんな案内が来てたっけ。俺がやろうかって言ったら、「ご近所さんとのお付き合いはわたしがやるの」と春姉が譲らなかったんだっけ。

「たーくん、夏海ちゃん、おやすみなさーい」

　俺と夏海がそれぞれ「おやすみなさい」と春姉に挨拶を返すと、春姉は満足そうに自身の部屋がある二階へと上っていった。

「お兄ちゃんも一緒に見よ」

　夏海は俺の袖をくいくい引っ張ってソファーの隣に座るのを促してくる。すでに、テレビの方では『洋画映画館』の放送が始まっていた。

「……俺、勉強しようと思ってたんだけど」

「えー。たまには息抜きもいいと思うよー」

「でもなぁ」

「気分転換だよ、気分転換ー」

　珍しいな。夏海がここまで粘り強く誘ってくるのは……。

「どうしたんだ？　いつもは、そんなに引き留めないのに」

「……えっと、ね。うん。たまには、お兄ちゃんと一緒に見たいからだよ」

　そう言って、夏海は寂しそうな表情になる。最近、勉強やバイトにかまけて一緒に遊ぶこともしてなかったしなぁ。それに、せっかく誘ってくれてるんだし……。

「じゃ、一緒に見ようか」

「うん！」

　一緒に見られることが嬉しくてしょうがない――この天使のような満面の笑みはきっと、そんな笑顔だ。







『会いたかった……』

『僕もだよ……』

　テレビの中で、若い男女が抱ほう擁ようしていた。数年前に別れたきりだったが、ふとしたきっかけで再会を果たしたというものだ。

　物語の流れに不自然なところはなく、とても綺麗なストーリーだった。昔の幼おさな馴な染じみと再会を果たすっていうのは、ギャルゲーでも基本だし、お約束といってもやはり心に迫るものがある。

『僕を憎んでないのか？』

『憎むなんてできなかったわ……。これからはずっと一緒よね？』

『うん、ずっと一緒だ……』

『もう、絶対に放さない』

　そして、ふたりは甘い甘いキスをし始めた。数年間の空白を埋めたいというふたりの気持ちが伝わってくるほどの、濃厚なキスだ。

「はぅ……」

　そのシーンを、夏海は体を乗り出して食い入るように見ていた。少しだけ頰ほおを赤くして、うっとりとした眼差しになっている。よほど気に入ったのだろう。四阿ちゃんは、夏海の嗜好をよくわかってるな。

「離れてた恋人が再会するシーンって、すごくいいよね！」

　コマーシャルに入って開口一番、夏海は先程のシーンを絶賛する。どうやら、とても気に入ったらしい。

「そうだな」

　……俺も幼馴染の佐さ崎さきと再会できた時は、やっぱり正直に言えば嬉しかったしな。最初の再会で、抱きついてきた時はびっくりしたけど。

「夏海もこんな恋がしてみたいなぁ……」

「でも、真似すると数年間は別の場所にいなきゃいけないぞ？」

「そっかー。むー……。お兄ちゃんとは離れたくないな」

　夏海は途端に俯うつむいて、不安そうな顔になった。

　俺は即座にフォローする。

「大丈夫だよ。離れたりなんかしないからさ」

「うん、約束だよっ！」

　嬉しそうに俺に寄りかかってくる夏海。その重みが、なんだか温かい。

「あ、ＣＭ開けたっ」

　そして、夏海は再びテレビの方に向き直った。

　……一体、麻衣はこの映画のどこに不満があったって言うんだ？







「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　俺の耳に悲鳴が届く。その声の主は、俺の体にしがみついている夏海だ。

　原因は今やっている映画である。さっきまでラブストーリーだったはずの物語は、いつの間にかパニックホラーになっていた。何を言っているかわからないと思うが、俺にも何が起こったのか、説明するのに自信がない。

　確か、俺たちはラブストーリーを見ていた、はずなんだが……。

　序盤。主人公とヒロインを祝福する仲間の友人たちに、主人公は再会を祝して旅行をしようと提案した。友人たちは全員それを快諾する。ヒロインの元カレや、主人公の元カノも登場して、恋の鞘さや当あてがあるのだろうと期待させる展開だ。

　そこまではよかったのだ。そこまでは……。

　ところが、旅行先での夜。帰ってきて恋人と甘いシーンを演じた主人公が『俺は復讐のために戻ってきたんだぁ！』とか宣言して、旅行先のペンションで大おお鉈なたを振るって友人たちをひとりひとり惨むごたらしく殺さつ戮りくし始めたのだ。

　今まさに、眼前でそんなトンデモ衝撃映像が流れている。あ、ヒロインの元カレが殺害されてるし。まったく意味がわからない。どうしてこうなった。

「うわぁ……」

　これが俗に言う超展開というものか。ある意味ですごい映画だった。感嘆の溜息しか出てこない。監督や脚本家には『ここに病院を建てよう』のタグがついているに違いない。

　そしてようやく思い出す。この映画が上映された後の話題って、開始から三分の一ぐらいで、いきなり映画のジャンルが変化するからだったな。これはこれで割と面白かったと賞賛している人もいたけど、そんなのはごく僅わずかでしかなく、それ以外の人は口々に内容を批判していたはずだ。

　映画会社とマスコミは結託して、問題になる後半のシーンを上映するまで完全に情報規制していたらしいからなぁ。

　ふと、麻衣の愚痴が頭の中に蘇よみがえる。

『なんなの、あの映画！　観客馬鹿にしてるでしょ！　信じらんない！』『一〇万もらっても二度と見たくない！　映画会社、放火したいと思ったのは生まれて初めてだよ！』『別に怖かったからじゃないからね？　あんな見ている人を適当に驚かそうとする悪意は不快すぎ！　……本当に怖かったからじゃないってば！』『あんな映画、最後まで見たあたしが馬鹿だった！　チケット代金をどぶに捨てた方が、まだ時間が消費されない分だけ有意義だったもん！』

　俺はなぜ、あの時の一言一句を思い出しているのだろう。余計なことばかり覚える記憶力が恨めしい。そもそも、映画を観る前に思い出せよ。

　しかし、麻衣の愚痴はさておいて、甘いラブストーリーを期待していた夏海は、さぞかしショックだろう。

　四阿ちゃんは、もしかしてこの映画を最後まで見なかったのだろうか？　どう考えても、こういう映画を夏海が好きとは思えないんだが……。

　ところが夏海は怖がったり悲鳴を上げたりしても、鑑賞をやめなかった。見たくないけど気になるようで、チラチラと横目で見ている。

「無理して見なくてもいいんだぞ」

　夏海はふるふる首を振った。夏海が見続ける理由は怖いもの見たさかな？

　確かに迫力もあるし、演出そのものは結構面白いしな。夏海も怖がりつつも先の展開が気になっているのかもしれない。

「やああっ！」

　ただ、さっきからずっと夏海に腕をぎゅっと抱きしめられて、体も寄り添ってぴったりとくっつかれている。怖いシーンになるたび、微かすかに動くせいで、妙にくすぐったい。

　頼られているようで嬉しいが、少し恥ずかしい。誰も見てないからいいけど。

　結局、夏海は何度も悲鳴を上げつつ、そのまま最後まで見てしまった。

　そんな夏海の感想は、

「すごく、怖かった……」

　とのことだ。

「……今度、ちゃんとしたラブストーリーものを見に行こうな」

「うん……」

　せめてトラウマにならないことを祈ろう。







　映画も見終わって、あと少ししたら日付が変わる時間だ。

「夏海、風呂先に入っていいぞー」

　夏海が普段寝る時間から、二時間以上遅くなってるしな。先に風呂に入って、早めに寝た方がいいだろう。

　だが、夏海は俺の声が聞こえていないかのように動かない。いつの間にか、俺のシャツの裾を摑つかんでいた。

「夏海？　風呂……」

　そう促しても、夏海はふるふると首を振る。

　そして、ぽつりと呟つぶやいた。

「一緒に入る……」

　………………………………………………………………………………………………。

　少しだけ、思考が止まる。

　いや、聞き間違いだよな。あるいは冗談だ。もしくは俺の耳が末期だ。

「お兄ちゃんと一緒じゃなきゃ、やだ……」

　冗談でも聞き間違いでもないらしい。俺の耳がやばくなったと思いきや、冷蔵庫のモーター音も聞こえるし、テレビでは見覚えのあるコマーシャルを流していた。聴覚は正常に働いている。

『いやああああああ！』

「きゃああああああっ！」

　突如抱きついてくる夏海と、それに重なる悲鳴。最初の悲鳴はテレビで、あとから聞こえた悲鳴は夏海のものだ。

　殺虫剤のコマーシャルだった。テレビの中の女性が虫を怖がって悲鳴を――。

　って、そんなことはどうでもいい。とりあえず、テレビは空気を読め。夏海がさらに怖がってしまったじゃないか！　すぐさま、リモコンでテレビを消しておく。

　夏海は俺の腰にがっしりと手を回して、微かに震えていた。

「おふろ……一緒……が、いい……」

「……マジで？」

　確認のために問うと、躊躇もなくこくりと頷うなずく夏海。

「な、なんで……？」

　言ってから後悔した。理由など問う必要もないだろう。何を口走っているんだ、俺は。動揺しているせいで頭が回ってないらしい。

「ひとりで入るの、こわいよ……」

　当然そういう理由だよな。決まってる。俺だって子供の頃、ホラー映画を見たあとは不安でしょうがなかった。普通に歩いてても、誰かが後ろを付いてきている気がしてたし、後ろに誰もいないのに足音がひとつ余計に聞こえたり、曲がり角から変なやつが出てくるんじゃないかと怯おびえたりしてたしな。

　期せずしてあんな映画を見たんだ。ホラーほど『覚悟していない』ことが恐怖を助長するスパイスになるジャンルもないだろう。夏海が怖がる理由は十二分に理解できる。

　……という理屈まではいい。

　ひとりで入りたくないという夏海の不安ももっともだ。兄として何とかしてやりたいと思う。

　ただ、俺はやはり男なわけで、女の子の夏海と一緒に入るのは憚はばかられる。

　ここは本来であれば春姉、あるいは理り恵えの出番なはずなのだが、今日に限って彼女たちには頼れない。

　春姉は、夏海の悲鳴で起きてこないので、熟睡してしまっているはずだ。それに、明日の朝は早いから、ここで起こすのも酷な話である。

　もう一方の理恵はと言うと、今日は咲さきの家に泊まりに行っていた。さすがにこんなことで帰ってきてもらうわけにはいかないだろう。第一、もう寝てるかもしれないしな。

　つまり今、夏海と一緒に風呂に入れる人材は俺しかいない。

　しかし、倫理的に問題あるだろ……。年頃の男女が一緒に入るとか、なあ？

「明日の朝に入るとか……」

　そう提案すると夏海は、途端に泣きそうになってしまう。今にも涙が零こぼれそうだった。

「わかった！　一緒に入る！　入るから！」

　悲しんで欲しくないがために、反射的に口を滑らせてしまった。夏海の泣きそうな顔を見たら、つい……！

「えへへ……ありがとう。お兄ちゃん！」

　だけど、俺のそんな反射的な言葉でも、夏海の顔から不安を取り除けたようだった。そんなに嬉しいのか、俺に抱きつく力がさらに強くなる。

　こんな安らかな顔をした夏海に「やっぱ無理」なんて言ったら、兄として失格だろう。

　夏海には、悲しい思いも寂しい思いもさせたくない。

　だったら、入ろうじゃないか！

　風呂に！

　決して……。

　決して、邪よこしまな気持ちじゃないのだから！







　……というわけで、温もりがないと嫌だということで手を繋いで洗面所に来た。言うまでもないことだが、風呂に入る時には服を脱がないと話にならない。

「ところで、脱ぐ時も一緒じゃなきゃ駄目か？」

「うん」

　即答だった。

「手は？」

「放しちゃやだ」

　こちらに向かってにっこり笑い、繋いでいる手をさらに強くきゅっと摑んでくる。決意は固いらしい。

　そうこうしているうちに、夏海はツインテールを解いて髪をロングにした。ツインテールも可愛いが、こっちはこっちで清楚な印象になるよな。風呂上がりは、大体こうだけど。

「でも、手を繋いでたら、上着が脱げないぞ……」

「あう……。でもでも、ちゃんと体のどこかに触ってくれてればいいよ？」

　つまり、肌が接触していればオーケーということだ。それでも、難易度は高いが。

「そうは言ってもだな」

　……それは要するに、お互いが自分ひとりで脱げない状態というわけで。

「だからお兄ちゃんが脱がして」

　さらっと言ってくれる。

　ここまで来たら、もう逃げられないのはわかっているが、それでも敢あえて抵抗したい。

「ちょっと、手を放して。体に抱きついてていいから」

　夏海は素直に手を放して俺の腰に抱きついた。全身に伝わってくる温もりがむず痒がゆいです。この気持ちをなんと表現すればいいんだろう。

　……いやいやいや。もう俺の理性が尽きる前にさっさと済ませよう。

「よっ」

　俺はタオルを手に取って、目の位置に巻き付ける。要は目隠しだ。

　もはや、体を触れ合わせながら風呂に入ることは避けられない。だが、さすがに夏海の裸を見てしまうのは気が引けた。

　いや、そりゃ、な？

　ギャルゲーだったら選択肢があったところで考えることもなく、さっさと一緒に入ったかもしれない。ちょっとエッチなイベント絵ゲットで、収集率上昇万々歳ってなもんである。

　だけど、実際に女の子を前にしてその選択をするのは、あまりにも道徳に反している気がした。その上、この歳で妹と一緒に風呂に入るというのは、どんなに言い訳を重ねても背徳的すぎる。

　故ゆえに、とりあえず五感のうち、八三パーセントぐらいを占める視覚を自ら奪ったのだ。

　これで、どうにか戦える！　はず！

「どうして、目隠しするの？」

「それはね。夏海の体が見えないようにするためだよ」

「別にいいのに……」

　声色から夏海が少しだけ不機嫌になった空気を感じる。しかし、俺としては別にいくないのだ。万が一にも興奮してしまったら、兄として人生アウトである。

　抱きついていた夏海は俺から離れ、俺の正面に立ったようだ。そして、俺の右手を取って自身の左手の指を絡ませてくる。脱がしてもらう準備ができたらしい。恋人繋ぎなのは気になったが、夏海も意識的にやっているわけではないだろう。

　たぶん……。

「じゃあ、お兄ちゃん。早く脱がせて……」

　夏海が急せかしてくる。

　妙に艶つやめいて聞こえるのは気のせいだろうか。視覚を封じたせいで聴覚がおかしくなったのかもしれない。……そう思っておこう。

「よし……」

　さあ、ここからは手探りだ。

　俺は、夏海のセーターの裾に手をかけ、そのまま持ち上げた。

「夏海。セーターから右手を抜いて」

「はーい」

　衣きぬ擦ずれの音が耳に届く。夏海の右手が抜かれたことが、感触でなんとなくわかった。

　これなら、バンザイしてもらって一気に脱がせた方が手っ取り早い気もする。しかし、手が固く結ばれて離れない。手を放すつもりもないらしい。

　仕方ないので、そのまま続ける。

「次、左な」

　繋いでいる手を、夏海がセーターから抜いた手と入れ換える。

　そして、俺は空いた右手で先程と同様セーターの裾を持ち上げて、夏海に左手を抜いてもらう。

「セーター脱げたよー、お兄ちゃん」

　その後、セーターと同じ手順でチュニックも脱がした。

　……さて、問題はここからである。

　最後のＴシャツ。

　目隠しタオルに遮さえぎられて見えないが、Ｔシャツを脱がしたら最後、夏海は上半身裸となる。

　ここに来て俺の中に躊躇ためらいの感情が生まれた。

　いいのか、俺。というか、これ犯罪じゃないの？　大丈夫、俺？　前科つかない？

「お兄ちゃん……。早くしないと寒いよぅ……」

　おのれ、これが夏ならもう少し考えることができるのに……！　冬の気温が憎い……！

　ぐだぐだやって、夏海に風か邪ぜをひかせるわけにはいかない。俺は急いで夏海のシャツの裾に手をかけた。

　指が僅かに、夏海の腹部に触れる。指に夏海の優しい温もりが伝わった。

「ひゃうっ」

「ご、ごめん！」

「だ、大丈夫だよ……。お兄ちゃんの手が、ちょっと冷たかっただけだから……」

　シャツを上にあげるだけでも、どうしても手が夏海の肌に触れてしまう。

　だから、少しでも接触を避けるために、仕方なくシャツを手前に強く引っ張った。

「あう。シャツが伸びちゃう……」

　夏海から抗議の声が上がる。

　……どうしろと言うんだ。

　いや、もう仕方ない。どうにかして無我の境地に至り、体に触れたまま、シャツを捲めくり上あげるしかない！

　あらゆる感触を、脳へ繋げるな！

　しかし、触れている夏海の体温が生々しくて、触感神経の伝達拒否を許さない。変な妄想をしてしまいそうになった。

「ひゃうぅ……」

　驚いているだけ！　驚いているだけだ！

　決して、イケナイ声を出してるわけじゃない！

　暗闇の中だろうと、想像をしてはならない！

　とにかく自制に自制に自制に自制に自制を重ね、手早く夏海のシャツを脱がせる。

「脱げたー」

　パサリとシャツが床に落ちる音がした。

「はぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～……」

　思わず、深い溜息。

　……短い時間だったと思うが、長い戦いだった。しかし、戦いはすべて終わったのだ。

　あとは、ひとりですべて脱げる、はず。

　だが――。

「お兄ちゃん。下着、脱がせて……」

　苦難は終わらなかった。

　神は、俺に七難八苦を与えるつもりなのかもしれない。

　……三日月にそんなことを頼んだ覚えはないぞ。







　説得を繰り返し、どうにか下着は夏海自身に脱いでもらった。俺が下着に手を付けるなんてのはさすがに無理だ。それに片手でも下着はどうにか脱げる、と思う。上の下着を着けてないのが幸いした。

　その後、俺もどうにか服をすべて脱いだ。脱いだ後は、腰にタオルを巻いて局部が見えないようにガードする。目隠しした方のタオルはもちろんそのままだ。

　それにしても、湯船に浸かる前にもう精神的に疲労困憊となっているのはどういうわけだろう……。

　服を脱ぐことなんて、まだ序章に過ぎないはずなのに……。

　そう、正念場はここからなのだ。

　夏海と手を繋いだまま、ぺたぺたと足音を立てて風呂場の中に入る。

　視界を封じているからわからないけど、今の夏海は素っ裸で一糸まとわぬ――。

　駄目だ、俺！　考えるな！　感じるんだ！

　いや、感じてどうする!?　感覚を通したら駄目なんだって！　一切の真実という真実を遮断しなければ！　そう、俺は夏海と散歩して、水浴びをしに来ただけだとでも思い込まなければならないんだ！

「きゅっきゅっきゅー」

　夏海が鼻歌を歌いながら、蛇口を捻ひねったらしい。蛇口の方から勢いの強い水音が響く。足に当たっていた冷たい水は、少しずつお湯に変わっていった。

「はい、シャワーだよ」

　胸に湯が当たる。夏海が俺にシャワーを向けてくれているのだろう。水は程よい温度のおかげで冷えた体に染み渡った。

　真正面から当たってるってことは、おそらく夏海は真正面に立ってるんだよな……。つまり、俺と向かい合っているわけで……。見えないとはいえ、気恥ずかしくなってくる。

　子供らしさ大人らしさ云うん々ぬん以前に、女の子としての羞しゆう恥ち心しんは是非とも持ってもらいたい。今、この場で言うことじゃないし、きっと他の男相手に一緒に風呂に入ろうなんて言い出さないだろうけど……。

　俺は悶々としながら空いた手で体を擦り、埃ほこりや軽い汚れを洗い流す。

「はい。お兄ちゃん。おねがいー」

　シャワーヘッドを手渡された。

　しかし、今ようやく思ったんだけど……。

「空いた手でシャワー持って、浴びた方がよくないか？」

　お互いに手を繋いでいるから、シャワーヘッドを持つと、片手だから体を洗い流せない。でも、流したいところにお湯は当てられるわけだし……。

「手で擦らないと埃とか汚れがちゃんと洗い流せないよ？　あ、でも、お兄ちゃんが手で夏海の体を洗い流してくれるなら――」

「却下です！」

　危ない！　そんな危険な真似をしたら、俺は本当に引き返せなくなる！　いや、もう手遅れかもしれないけど！

　大人しく夏海にシャワーを浴びてもらうとしよう。

「もうちょっと右」とか、「下だよ」とか、そんな夏海の指示に従って、シャワーの位置を調整した。

「ありがと。お兄ちゃん。もういいよー」

　少しして、お湯浴びは終わったらしい。

　だが、やるべきことはまだまだ残っている。

　俺はいつもだったら風呂などさっさと済ませるのだが、一緒に入ることによる――しかも、目隠しと手繋ぎ必須――道程の長さは、まるでフランス料理のフルコース並みだ。

　服を脱ぐのが、第一の皿アントレだとすれば、今の流しっこはポタージュだ。コンソメスープは簡単なようで、奥が深いという。

　シャワーの流しっこがここまで奥が深いものだとは思わなかった。

「……本当にどうでもいいな」

「なにが？」

「いや、ごめんな。なんでもないんだ」

　とはいえ、どうでもいいことでも考えていないと、理性が路上に放置された紙ゴミの如く吹き飛んでしまいそうだった。それほど、生まれたままの姿でいる夏海が傍にいるという事実は重い。

「……なあ、夏海。まだ、怖いか？」

「うん……。怖いよ……」

　繋いでいる手がきゅっと強く握られる。

　ああ、こういった何気ない動作が愛くるしい。

　俺が傍にいることで、夏海が怖がらない。俺はそういうことに幸せを感じるんだ。

「じゃあ、次、体洗うねー」

　俺はいつもならその辺りに転がってるであろう椅子に座って体を洗う。しかし、この真正面で手を繋ぎ合った状態では、上う手まく座れないだろう。そもそも椅子がふたつあるわけでもないしな。

　ふたりで立ったまま体を洗うしかないわけだが、夏海はどうするつもりなんだろう。

　そんな俺の疑問をよそに、夏海はタオルをお湯に浸しているらしい。風呂桶に水を入れる音や、タオルから水が滴る音が聞こえてたから、たぶんそうだろう。

「お兄ちゃん、ちょっとゴメンね」

　いきなり謝られたと思ったら、腹にタオルを押しつけられた。

「ひぃっ!?」

「ちょっとそのまま片手でタオルを押さえてて？」

「な、何するだ？」

　あまりの衝撃に思わず嚙んでしまった。しかし、夏海は気にした様子もない。

「石鹼付けるの。片手じゃ無理だから、お兄ちゃんはタオル持ってて」

　夏海の言いつけ通り、タオルを持って、体に貼り付けておく。

　それからすぐに、タオルの上を縦横無尽に動き回る妙な感触が俺を襲った。

「うひゃおう！」

　石鹼をタオルに擦りつけているのだろうが、そのこそばゆい感触に思わず情けない声が出てしまった。

「がまんしててねー」

　だが、夏海はやめようともせず、さらに擦りつけてくる。

「ひぐぐぐ……っ！」

　これは、一体どんなプレイだ……!?　得も言われぬ感覚が、俺を絶え間なく襲う。

　タオル越しとはいえ、腹の上で夏海が石鹼を擦りつけていることを想像すると、鼻から血を噴き出しそうだ。あまりにも淫いん靡びな気がする。

　……どうにかタオルは落とさないでいられたが、この手繋ぎ風呂は本当にキツイ！

「石鹼付いたー。先に夏海から洗っちゃうね」

「あ、ああ……」

　それから少しだけ、平穏な時間が流れた。風呂場に夏海が体をごしごしと洗う音が小さく響く。

　いつもなら狼狽うろたえてしまうシチュエーションのはずだが、ここまでこなしてきたイベントの刺激が強すぎたせいか、狼狽する気力すら出てこなかった。

　そして、そんな時間もすぐに終わる。

「じゃあ、お兄ちゃん。背中洗ってー」

　そう。片手ではできない背中洗いが待っているからだ。フランス料理に喩たとえれば、魚料理ポワソン辺りだろうか。

　それにこれは、ふたりで一緒にお風呂に入った時のお約束でもある。二次元専用のイベントだと思ってたのに……。

　夏海は俺と繋いでいる手を空いた手で逆手に持ち替えた。そして、腕を持ち上げ、きゅっと足音を響かせる。くるりと体を回したらしい。

　おそらく夏海がその小さな背中を、俺の真正面で晒さらしているのだろう。目隠しして見えないから、わからないが。

「はい」

　石鹼の付いたタオルを渡される。

　それを使って、夏海の背中を優しく洗った。

　タオル越しでも華奢だな、と感じる。本当に小さい体だった。力を込めたら、壊れてしまいそうに思えてしまうぐらいに。

　だから、繊細なガラスの工芸品を磨くみたいに丁寧に丹念に擦っていった。

「うし、これで大体洗えたはずだぞ」

　……しかし、夏海の背中をタオル越しとはいえ、擦ったことにそこまで興奮してないんだよな。

　これも慣れなのか。あるいは、視覚を封じたことによるものか。

　とりあえず、安堵の溜息を吐ついていると、

「お尻洗うの忘れちゃった」

　などと夏海が言い出した。

　まあ、そういうこともあるだろう。こんな体勢だしな。

　だけど、だ……。

「女の子が、男がいるところでお尻とか言っちゃ駄目だぞ」

「お兄ちゃん以外に言わないよー。ほら、お兄ちゃんが洗って？」

「……自分で洗いなさい」

　頭の中で夏海の尻を洗っている情景を思い浮かべそうになって、すぐにやめた。そこまでやる度胸もないし、そんな一線を越えたらもう引き返せない。







　その後、夏海は髪も洗ったようで――どうやったかは見えないからわからないが、自身の体を洗い終えたらしい。

　再び真正面で向き合う俺と夏海。

　で、

「次はお兄ちゃんが洗う番だよ」

「……いや、俺は別に――」

　いいよと続けようとしたら、

「汚いからダメだよー。毎日体洗わないと、理恵ちゃんと咲ちゃんにも嫌われちゃうよ？」

　と言われ、結局体を洗うことになった。

　石鹼が付いて泡立つタオルを使って、手早く腕を擦る――って、ちょっと待て！

　今、何気なく使ったけど、これ……。

「このタオルって、さっき夏海が使ってたやつ？」

「そうだよー」

　そんなあっさりと言われても困る。

　再び背徳の時間がやってきた。今度、教会に行って、神に懺ざん悔げしなくては……。

　別に夏海の使ったタオルが汚いとか、そういうわけではない。だが、この場合、新しいタオルで体を洗うべきだろう。夏海の体を擦ったタオルを洗いもせずに使うなんて、あまりにもアレでアレすぎる気がする！　上手く言えないけど、これは別人の飲みかけているペットボトルを飲むという行為、それのさらに上を行く気がした。

　蛇口を捻ってお湯を出し、石鹼の付いたタオルを手早く濯すすいでタオルハンガーに引っ掛けておく。そして、近くに掛けてあった別のタオルを取った。

「あ……」

　しかし、そこにはまた別の苦難がある。俺はそのことをすっかり失念していた。

　片手では、石鹼を塗ることができない。さっきの夏海は、俺にタオルを持たせてから石鹼を塗りたくっていた。

　……ということは、だ。

　俺にも、それをやれ、と？

「お兄ちゃん。タオル持つよー？」

　気楽そうに、夏海が促してくる。

　他に方法が考えつかない。

　不本意ではあるが、夏海にタオルを持ってもらった。

　そして、石鹼を持ち、その手でタオルを探す。

「あ、お兄ちゃんの身長だと、このぐらいかな？」

　どうにかタオルを探り当て、石鹼をあてがう。しかし、今聞き捨てならないことを、夏海は喋ったぞ。今、石鹼をあてがってるこの高さは感覚からして……。

「もしかして、胸に貼り付けてる？」

「うん。そうしないと石鹼塗りにくいでしょ？」

「……しゃがむから、せめてお腹にしてくれ……」

　俺が言った通りしゃがむと、夏海はタオルをお腹に貼り付けてくれたらしい。改めて、石鹼をあてがう。

　そして、できる限り振れ幅を小さくして、石鹼をタオルに擦りつけた。

「あぁぅ、ん……」

　聞こえない！　聞こえない！

　くすぐったがってるだけだ！　やましいことを考えるな！

　そうだ。これは俺の理性を試す神の試練なのだ！

　なら、負けてたまるか！　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

「やん。もっとやさしく……」

　容よう赦しやなく理性を破壊してくる夏海の艶っぽい声。

　これは、まずい……！

「な、夏海。もう少し、その、な？　声を、あげないでくれると、嬉しい、です」

　何で敬語なんだ、俺は。

　とりあえず俺の言った通り、夏海は声を出すのを我慢してくれた。

「……っ。………………ぁ……………ぅ……んぅ…………………」

　……ただ、そんな堪こらえる息遣いは、それはそれで俺が無理矢理夏海に何かイケナイことをしている気にさせてくれる。

　神に誓って何もしてないぞ……！　いや、すでにしているのか？　頭が茹ゆだって混乱してきた。

「よし、終わった……」

　そしてようやく石鹼の塗りつけ完了。……しかし、今思えば、俺がタオルを持って夏海に石鹼を塗ってもらった方がまだよかった気がする。というか、壁に貼り付けるという手段もあったはずだ……。

　どれだけ心に余裕がないんだよ、俺は。今更、気付いても遅いぞ。

　まあいい。今度こそ、体をちゃんと洗おう。俺は、タオルを体に擦りつけて、体を洗い始めた。

　それから体を一通り洗い終えたので、俺は夏海にタオルを渡す。

「それじゃ、背中、お願いな」

「うんっ、しっかり洗うね」

　背中を差し出して、夏海に背中を洗ってもらった。

「お兄ちゃんの背中、ごーしごしー」

　夏海が機嫌よさそうに口ずさんで、俺の背中を一生懸命擦ってくれる。

　……こういう空気は悪くない。背中を洗ってもらうのは親と入っていた時以来になるけど、なんだか懐かしい感じがした。それに、こそばゆいけど、予想していたよりも気持ちがいい。

　このまま終わってくれれば、俺は平常心でいられそうだ。

「きゃあっ！」

　しかし、そうは問屋が卸さないとばかりに、背中に夏海が抱きついてきた！

「ど、どうした!?」

「う、後ろに何かいるよぉ……。水かけてきたぁ……」

　緊急事態のため、タオルの目隠しを上にあげて夏海の後ろを見る。暗かった視界がいきなり開けて眩まぶしかった。

　徐々に眩しさに目が慣れてくると、ようやく周囲の風景がはっきりしてくる。

　しかし。

「何もないぞ？」

「ホントに？　でも、水が……」

　少しだけ予想して、天井を見た。天井から水滴がぽつぽつ落ちている。たぶん結けつ露ろした水だろう。

　安心させるために、夏海へ問題ないことを伝える。

「大丈夫だよ。天井から水が落ちてきただけだ。幽霊でも、復讐する男でも、なんでもないから」

　しかし、夏海は俺の背中に顔をくっつけながらふるふると首を振るばかりだ。くすぐったい。

　驚きの度合いが強かったのか、まだまだ不安らしい。背中に抱きついて放してくれなかった。

「ひぅっ！」

　……って、抱きつきながら俺のへそをくりくり指でいじるのはやめて！　なんだか妙にもぞもぞした気分になるから！

　だが、無下にその手を払いのけることもできない……！

　まあ、怖いなら仕方ないかと諦めたのも、束の間。

　夏海に危険がないとわかり、心にゆとりが生まれると、余計なところに意識が向いた。

「あの、さ。夏海。離れない、か？」

　首を振られる。くすぐったい。あと、へそをくりくりしないで！

「お、お、お……」

　ああ……。

　小さいとはいえ、やっぱり当たってる。

　背中に！　慎ましやかで！　突起的な何かが！

　とりあえずタオルを下げて、目隠しを再開した。無心にならなければ！

　……………………………………………………………………………当たってるよなぁ。

　無心とか俺には不可能だった。あまりにも触感が鋭く伝わりすぎる。

　そこで、俺はようやく思い至った。

　敢えて目隠しをしたが、失敗だったのかもしれない、と。

　五感における視覚の割合は、約八三パーセントだ。その他に関していうと、聴覚は一一パーセント。臭覚は三・五パーセント。触覚は一・五パーセント。味覚は一パーセント。

　さて、問題だ。

　視覚の八三パーセントが消え失せた場合、他四感の割合はどう変動する？

　適当に計算すれば、聴覚は約六五パーセント。臭覚は約二〇パーセント。触覚は約九パーセント。味覚は約六パーセント。以上のようになる。

　どれも約六倍となっているのだ。つまり――。

　夏海の声が約六倍よく聞こえて、

　夏海の匂いも約六倍嗅ぐことができて、

　夏海との接触も約六倍感じて、

　夏海も約六倍美お味いしく味わうことができ――、

　……って、最後違う！　いや、もう何もかもがダメだ！　というか、なに変態的なことを考えてるんだ、俺は!?

　そんな気休めにもならない計算をして気を紛らわすものの、必ずどこかで駄目な方向へ向かってしまう。

　まったく心に余裕がない中、自制を何重にも重ねて理性を保つ。まるでタイトロープ。バランスを崩したら、真っ逆さまだ。

　心の中の本能が囁ささやく。

　――お前は頑張った。もう、いいんじゃね？　夏海なら怒らないって！

　いや、そうかもしれないけど！

　理性が反論した。

　――とにかく我慢をしろ！　コンマ一秒たりとも劣れつ情じようを抱くな！

　理性がスパルタ過ぎて、本能に身を委ゆだねたくなる。

　……しかし、実のところ。

　俺には欲望に身を委ねる胆力すらないのだった。







　体もどうにか洗い終わり、次はメインディッシュ。つまり、最後が近い。

　俺と夏海は順々に湯船に入る。夏海の体が小さいとはいえ、ふたりで入ったせいで、湯船の水が大量に溢れた。まあ、水は明日入る前に張り直しておけばいいか。

　とりあえず、いい湯加減だとは思うが、ふたりで一緒に入っているとそれを味わう余裕もない。体も気も休まる気がしなかった。溜まるのは悶々とした感情だ。

　俺と夏海は、お互いが膝を立てて真正面で向かい合っている、と思われる。

　相も変わらず目隠し状態なので、細かいことはわからないが。

「ちょっと狭いね」

「そうだな」

　家の湯船はそこまで広くないからな。

　同じ体勢でいるのは疲れるが、ふたりで入っているため、なかなか動けない。ちょっと動くと、すぐに夏海の体とぶつかりそうだ。

　そんな体勢がきつかったのか、

「お兄ちゃん、ちょっとだけ足広げてー」

　と、夏海がお願いしてきた。

「どうする気だ？」

「いーからいーから」

　嫌な予感を覚えつつも足を広げると、その隙すき間まに何かが入り込む。

「うおぅ！」

　俺の足の間に何か――たぶん夏海の片足が入り込んできたんですが！

　その上、俺の右足の外側にも夏海の足が密着する。

「ななななななななな……！」

「こういうふうに足を交差させた方が、スペース的に余裕があるよ」

　確かにそうかもしれないけど！

　それは、つまり、俺の右足が夏海の足の間にあるということだぞ!?

　もし、万が一にもずるりと滑った日には大惨事だ。

　死後硬直を起こしたと言っても過言ではないほどに体が固まる。動かない。動けない。

　動いたら、夏海のどこかに触れる。それは、理性の死を意味する！

　そんなふうにひとり心の中で戦おののいていると、

「……お兄ちゃんって、生き真ま面じ目めだよね」

　ぽつりと夏海が、そう呟いた。

「夏海はね。別に見られても触られても、お兄ちゃんなら平気だよ」

「でも、な？　そういうことじゃ……」

「お兄ちゃんは、夏海の体を触りたくも見たくもない？」

「そういうわけじゃないよ。けど……」

　俺たちの今の関係では許されない行為だと思うのだ。

　同意があるとはいえ、今そんなことをするのは、あまりにも道理から外れている。

「なんで我慢してるの？」

「我慢って……」

「ちがうの？」

　我慢してるのか、俺は……？

　確かに、色々と我慢してるとは思う。けど……。

「……違わないけど。ちょっと違うかな」

「？　……よくわかんない」

「答えを見つけてないのに、まだそういうことをするのは違う気がするんだ」

「答え？」

「そう。みんなに幸せになってもらうためにさ。夏海の体を見たり触ったりすることが、幸せに繋がるなら、えーと……そういうことをする気になるかもしれない。でも、たぶん、まだそれは違うと思うんだよ」

「お兄ちゃんに見られれば幸せだよ。夏海は」

「ありがとうな。でも、俺が言いたいのは、そういう刹せつ那な的てきな幸せじゃない。ここで軽い気持ちのまま夏海にべたべた触ったりしたら、最後にはみんな傷つけることになる気がするんだ」

　他のみんなに顔向けができなくなる、という方が正しいかもしれない。

　トラブルで見たり触ったりするのはまだ仕方ないにしても、同意の上で、となるとその意味合いはまた変わってくる。

　夏海の裸を見たり触ったりする資格、俺にはない。まだ、答えを見つけていないのだから。

「でもね、お兄ちゃん……」

　水の跳ねる音と共に、夏海が立ち上がるのを感じた。繋がれた俺の腕が、自然と上がる。

　そして――いきなり視界が開けた。

　夏海が、俺の目を覆っていたタオルを奪い取ってしまったのだ。

　夏海の一糸まとわぬ裸が、目の前にある。












「な、な、な……！」

　咄とつ嗟さに目を逸そらしたが、ばっちりと見てしまった。

「落ち着いて、お兄ちゃん。それで、ちゃんと見て……」

　ちゃんと見てって……！

　できるわけがない。目隠しの代用になるものを探したが、そんなものはなかった。空いた手で自身の目を塞ふさぐことしかできない。

「お兄ちゃん！　夏海の育った部分をちゃんと見て……！　少しだけ背も伸びたし、胸だって大きくなったんだから……」

　混乱する俺を正気に引き戻すように、夏海は強い声で呼び掛けてくる。

　恐る恐る目を正面に戻して、視界を塞ぐ手をどけると、夏海は少しだけ泣きそうな表情をしていた。

「夏海は、子供みたいな体だから……。だから、お兄ちゃんに成長したところをちゃんと見てもらいたい。ねえ、夏海はわがまま言ってる？」

　夏海のその言葉に、俺はすぐに返答ができなかった。

　夏海は、羞恥心がないとか悪ふざけをしているとか、そんなことじゃなくて。

　きっと純粋に、成長しているところを、すべて俺に見て欲しかっただけなんだ。

　俺は夏海の気持ちを、全然わかっていなかった。まだまだ、全然駄目な兄である。

　そう考えると、夏海を見ないということが、そもそも狭きよう量りようなのかもしれない。

「夏海、成長した、かな？」

　夏海は、少しだけ恥じらいながら問うてくる。

　それに応えるために、俺は夏海の体を正面から見た。

　毎日チェックしているわけじゃないから、成長しているかどうかは正直言ってわからない。

　だけど。

　小さくても夏海の体は、まるで芸術家に創られたかのようで――。

「綺麗、だよ」

　だから、邪な気持ちなど一切なしで、ただ純粋にそう思った。

　それを聞いた夏海は、

「えへへっ！」

　と、喜んで真正面から抱きついてくる。その勢いで水がバシャンと大きく跳ねた。お互いの体のあんなところやこんなところがくっついて、もう何が何やら。

「色気、あったかな？」

「いや、それは、その……。ない、かな」

「ぶー」

　夏海は唇を尖らせたが、本気で拗すねているわけではなさそうだ。

「じゃ、お兄ちゃん。最後に、わがまま」

　言うが早いか、夏海は俺から手を放した。

　そして、背中をこちらに向けて俺の足の上に座り、寄り掛かってくる。

「えへへー。お兄ちゃん、あったかーい」

「ゆ、湯船なんだから、当たり前だろ」

「お湯とお兄ちゃんの温かさは違うもん」

　そりゃ、そうかもだが。

「それじゃ、百数えて上がろっ。いーち…………………………にー…………………」

　数え方が妙に遅かった。

　ま、のぼせなければ、いいか。

　あとは――。

　この体勢で、芸術的な体を貶おとしめる劣情を抱かないまま、我慢するだけだ……！




　こうして、俺の今までの人生で一番長い風呂が終わった。







　次の日の夕方。春姉が町内会のお手伝いから家に帰ってきて、しばらくすると……。

「たーくん！」

　いきなり、ノックもせずに春姉が俺の部屋のドアを勢いよく押し開けた。

「な、何？」

　春姉はドアを開けっ放しにして、そのまま入ってくる。

　なんだろうか。確認も取らずに部屋に入ってくるなんて、几き帳ちよう面めんな春姉にしては珍しいことだった。珍しいどころか、これは初めてじゃないか？

　……というか、目に見えてわかるほど怒ってらっしゃる？

「ちょっと、そこに座りなさい」

　抗あらがえる口調ではなかった。

　俺はすぐにパソコンに向かうのをやめて椅子から立ち上がり、春姉が指している場所に正座する。

　そして、俺の対面に春姉も正座した。

　間違いなく、説教が始まるぞ、これは……。

　ゲーム中で怒りの感情など見せなかった春姉が、こうして怒るようになったのは、きっと現実に来たから、だと思う。いや、単に俺がダメな男だからかもしれないけど。

　それにしても……。

「それで、その……。何があったんでしょうか？」

　思わず敬語で尋たずねてしまった。

　春姉は、神妙に切り出す。

「湯船のね？　嵩かさがすごく減ってたの」

　ドキリとした。昨日、夏海とふたりで一緒に湯船に浸かったことが原因なのは明らかだ。思いっきり水を溢れさせてたし。

　入る前に張り直せばいいか、と思ったのだけど、これは失敗したか……？

「そ、そう。そ、それがどうかしたのかな？」

　取りあえず返答をしたが、動揺がそのまま声に出てしまった。バレバレである。というか、春姉の鋭い眼光の前ではまともな返事ができなかった。

「ううん。ただ、なんとなく夏海ちゃんとふたりで一緒にお風呂に入ったんだなぁって」

　なんという女の勘かん。完全にばれていた。

　いや、もしかして他に何か見落としがあったのだろうか？

　思考を巡らすものの、理由は判明しない。やはり、勘？　それとも、風呂場の音が聞こえてた？　でも、春姉は寝てたはず……。

　だが、バレた原因がわかる前に、春姉の詰問が飛んでくる。

「わたしとは一緒に入ってくれないのに、どうして？」

　春姉の質問の仕方もおかしい気がしたが、ひとまずそれを横に置いておき、俺は夏海と一緒に入った事情を懇切丁寧に説明した。

　夏海がホラーを怖がってしまって、ひとりで風呂に入れないから一緒に入った、と。やましいことはしてないです。はい。

「……たーくん」

　しかし、春姉の眼差しは訝いぶかしげで、疑いは晴れなかったらしい。なぜだ。




「噓うそはいけないよ。夏海ちゃんは、ホラー大好きなのに」




　………………………………え？

「ホラー……、大好き？」

　何それ？　どういうこと？

「先週も面白そうにゾンビさんが出てくる映画見てたよ。それなのに、ホラーで怖がってるなんて……。そんな噓、たーくんがつくなんて……」

　泣きそうな声を出して、春姉の表情が悲しみに染まっていく。

　だけど、待ってくれ。

　おかしい、ぞ？

　ゾンビが出てくる映画なんて、ほとんどホラーだろう。それを、夏海が面白そうに見てた？

　でも、あの時のパニックホラーの映画を夏海は怖がってて……。

　俺がそんなふうに戸惑っていると、開け放たれた扉の向こうを夏海が通り掛かった。春姉からは見えていない。

　そして、夏海は俺に顔を向けて、声を出さずに口を開いた。




『オ・ニィ・チャ・ン、ア・リ・ガ・ト』




　夏海は唇をわかりやすく動かし、いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　すべての事情を察していると言わんばかりに。

　それは天使のような、小悪魔の笑顔。

　……もしかして、やられた？

　全部、演技？　全部、計画通り？

　春姉が朝早いことも、理恵が家にいないことも、すべて計算尽く？

　もしかして、映画の内容も四阿ちゃんから聞いて全部知ってたってこと？

　夏海が粘り強く映画鑑賞に誘ってきたのも、俺と一緒に風呂に入るためだったのか？

　夏海は現実で、いつの間にそんな趣味を身につけてたの!?

「さあ、たーくん。ちゃ～んと理由を明かしてもらうからね？　返答次第では、今日はわたしと入るんだからね？」

　笑顔が怖い春姉の後ろで、夏海はにこやかに手を振って去っていく。

「なななな夏海ィィィィ――――――っ！」

「こら、たーくん！　逃げないの！　お兄ちゃんとして説明責任を果たしなさい！　いい？　年頃の男女というのはね……」

　……春姉からは逃げられない。

　そういえば、フルコースにはメインディッシュの後にデザートがあることを今更思い出す。そのデザートは、甘いようでとても苦かった。




　現実に毒されてしまった夏海は、少しだけ小悪魔でした……。
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「……ちょっと、問い詰めてこなくちゃ」

　静かなる怒りが籠められた声色。理り恵えの表情が般はん若にやになりつつあった。

「えっ、ちょっと、理恵ちゃん、落ち着いてっ」

　立ち上がった理恵の肩を、咲さきが慌てて押さえ込む。

「あ、あたしが咲ちゃん家ちに泊まってる時に、な、な、な、な、夏なつ海みちゃんと、い、い、い、い、い、一緒にお風呂なんてっ……！」

「いやいやいや、話を聞く限りでは武たけ紀のりくんは、一緒に入らざるを得ないと思うよっ！　夏ちゃんの作戦勝ちだって！　状況と映画と先入観で、完全に武紀くんは策に搦からめ捕とられてるからっ！」

　そして、珍しいことにゆうきも理恵を宥なだめる。

「都つ筑づきも目隠しをして、筋は通していると思う。だから、落ち着いてくれ」

　そう言われて、理恵は少しだけ落ち着いた。しかし、未いまだに納得がいかないらしい。その顔はとても膨ふくれている。

「ほ、ほら。武紀くんと一緒に入りたいなら、今度一緒に混浴できる温泉にでも一緒に行こうよっ！　ねっ」

「うう……。そういう意味で怒ったんじゃないんだけど……」

　理恵が気落ちしたのか、しゅんと萎しぼんだ。

「まあまあっ。他になんか武紀くんにまつわる話とかってないのっ？　ほらほら」

「うーん、他にかぁ。なんか、まだ言ってないことがあったような……」

　咲の催促に、理恵はおでこに手を当てて考え始める。

「都筑のやつ、まだあるのか……。今度は誰だ」

　ゆうきが呆あきれて、溜息を吐ついた。

「……あ、ちょっと思い出してきた。さっき話に出てきた小こ由ゆ奈なちゃんがいるでしょ？　四し阿あ小由奈ちゃん」

「夏ちゃんの親友だね。美化委員でも、時々夏ちゃんを手伝いに来てるよっ。彼女がどうかしたの？」

「ああ、彼女か。そう言えば、一度クラスに来たことがあったな」

　そんなゆうきの言葉を聞いて、理恵が訝いぶかしむ。

「小由奈ちゃんが？」

「ああ、あの時はちょっと傑作だった」

　そんなゆうきの言葉に、咲が「ああ、そう言えばあったねぇ」と同意した。同じクラスだから、同じ話を知っているのだろう。

　理恵は、少し唸うなってから切り出した。

「じゃあ、お互いに情報を繋ぎ合わせてみるのがいいかな。これは小由奈ちゃんから聞いた話で――」
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　季節が夏から秋に移ろい気温も落ち着く……、そんな秋真っ盛りの昼休み。

　学校の中庭は桑の木が黄色い葉を茂らせ、枇び杷わの木は蕾つぼみを少しずつ膨ふくらませ、秋の彩りが折り重なっていた。

　そんなある場所で夏なつ海みの親友である三み宅やけ拓たく海みくんが、そこら中を行ったり来たりしている。芝生に座ってうんうん唸うなったり、木に寄りかかって頭を抱えたりと忙せわしない。

　……風情のある中庭を歩いているというのに、三宅くんはそちらに目をやる余裕もないようだ。

　少し眺めていたが、一向に止まる気配がない。

「三宅くん」

「あ、先輩。ちっす」

　俺が見かねて声を掛けると、三宅くんは少し怠だるそうに挨拶を返してきた。本当に珍しいことに元気がないみたいだ。いつもの爽やかさに陰りが差している。

「さっきから悩んでたみたいだけど……。どうかした？」

「もしかして、見られてたっすか？」

「まあ、あれだけ挙動不審だとちょっとね」

「そんな風に見えてたんすか、すいません。ホント、大した悩みじゃないんすけどね」

「とりあえず、言ってみれば楽になるかもよ？　悩みなんて吐き出せるなら吐き出した方がいいんじゃないかな。俺でよけりゃ力になるし」

「マジ、すいません。……あ、そうだ。参考までに聞きたいんですけど、先輩のところって何やるんです？　文化祭の出し物っす」

「おお、文化祭ね」

　そう言えば、あと一カ月もしないうちに文化祭が始まるのか。

「実はそれで悩んでるんすよね。うちのクラス、今日の放課後には決めないと居残りになるかもしれないんすよ。担任が文化祭に無駄に気合いが入りまくりなもんで……。休憩所なんて言ったらぶっ飛ばされそうでしたし」

　三宅くんたちのクラスは結構大掛かりなものをやれと厳命されてるのか。だとすると、日程的にはもうデッドリミットだ。

　ちなみにうちのクラスもまだ決まっていない。そろそろ決めないといけないはずだが、こっちの担任は急せかしては来てないな。放任主義だからかもしれない。

「悪い。うちのクラスもまだ決まってないんだ。これまでいくつか提案はされてきたんだけど、結局決まってないしな」

　それを聞くと、三宅くんはがっくりと項うな垂だれた。

「そうっすかー……。居残りとか勘弁して欲しいんすけどねぇ」

「ちなみに、今までどんなものがダメって言われてるの？」

「休憩所はさっきも言った通り、速攻アウトでしたね、拳こぶしの脅迫付きで。劇はいいセンいってましたけど、最終的にダメになりまして。写真展とかもアウトでした。喫茶店もそのままじゃ面白くないって言われてて……」

「そういや、うちもメイドカフェがダメ出し喰らったな」

　主に女子から批判の大合唱だ。……いや、提案したのが翔しよう也やだったから、下心でもあると思われたのかもしれないが。

「……メイドカフェ？　なんすか、それ」

　おや？　三宅くんが食いついてきたぞ。

「知らない？　メイドの服を着た女の子がウエイトレスをやってくれる喫茶店なんだけど」

「ああ！　もしかして、少し前に秋あき葉は原ばらってところで流は行やってたやつっすか？」

「そうそう。今も普通にあるけどね」

　去年、翔也に無理矢理連れられて入ったことがある。いきなり、「お帰りなさいませ！　ご主人様！」と言われた時は混乱した。しかし、よくよく考えればメイドがお帰りなさいというのは、至極真っ当なことだと気づき、感心したものだ。

「イケるかもしれないっすね……」

「女子をノセることができれば、上う手まくいくんじゃないかな」

「うし！　それでいくっす！　先輩、しゃーっす！」

　三宅くんは礼を言い残して、早々に立ち去っていった。

　彼がクラスで支持を得られるかどうかはわからないけど、後輩の力になれたのならよかったと思う。




　……だが、これは思わぬところで落とし穴があった。







　その日、うちのクラスは今日も文化祭の出し物が決まらず放課後となった。

「おーし、咲さき。帰ろーぜ」

「はーい。……武たけ紀のりくん、途中まで一緒に帰ろ？」

「おー」

　高たか橋はしと一緒に帰る咲に誘われ、とりあえず同意の声を上げておく。そして、手早く教科書を鞄に入れ、帰る準備を終わらせた。

「ああ、ボクも下駄箱まで一緒に行く。少し待ってくれ」

「あ、ちょっと待って。僕もすぐ帰るからさ」

　そこにゆうきと翔也も加わる。校舎一階まで降りるまでだというのに大所帯だった。

　全員が帰る準備を整え、鞄を持って教室を出ると――。

「あの……お兄さん……」

　そこには意外な人物がいた。夏海のもうひとりの親友、四し阿あちゃんだ。

　膝まで届きそうな三つ編み――二本のお下げが相も変わらず似合っていた。幼い顔立ちに、小さな眼鏡に覆われた内気な目は、自然にこちらの庇ひ護ご欲よくを刺激してくる。本を持てば間違いなく文学少女に見えることだろう。

「あれ、珍しいね。四阿ちゃん」

　夏海を伴うこともなく、四阿ちゃんがこっちのクラスに来るとは珍しい。俺の周りでは、翔也が四阿ちゃんについて説明していた。高橋が「また都つ筑づきの毒どく牙がにかかった女の子かと思った」とか言ってる。やめてくれ。

「今日はどうしたの？」

「あ、の、ですね……」

　四阿ちゃんは、なぜか頰ほおを朱に染める。

　そして、




「責任……、取ってください……」




　と泣きそうな声で呟つぶやいた。

　さらに、俺を咎とがめるみたいに、ちょっとだけ険しい目つきを向けてくる。

「……え？　え？　ちょっと待って、四阿ちゃん。どういうこと？」

　どうも四阿ちゃんは、俺を責めているようだ。少なくとも冗談でこんなことを言う子ではない。

「……責任取ってくださいって、お前、この子に何したの？」

「何もしてないよ！」

　翔也がまるで俺を悪人に仕立て上げるかの如く口走ったため慌てて否定した。

　まったく心当たりはないぞ？　俺、四阿ちゃんを怒らせる真似をしたっけ？

　……いや、まったく記憶にないんだが。

「武紀くん。何したのか知らないけど、責任は取らなきゃダメだよ。わたしとしては、すごく複雑なんだけど……」

「だから、何もしてないって！」

　なぜ咲まで誤解しているんだ！　そんな悲しそうな顔で言われても困る！

　――ぴたり。

　いきなりひんやりとした感触が喉のど元もとに伝わった。

「詳しく話を聞かせてもらおうか」

　いつの間にかゆうきが、木刀を抜いて俺の喉元に当てがっている。勘かん弁べんしてください！

「……こんな大人しそうな子にまで、手を伸ばしてたのかよ。恥を知れ、このタコ」

　高橋までもが、俺の首を横から摑つかんでくる。息が苦しいんですけど!?

「お、俺は知らないって！　何が何だか……」

「君に黙秘する権利はない」

「とりあえず、こっちに来い」

　そして、抵抗虚むなしくゆうきと高橋が俺の体を引ひき摺ずっていく。

「やめてよして引き摺らないで冤えん罪ざいだああああっ！」

　当の四阿ちゃんは何が起こっているのかわかっていないようで、不思議そうな表情をしながら首を傾げていた。







　まあ、当然、男女間による責任というわけではなく。

「……うちのクラスの出し物が、メイドカフェになったんです」

「あ、決まったんだ。よかったね」

「よくないです！」

　放課後。人がまばらの学食で四阿ちゃんは悲痛に叫ぶ。ちなみに、俺と四阿ちゃん以外のメンツは、誤解だとわかっていたたまれなくなったのかそそくさと下校した。……苛いじめられたことについては、今度厳重に抗議したい。

　俺がそんな心情に陥っている中、四阿ちゃんが引き続き理由を述べる。

　それによると、俺の提案通り三宅くんはメイドカフェを提案したらしい。そして、圧倒的多数で可決したのだという。文化祭にメイドカフェなんて、二次元だけだと思ってたのに、最近はそうでもないということか……。認識を改めよう。

「わたしは嫌だったのに、拓海くんがすごい勢いで喋るから、クラスのみんなも触発されて……」

「さすが三宅拓海……。ここぞという時に、リーダー性を持つ男――」

　三宅くんはクラスのリーダー的な逸材だ。女の子からの人気も高いしな。彼にメイド服を着て欲しいと言われて、嫌な女の子はそうそういないだろう。彼と同様にメイドカフェを提案して、女子からの批判を一身に浴びてズタボロになった翔也とは大違いだ。

「こういう時に、リーダー性を発揮されても困ります……」

　しかし、四阿ちゃんはやはり嫌そうだ。俯うつむきがちで元気がない。

「メイドの服を着るなんて恥ずかしいです……。しかも人前に出るなんて……」

「そういうことなら、料理する方に回ればいいんじゃないのかな？」

　そう提案したものの、四阿ちゃんはふるふると頭を振った。

「もうわたしはウエイトレスって決まっちゃったんです。みんなして、わたしがやるべきって言うし、拓海くんも夏海ちゃんまでわたしを推薦して……。雰囲気的に断れなかったんです」

「あー、なんとなくわかるな。みんな、四阿ちゃんのメイド服が見たいんだよ。絶対に似合いそうだからね」

　そう褒ほめると、俯きがちだった四阿ちゃんは顔を上げて、俺をマジマジと見つめたあと、顔を赤くする。

「そ、その……。冗談はやめてくださいっ……」

「いやいや、自信持っていいって」

　太鼓判を捺おしたつもりだったのだが、四阿ちゃんは完全に俯いてしまった。耳まで真っ赤で、少しだけ泣きそうになっている。

　でも、本当にそう思うんだけどな……。

　……って、俺は何をいけしゃあしゃあと、こんなギャルゲーの主人公みたいなこっぱずかしい台詞せりふを宣のたまっているのか。途端にこそばゆくなってくる。

「え、えっと。話を戻そうか。それで、何か頼み事があって俺のところに来たんじゃないのかな？」

「……はい。そうなんです」

　四阿ちゃんは頷うなずいて、説明を始めた。

「メイドさんの服をどうするのか決めないといけませんし、メイドカフェはどんなところなのか、ほとんど知らないので教えて欲しいんです」

「もしかして、結構本気でやるつもり？」

「決まった以上は全力を尽くします」

　嫌がっているわりには、その辺りの責任感は強いらしい。四阿ちゃんらしいな。

「ところで、責任っていうのはもしかして……」

「は、はい……。拓海くんにメイドカフェを勧めたのはお兄さんだって。それで、責任を取ってもらえたらな、と……」

　……できれば、ああいう場では別の言葉で、それを伝えて欲しかった。しかし、今更それを四阿ちゃんに言っても仕方ない。

「勧めたわけじゃないんだけどね……」

　単語を出したら、それに三宅くんが食いついてきただけだ。

　しかし、結果的には変わらないか。俺がメイドカフェという単語を出さなければ、三宅くんが提案することもなかっただろうしな。

「いや、言い訳はなしにしよう。ごめん」

「あ、あの……。謝ってほしかったわけじゃないんです」

　四阿ちゃんは優しいし、そういうことになるよな。……それに俺が謝って済む問題でもないんだけど。

　とはいえ……。

「教えて欲しいと言われても、俺も詳しいわけじゃないから、店に連れて行くことぐらいしかできないよ？」

「いえ、それで充分です。ひとりで行くのも不安ですし、頼める人も他にいなくて……。あの……、お願い、できますか？」

　四阿ちゃんは、伏し目がちで頼み込んでくる。

　断られたら行く当てもない。そんな切実な懇こん願がんに見えた。

　……この表情と仕草を前に、断れるわけがない。最初から断るつもりもないけど。

「もちろん。俺にできることなら、なんでもするよ。でも、日曜日は朝一でバイトがあるから……」

「お兄さん、アルバイト始められたんですか？」

「うん。ちょっとあれから考えてね」

　つい最近、家計がいずれ火の車になることが確定して、そのせいで春姉と夏海を失うところだったのだ。

　その時のことはすでに解決してるし小切手もあるから、金銭的な心配はしなくてもいいのだが、家族のことはできる限り自分自身の手で何とかしたい。

　だから、バイトを始めたのだ。……積荷の仕事で、筋肉痛がひどいけど。

「バイトが終われば夜まで仕事がないから、昼は大丈夫。だから、日曜日の昼に一緒にメイドカフェとか、メイド服とか見に行こうか。それでいいかな？」

「あ、はいっ！　ありがとうございます！」

　ここにきて、四阿ちゃんはようやくいつもの笑顔になってくれた。







　日曜日。朝一のバイトを終わらせ、シャワーを浴びてから最寄り駅へと向かう。

　どうにか、待ち合わせ一〇分前に改札前へ到着。とりあえず、遅れずには済んだみたいだ。

「こ、こんにちは……」

　そして、俺の到着から一分も経たないうちに四阿ちゃんもやってくる。

　彼女は薄いピンク色のカーディガンを羽織り、膝丈で白のシフォンスカートを穿はいていた。ソックスはカーディガンと同じく薄いピンクで、靴は白いパンプスだ。

　ゲーム画面でも見たことがない服装だったが、とても魅力的だった。清楚なお嬢様のようで、とても四阿ちゃんらしい。『エターナル　イノセンス』の本編で攻略できないのを嘆なげくユーザーがいたのも頷ける。

「あ、あの……。もしかして、変ですか？」

　四阿ちゃんが不安そうに聞いてくる。いかん、見とれてしまった。

「いや、変じゃない変じゃない。すごく似合ってる。上品で妖精みたいだ」

　慌ててそう答えると、彼女はぽっと頰を赤らめ、俯いてしまう。

「あ、ありがとうございます……。お世辞でも嬉しいです」

　そして、こちらにかろうじて聞こえる声で礼を囁ささやいた。

「えーと……、お世辞じゃないんだけど……」

　誤解を解いておきたかったが、向かい合ったままでいるのは時間がもったいない。

「じゃあ、とりあえず電車に乗ろうか。そろそろ来るはずだしね」

「はいっ」







　電車で秋葉原へと向かう。最寄り駅からは、途中の駅で特急への乗り換えと、山手線への乗り換えと二回ほど乗り換えることもあり、一時間ぐらいかかる。

　その間、話題を探して、俺は四阿ちゃんと会話をしていた。

「クラスで夏海は変わりない？」

「はい。転校騒ぎから戻ってきてから、すごく元気ですよ」

「……いきなり次の日に戻ってきて、クラスとかどうだった？」

「みんな首を傾げてましたね。でも、みんな喜んでましたよ」

「そっか。あれから、また迷惑かけてないかな？」

「時々、元気のよすぎる時がありますけど、元気がある方が夏海ちゃんらしいですから……」

「そっか。いつもありがとうね」

　四阿ちゃんは頭を振る。

「お兄さん。前にも言いましたけど、お礼を言われることじゃないですよ」

「ははは、ごめん。そうだったね」

「家での夏海ちゃんは、どんな感じですか？」

「学校と変わらないと思うよ。元気で、素直だし、よく気がつくし……。って、これは兄のひいき目かな」

「いえ、わたしも同じですから……。兄のひいき目になるのなら、わたしも親友のひいき目になっちゃいます」

　そんな他愛のない話をしながら、ふと今日の目的について再確認する。

「メイドカフェは俺が行ったところになるけどいいかな？」

「はい、大丈夫です。それが終わったら、メイド服の店に案内をお願いしますね」

「そう言えば、メイド服は買うの？」

「一着は参考資料として買う予定です。あとは手作りになりますね。だから、作りやすさとかも考えなきゃいけなくて……」

「手作りか、大変だなぁ。レンタルって手もあったはずだけど」

「レンタルですか。そういうのもあるんですね。でも、お裁縫は好きな方なので、作るのはすごく楽しみなんです。ウエイトレスじゃなければ、今頃、喜んでいたはずなんですけど……」

　確かにそんな設定持ってたな、四阿ちゃん。作中でも夏海の服を作ってたりしたっけ。一度だけ、魔法少女みたいなすごく難しい服も作ってたし、裁縫や手芸に関して、確かな技量を持っているはずだ。

「ところで、三宅くんとか夏海は連れてこないでよかった？」

「あのふたりがいると、お兄さんと落ち着いて行動ができなさそうですし……。それに、どんなメイド服を試着しても似合うとしか言わない気がするんです。わたしが洋服を買う時、いつもそんな感じなんですよ。ちょっとだけ困ります」

「そうなのか。でも、その辺、俺も変わらないと思うけど……」

「期待してますよ？」

「プレッシャーだなぁ」

「ふふっ」

　お互い少しだけ笑い合う。

　そんな会話をしながら、電車内の時間は過ぎていった。







　秋葉原に到着して、四阿ちゃんが開口一番、

「すごい人ですね」

「確かにね。俺が前に来た時よりも多くなってる気がする」

　外国人観光客も多いし、日本人も老若男女様々だ。

　人の波を抜けつつ、出口へと向かう。押し合いになるほどじゃないけど、やはり歩きにくい。四阿ちゃんも、少し辛そうだ。

　手を握った方がいいだろうか、なんて考えた矢先、くいと俺の腕が引っ張られた。四阿ちゃんが俺の袖を軽く握ったらしい。

「あ……、す、すいません。わたし……、転びそうで……その、あの……」

「いや、大丈夫だよ。このままで行こうか。これならはぐれたりすることもないしね」

「あ、ありがとうございます……」

　四阿ちゃんの袖を引っ張る力が腕にかかって、なんだか心地よい。

　そのまま俺たちは改札を抜けて外へ出る。多少人混みが緩和されて、歩きやすくなった。しかし、袖は握られたまま離れない。気付いてないのか、四阿ちゃんも放す気配がなかった。

　ま、いいか。局所的に人で、ごった返しているところもあるしな。このまま行こう。

　……ちょっと恥ずかしいけど。




「ピュアメイドカフェ、この先でーす」

　大通りの信号に行く途中、少し先でメイドさんがチラシを配っていた。

　その様を、四阿ちゃんは目を据えてじっと見つめている。

「メイドさんが普通の路上に、当たり前みたいにいます……」

「最近は、ずっとこうらしいよ」

「すごい街なんですね」

　翔也曰く、そこら中のメイドカフェのスタッフが道に溢あふれているらしい。これでも、一時期よりもかなり減ったのだとか。全盛期とか、どれだけメイドで溢れていたんだ。すごい国だよな、日本って。

　信号を渡った先にもメイドがいて、健気に声を張り上げながらチラシを配っている。四阿ちゃんは再び鑑賞モードだ。

「参考になる？」

「はい。きっと文化祭では呼び込みとかも必要になりますので……」

　感心してしまうぐらい真ま面じ目めな子だ。

　四阿ちゃんの気が済むまで待ってから、最初の目的地へと向かう。以前、翔也と俺がご奉仕してもらったメイドカフェだ。

　多数の人が行き交う中央の通りを進んで、一階にコーヒーショップが入っているビルに入る。そして、エレベーターで六階へ上がった。

　エレベーターの扉が開き、降りると、

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　甲高い二重奏が響き渡る。カウンターにいるふたりの声が完全にシンクロしていた。

「お嬢様もお帰りなさいませ！」

　そして、客が男だけではないと知るや、四阿ちゃんの方にも丁寧に挨拶をする。とてもプロ意識が高い……。

　そこにいた彼女たちはもちろんメイド服着用だ。黒のワンピースが基本となって、その上に白いフリル付きのエプロンをつけている。レース付きのカチューシャやオーバーニーソックスも白だ。スタンダードなメイド服と言っていいだろう。

　とりあえず、戸惑い気味の四阿ちゃんを伴ってカウンターに行く。

「ご主人様は、こちらは初めてですか？」

「俺は二回目ですけど、こっちの子が初めてです」

「ありがとうございます。では、当店でのお願いがございます！」

　そこでの説明を聞いてから、俺たちはひとりのメイドに連れられて奥へと入る。中は壁や天井、それについた灯り、さらにはテーブルや椅子、そして皿などもすべて西洋風で、異国情緒に溢れていた。

　そして、俺たちはふたり席へと座る。座った木製のテーブルは縁が彫刻されており、とても高級感を感じさせた。

「ご注文が決まるころに、お伺うかがいしますー」

　一礼して、案内してくれたメイドは去っていく。

　それを見届けてから、四阿ちゃんはほうっと溜息を漏らした。

「なんだか、日本じゃないみたいで圧倒されます……」

「わかる。俺も最初来た時は、カルチャーショックを受けたしね」

「外国の文化を演出するというのは今までになかった発想ですね。その上、メイドさんがいる空間というのはそれだけで日常からも切り離されますし……。参考になります」

　納得したのかうんうん頷く四阿ちゃんは、次にメニューを開く。

　すると、途端に目を見開いて白黒させ始めた。どうやら、驚いているらしい。

「ご機嫌な黒猫さん、さみしがり屋のミンクさん……。メニューの名前もかなり変わってますね。一見してコーラとか、カルピスとかわかりません。さすがです……」

　メイドカフェではよくあることだけど……。何にせよ、四阿ちゃんは着実にメイドカフェに対する理解を深めつつあった。

　俺もメニューを受け取って、何を頼むか決める。財布に厳しいので、ワンドリンクにしておこう。

　俺と四阿ちゃんは、それぞれワンドリンク注文してドリンクを待つ。

「参考になりそう？」

「はい、とっても。それにメイド服って実際に見てみると魅力的ですね」

「着てみたくなった？」

「そ、それとこれとは、また話が別ですが……。でも、夏海ちゃんが着たら、絶対に可愛いと思います」

「ああ、それは確かに……」

　ちっちゃなメイドさんの夏海か。想像すると胸が熱くなるな。俺の中で、新しい萌えが夜明けを迎えそうだ。

「でもさ。この前も言ったけど、四阿ちゃんも似合うと思うよ」

「か、からかわないでください……。わたしなんて……」

「からかってなんかないよ。絶対に似合うと思うから。保証する」

「……お兄さんは、口説き文句が随分上手くなりましたね」

　四阿ちゃんは、少しだけ疑う目をこちらに向けてくる。

　彼女にそんなことを言われてしまうとは……。自覚があんまりないけど、ろくでもない人間になりつつあるのか、俺は。

　でも、本当に似合うと思うんだけどな……。

「お待たせしましたー」

　そして、メイドがドリンクを持ってきてくれた。通称、ご機嫌な黒猫さん、さみしがり屋のミンクさんだ。

　四阿ちゃんが、さみしがり屋のミンクさんをストローで一口すする。

「個性的な名前ですけど、味は普通ですね」

　ちょっとがっかりした様子だった。得体の知れない飲み物が出てくるよりはいいと思うけど。俺の頼んだご機嫌な黒猫さんも普通のコーラだ。

　その後も四阿ちゃんは、ジュースを飲みながら、些さ細さいなことでも見逃すまいと周囲に目を光らせていた。

「……あれは何をしてるんですか？」

　何かを見つけたらしい。彼女が見ている方を向くと、そこにいたメイドはテーブルの横について、ケチャップの容器を動かしていた。

「ああ、あれはオムライスにケチャップで絵を描いてるんだろうね」

「絵を？　オムライスに文字を書くとか、そういうのと同じですか？」

「それに近いかな。可愛いメイドさんに描いてもらえると嬉しいんだよ」

　メイドカフェの定番のようで、大体どこにでもあるということだ。

「面白いですね。デザートでも、チョコレートソースで同じことができそうですし……」

「あとはホットケーキとかに針金で焼印を入れるとか、そういうサービスもあるらしいね」

「それも面白いですね。でも、火を使えるかどうかがまだわからないので、その辺りは一旦保留です」

　よく考えてるな……。この子は本気でメイドカフェをやろうとしている。そのひたむきさは見習いたくなるし、応援したくもある。

　そのまま彼女は他の席にも目を向けて、メイドたちの仕事ぶりを眺めていた。







「ご主人様、お嬢様、すみません。よろしいでしょうか？」

　聞き慣れない声に振り返ると、いつの間にかテーブルの横にメイドがいた。

「どうかしましたか？」

「いえ。店内でのお願い事をした時に、おふたりのお名前を伺うのを忘れてまして。あ、名前だけで結構ですよ」

　翔也と来た時は、名前なんか聞かれなかったと思ったけど。会員登録か何かか？

　まあ、名前ぐらい、別にいいか。

「武紀です。武器の武に、紀元前の紀」

「小こ由ゆ奈なです。小さな由に、奈良県の奈です」

　四阿ちゃんも首を傾げつつ答える。

「ありがとうございます。お手数をおかけしましたー」

　俺たちの名前を確認したメイドは、礼を言って立ち去った。

「どうかしたんでしょうか？」

「……うーん、なんだったのかなぁ」

　理由もわからなかったため、特に気にすることもなく四阿ちゃんはメイド仕事の観察を再開した。

　その五分後。

「ご主人様。お嬢様。お待たせ致しました」

　先程のメイドが再びやってきた。その手には皿を持っている。横から見るとホットケーキみたいだけど……。

「ホットケーキなんて頼んでないけど……」

　四阿ちゃんも頼んでないだろう。彼女を見ると、ふるふると首を振っている。

「いえ、これはおふたりへの祝福ですっ！」

　祝福？　なんだ、それ？

　そんなこちらの疑問を特に気にすることなく、メイドはそのホットケーキの乗った皿を中央に置く。

　そこには――ハート型のホットケーキが乗っていた。

　その上、相あい合あい傘がさが焼き印で描かれていて、その中には俺と四阿ちゃんの名前が書き込まれている。

　それを見て、四阿ちゃんが一瞬にして頰を朱に染めた。

「あっ、あの、あの……。ちがっ……！」

「恋人同士の方が来られた時にさせていただくサービスなんです！　この店には、自分の名前が描かれた部分を、相手にあーんして食べさせると、幸せになれるという伝説があるんですよ～」

　四阿ちゃんのどもった声は聞こえなかったのか、メイドは大仕事を果たしたかのように得意そうな顔をしている。そして、「では、ごゆっくりどうぞ～！」と言い残して、軽やかに去っていった。

　思わず、メニューを見る。確かに、そのサービスは載っていた。

『カウンターで恋人同士だと申告すれば、相合傘と名前を描いたホットケーキをお出しします』

　と言っても、俺たちはそんな申告もしていないぞ。間違いなくどこかで情報の伝達ミスがある。

　しかし、周囲にそれらしいカップルはまったくいなかった。男女のグループはいるんだけど、男と女がペアのテーブルはない。

　もう一度、注意深くメニューを見た。……下に小さく注意が書いてあるぞ。

『※また恋人同士に見えるふたりには、メイドたちが気を利きかせて、サービスする場合もあります』

　マジかよ。気を利かせすぎだろ。あさっての方向に。

　何にせよ、別の誰かの注文とか他の人へのサービスとか、そういった間違いではないらしい。

「……い、いただきましょう」

　四阿ちゃんはナイフとフォークを持って、強大な敵に立ち向かう雰囲気を醸し出している。

「無理しなくてもいいんだよ？　下げてもらってもいいし」

「いえ。せっかくの機会です。参考にします……」

　意思は堅いらしい。結構、向こう見ずなところがあるな、この子……。

「あ、あの……。でも、お兄さんが嫌なら……」

　すると一転、自信なさげな表情でこちらを見てくる。

　嫌なわけがない。せっかくのサービスだし、ここで四阿ちゃんの決意を揺らがせるのもよくないだろう。

「嫌な理由がないよ。じゃあ、食べようか」

「は、はいっ！」

　とりあえず、ホットケーキを縦に分割する。

「なんだか、ハートが割れたみたいで印象が悪くなりますね」

「……自分の心をあげるって意味だろうから、気にしないでもいいんじゃないかな」

「なるほど……」

　四阿ちゃんの言葉に、適当な言葉を返したら納得されてしまった。……今後、不用意な発言は控えよう。

　さらに自分の名前が描かれた部分を横に短冊切りにした。一枚フォークに刺す。

『この店には、自分の名前が描かれた部分を、相手にあーんして食べさせると、幸せになれるという伝説があるんですよ～』

　噓うそにしか聞こえないが……。

　さて、本当にやるのか、俺？　とてつもなく恥ずかしいぞ。

　いや、四阿ちゃんは今本気でメイドカフェの勉強に取り組んでいるのだ。間接的とはいえ、出し物がメイドカフェになったのは俺が原因。責任は取らねばなるまい。

　大丈夫。世間は自分が思っているほど、ただの高校生ふたりに注目などしない！

　分割した一切れが刺さったフォークを、しばし見つめ――。

　俺は四阿ちゃんの目の前に差し出した。

　そこには、顔を赤くして照れる四阿ちゃんはおらず――。

　自分で切った一切れを「あ、おいしい」と言いながら食べている四阿ちゃんがいた。

　あれ？

　ふと、四阿ちゃんが俺の差し出したフォークを不思議そうに見み遣やる。

　いかん。恥ずかしすぎる！

　四阿ちゃんはホットケーキを食べるとは言ったけど、食べ合おうとは一言も言ってないじゃないか！

「えっ？」

　何かに気付かれる前に、すぐに引っ込めた。

　……いや、絶対にバレてるよな。

「ははは……」

　とりあえず、笑って誤ご魔ま化かしておこう。……誤魔化しきれなくて、生きるのが辛い。







　一通り、四阿ちゃんのメイド勉強も終わったので、俺たちはメイドカフェを後にする。さっきのフォーク差し出しまでいったあの件について、四阿ちゃんは気を利かせてくれているらしく尋たずねてこなかった。ありがたいことこの上ない。そのおかげで俺の精神的な均衡は保てている。

「えっと……、次は服ですね」

「うん。じゃあ、次はこっちだよ」

　四阿ちゃんは外に出ると、また俺の袖口を摑んだ。ちょっとだけ引っ張られる感覚が、とても心地よくくすぐったい。

　ふたりで秋葉原の中央通りから一本外側の道へと入る。ここは何回か通ったことがあるけど、いつ見ても混沌とした通りだと思う。周囲はパソコンショップや御飯処、メイドショップと関連性がまるでない。だけどそれを誰もが当然と受け止めている。もっとも、俺もこの空気は嫌いではなかった。

　そんな通りを一〇〇メートルも歩かないうちに目的の場所へと到着する。『シュガーフルーツ』と呼ばれるメイド服専門店だ。とりあえず、翔也にメイド服を買うならここだと教えられた場所である。

　中には当然メイドがいて、店内は乙女っぽい艶あでやかな飾り付けが成されていた。

　この店には来たことがないため、さすがに躊躇ためらってしまう。とはいえ、俺が緊張してもしょうがないので、さっさと心を切り替えて中に入る。

　店内に入るとそこには、何十着ものメイド服が広がっていた。いや、陳列されているという方が正しいのだが、本当に今までに見たこともない数のメイド服があるため、広がっていると言う方が正しい気がするのだ。

　スタンダードなメイド服もあれば、ウエイトレスが着るタイプのものまである。和風なものもあるし、アイドル衣装がモチーフらしきものもあった。しかも、色とりどりだ。ここで見つからないメイド服はないと言ってもいいんじゃないだろうか？

　なぜ翔也はこういう店を知っているのか気になったが、とりあえず些事なので横に置いておく。

　ふと横を見ると、四阿ちゃんが俺の袖口を摑んだまま固まっていた。完全に圧倒されているらしく、体が硬直している。

「お帰りなさいませー」

　あ、挨拶はやっぱりこうなのね。

　礼儀正しく挨拶を終えた店員さんがこちらに歩み寄ってくる。

「メイド服をお探しですか？」

「あ、あの……、その……」

　話しかけられた四阿ちゃんは、まだ気持ちが落ち着いていないのか、しどろもどろだった。

「高校の文化祭で使うメイド服を探しに来ました。一着は買う予定なんですけど、それ以外はこちら側で作ることになると思います」

　混乱している四阿ちゃんの代わりに答える。

　店員は微笑を浮かべて、「わかりました」と頷いた。

「四阿ちゃん、大丈夫？」

「……大丈夫です。すぅー……はぁー……すぅー……はぁー……」

　四阿ちゃんは深呼吸して、気持ちを落ち着ける。仕草がいちいち可愛らしいな、この子は。

「作るということはシンプルな方がよろしいですか？」

「あ、はい。そうですね。ただ、少しぐらい複雑でもなんとか……」

　店員が質問を投げかけてくるが、今度は四阿ちゃんがしっかりと答えた。

　すると、店員は「だとすると、そうですねぇ……」と呟きながら、一着のメイド服を持ち出してくる。

「では、こちらはどうでしょう？　ドロシーメイド服です」

　差し出されたメイド服を、四阿ちゃんはしげしげと眺めたり、触ったりしながら品定めし始めた。その瞳は真剣そのもので、邪魔ができない雰囲気なのだけど……。

「……着ないとダメなんじゃないかな」

　おそらく試着するのが恥ずかしいのだろう。着ようとする気配がない。

　しかし、ここは俺が心を鬼にして促した。四阿ちゃんは「うう～……」と小さく唸る。さらに少しだけ涙目になって、俺への非難と不安な感情が交ざった表情をこちらに向けた。

　そんな表情もやっぱりあどけない。こういうと語弊がありそうだけど、弄いじり甲斐があるというか――いや、四阿ちゃんに失礼だし、そんな不届きな邪念は控えよう。

　四阿ちゃんは覚悟を決めたのか、店員に向き直った。

「……すいません。試着をお願いします」

「では、こちらにどうぞ～。ひとりでは難しいので、お手伝い致します」

　そして、四阿ちゃんと店員が試着室に入って、待つこと五分。

　メイド服を試着して、私服から変貌した四阿ちゃんが出てきた。

「ど、どうでしょう……」

　このメイド服の名称の由来を一発で理解する。これは『オズの魔法使い』の主人公、ドロシーがモチーフになってるのだろう。

　フリルよりも幅広いラッフルのついた水色のメイド服に、膝を覆い隠す純白のエプロン。頭にはホワイトブリムも付き、四阿ちゃんの三つ編みにはメイド服と同じ色のリボンが結ばれていた。ソックスは白のオーバーニーソックスで、小さな赤いリボンがワンポイントで付いている。

　これで、かごでも持たせれば確実に『オズの魔法使い』で主人公を張れるだろう。オーディション合格間違いなしだ。

「あ、あの……？」

「ああ、ゴメン。すごく似合ってるよ！」

　見とれて無言になってしまった。本日二度目だ。

「ほ、他には、何かありますか？」

「メイドというよりは、ウエイトレスの方が近い気がするかな。高校の文化祭で使うにはぴったりかもしれないね」

　そう言うと、四阿ちゃんは難しい顔をした。

「なるほど……。だとすると、わたしの思い描いている印象とちょっと違うかもしれないです」

「そうなの？」

「ウエイトレスっぽさとか高校の文化祭らしさがあると、どうしても平凡になってしまいますからね。わたしとしては、『いつもとは違う日常』を演出してみたいんです」

　なかなかのこだわりだ。簡単には納得しそうにない。

「じゃあ、もう何着か試着してみないとね」

「……やっぱり、そうなりますよね」

　俺がさらに試着を勧めるが、四阿ちゃんは乗り気ではなさそうだ。

「頑張ります……」

　そして、話を聞いていた店員さんが喜々として、四阿ちゃんを試着室へと誘う。ふたりは再び、試着室に入っていった。

「ええええええええええええええっ……」

「『いつもとは違う日常』ということでしたら……」

　試着室から四阿ちゃんの悲鳴じみた叫びと、店員さんの説明が微かすかに聞こえてくる。どんなメイド服なのやら……。四阿ちゃん、大丈夫かな。

　それから少しして、試着室から出てきた四阿ちゃんが、店員さんに押されて俺の目の前まで静々と歩いてくる。

「あっ。あのっ……あのぅ……あのっっ……」

　とても慌てている四阿ちゃんは可愛いのだが……。

　そんな彼女のメイド服はとても肌の露出度が高かった。四阿ちゃんの小さいへそが完全に見えている。黒が基調となっているけど、メイド服なのか、これ？

　上はビキニと言ってもいいだろう。下はサロンエプロンと呼ばれる胸当てのないフリル付きのエプロンで、大事な部分がかろうじて隠れている程度だった。手には黒のサテンロンググローブをつけていて、足は黒のオーバーニーソックスを履きガーターベルトで留めていた。

　メイド服かどうかと問われれば、疑問符が付くかもしれない。でも、メイド服だと主張されれば、なんとなく納得してしまいそうな代物だ。

「ちっ、ちがっ、ちがっ……！」

　彼女は慌てて、まったく呂ろ律れつが回っていない。でも、言いたいことはなんとなくわかる。

　俺の方もなんと言えばいいのかわからず、固まってしまった。いや、普段の四阿ちゃんからは考えつかない大胆な格好なので、かなりの衝撃だったということもある。

「後ろはもっと大胆なデザインなんですよ～」












　店員さんが四阿ちゃんの体を反転させて、俺に背中側を見せてくる。

　背中と、そしてお尻まで、ほとんど丸見えに近かった。

　張りのあるちっちゃなお尻が、なめらかなラインを描いて、まるでつるつるな桃のようである。サロンエプロンの後ろは、Ｔバックになってたのか……。

　あまりの露出度に思わず、目を逸そらした。しかし、脳内メモリーには即座に保存されてしまって、思い出すのが容易だったりする。

「いやああああああああああっ！」

　四阿ちゃんは店員さんを振りほどいて、試着室へと逃げ込んでしまった。

　眼福だったが、四阿ちゃんの気持ちを考えると、ガンガン罪悪感が湧いてくるな。終わったら、別の形でお詫びしておこう……。







　それから、四阿ちゃんは正統派のメイド服を五着ほど試着して、俺に感想を求めてくる。

　四阿ちゃんは大体何を着ても似合うが、やはり黒が基調で白のラッフルが付いているメイド服が一番だった。胸元から膝までを覆うエプロンが白くて、とても白と黒のバランスがいい。メイドの本分とも言える奥ゆかしさが、きちんと備わっている。胸元の赤いリボンもいいアクセントになっていた。

　四阿ちゃんもそれが気に入ったらしい。また制作もできるだろうということで、あっさりとそれに決まった。

　メイド服を購入し、さて帰ろうかと出口に向かったところで、四阿ちゃんが何かに気付く。

「あ……」

「どうかした？」

「いえ。ちょっとちっちゃくて可愛いメイド服があったので……」

　四阿ちゃんが指し示す方を見る。確かに子供用のメイド服があった。四阿ちゃんの買ったものとは違って、白が基調のメイド服だ。スカートの方は黒と白のチェックで、黒のレースがついている。

「夏海ちゃんにすごく似合いそうです」

「確かに」

「サイズも、たぶんこれならぴったりですね」

「わかるの？」

「ええ。服を一緒に買ったりした時に、覚えちゃいました」

　買っていけば夏海は喜ぶかもしれないが、いかんせん高いな。今の財政状況で軽々しく買える代物ではない。

「あ、そのメイド服、気に入られましたか？」

　先程の店員が再び、俺たちに歩み寄ってくる。

「いえ、すごくいいとは思うんですけど、お金がないので……」

　丁重に断ろうと思ったが、

「それでしたら、タダでどうぞ」

　と店員は言い出した。

「お客様のご意向を無視して調子に乗ってしまったお詫びです。てっきり恋人だと思って、ついついこのぐらいなら、と……」

　……ああ、あの露出度の高かったあれか。思い出すと、すぐにあの可愛らしいお尻が頭に浮かんでしまう。抑えようとしても、脳内メモリーの削除はかなり難しい。

　そしてメイドカフェに続いて、また恋人に間違われたのか、俺たちは……。

「それはともかく、タダって。いくらなんでも、気前よすぎじゃないですか？」

「お詫びというのもあるんですけど、この服、残念なことに売れ行き悪いんですよ。そろそろ新しい商品が入荷されるんですけど、その時に捨てられてしまうかもしれないんで……。よくても倉庫行きですね。それなら、使ってもらえる人のところに行った方がいいかなと」

「なるほど……」

　まあ、そういうことならいいのかな。

　とはいえ、実際の被害者は四阿ちゃんなので、本人に判断を委ゆだねよう。

「四阿ちゃん、どうしようか？」

「……捨てられてしまうということでしたら、謹つつしんで頂戴致します」

　少し困り気味の四阿ちゃんだったが、やはり廃棄されるのは忍びないらしく、素直に受け取った。







　秋葉原から最寄りの駅まで戻って、以前ゆうきに紹介してもらったアイス屋へと向かう。アイスの奢おごりでも、あの眼福な映像にはまったく足らないが、少しずつ返さなければ……。

　遠慮する四阿ちゃんだったが、強引に買って手渡すと断るのを諦めてくれた。

「あ……。美お味いしい、です……」

「それならよかったよ」

「ありがとうございます」

　純粋な眼差しで見られると、奢った理由が理由なだけにとてもいたたまれなくなる。思わず、顔を逸らした。

　そして、少し歩き疲れたらしい四阿ちゃんを連れて、近くの公園まで歩く。いつもの公園だ。

　ベンチに座って、ようやく人ひと心地ごこちついた。

「ふぅ～……」

　四阿ちゃんが深々と溜息。さすがに疲れたらしい。

「疲れた？」

「あ、すいません。わたし、あまり外に出ないので、すぐ疲れちゃうんですよ」

「いや、ゴメンね。あんな遠いところまで」

「いえ。普段行かないところで、楽しかったですよ」

　愚ぐ痴ちひとつ言わないなんて、本当にいい子だなぁ。

　色々と不愉快なこともあったはずなのに。

「俺と恋人扱いなんて、すごく迷惑だったでしょ？　本当にゴメン」

「そ、そんなことないですっ……！」

　いきなり、四阿ちゃんは語調を強くした。まるで俺が「四阿ちゃんは迷惑だと思っている」ことを嫌がるみたいに……。

　だけど、彼女の想い人は三宅くんなのだ。それなのに、俺と恋人扱いなんて不本意極まりないはず……。

「でも、君は三宅くんを……」

　俺がそう指摘すると、どうしたことか彼女は力なく俯いてしまった。

　しばらく、お互い無言の静寂な時間が続く。

　そして、四阿ちゃんは意を決したのか、勢いよく顔を上げ、その真面目な瞳をこちらに向けた。

「あの……。軽蔑されるかもしれませんけど、わたしの悩みを聞いてもらえますか？」

　とても真しん摯しな声音で、四阿ちゃんはそう呟く。とてもとても不安そうに……。

　何を言うつもりなのかはわからないが、悩んでいるのなら聞かなければ、年長者として失格だろう。

「俺でいいなら聞くよ。でも、先に言っておくけど、軽蔑なんて絶対しない」

「……ありがとう、ございます」

　少しだけ、躊躇うそぶりを見せて――四阿ちゃんははっきりと言った。

「わたし、お兄さんが好きです」

　ドキリとする。あまりにも直球なその言葉に、俺はすぐに二の句が継げなかった。

　どういう意味だろうか。親友の兄として？　上級生として？　それとも、異性として？　いきなりの展開に動揺してしまう。

　だが、台詞の内容とは裏腹に、四阿ちゃんの表情はなぜか暗い。

「でも、まだ拓海くんを好きだっていう気持ちもあります。だから、今の気持ちが本当に恋なのかどうか、わからなくなりました……」

「わからない？」

　そう尋ねると、彼女は躊躇いがちにこくりと頷いた。

「拓海くんが夏海ちゃんに告白した時、わたしは夏海ちゃんに嫉しつ妬としました。彼を好きだと思ってたから、夏海ちゃんと絶交までして……」

　震える声で彼女は言葉を紡つむぐ。そして、胸に手を当てて、悲しそうな表情を浮かべた。

「だけど、少し前から、今度はどんどんお兄さんのことが気になってきたんです……。二人を好きになるなんて、とわたしは自分で自分を軽蔑しました。だけど、もうひとつ別の考えが浮かんできたんです。もしかしたらわたしは誰かを好きになってるんじゃなくて、恋に憧れてるだけなんじゃないかって。ただ、近しい相手に理想の恋を求めてるだけじゃないかって……。恋愛感情って、そんな簡単に揺るがないものじゃないですか？」

　恋に憧れてただけ。

　恋に恋していた、ということだろうか。物語ではよくあるエピソードだけど……。

「いくつもの恋愛小説の本を読んでとても感動したから、自分もそうなりたいなんて心のどこかで思ってたはずなんです。だとしたら、わたしは自分に酔ってただけだったんだって……。そう思ったら、あの時のことは何だったんだろうって……」

　そして、四阿ちゃんはスカートの裾をきゅっと摑み、泣くのを堪こらえ、言葉を口にする。

「ごめんなさい……。わたしは、その程度の気持ちで夏海ちゃんの心を傷つけちゃったんです……」

「四阿ちゃん……」

「しかも、わたしは恋人扱いを迷惑だなんてお兄さんに思って欲しくなかったんです……。ごめんなさい……。自分勝手で……ごめんなさい……」

　四阿ちゃんの手に、堪えていた涙がぽつぽつと落ちていく。

　それは、まるで懺ざん悔げだった。

　自分の気持ちを信じることができなくなったという、自己嫌悪。

　三宅くんへの気持ちが俺のせいで混乱してしまい、自分の想いがわからなくなったのかもしれない。そして、もし三宅くんへの想いが恋愛感情ではなかったのであれば、夏海と絶交した理由が限りなく薄れてしまう。

　それが、心苦しかったのだろう。心はとても痛かったはずだ。

　だけど内容が内容だけに、それを誰にも相談できない。ひとりで溜め込んで、ずっとずっと悩んできたのだ。

　それでも、どこかで限界は来る。四阿ちゃんは心に溜め込んだままでいることが、もう限界だったのだ。俺に言うのも、かなり悩んだ末の結論なのだと思う。

　とても真面目な子だからな。きっと、心の底でずっと答えを求めていたのだろう。

　さて、俺はどうするべきか――なんて考えるまでもない。

　俺はベンチから立ち上がって、四阿ちゃんの前で中腰になった。

「四阿ちゃん、顔を上げて」

　ハンカチを取り出す。そして、四阿ちゃんの眼鏡をちょっとだけ持ち上げ、その目尻に溜まった涙を拭いた。

　それから肩に手を置いて、少しでも安心してもらえるように優しく囁く。

「四阿ちゃんの想いが、恋じゃなかったって、そう決めつけるのはまだ早いんじゃないかな？」

　四阿ちゃんは、目を瞬かせた。予想外の言葉だったのかもしれないが、俺はそのまま続ける。

「それに、あんまり難しく考えなくていいんだよ。夏海のことはもう解決した話だし、君が三宅くんと俺を好きでいてくれたとしても、誰かが傷ついたわけじゃない」

「でも、勝手すぎます……」

「自分の心の中ぐらい自分勝手でいいじゃないか。それを言ったら、俺だってみんなが好きだ。咲も理り恵えも、春はる姉ねえも夏海も、ね……。全員を幸せにしたいって思ってる」

「全員を、幸せに……」

「俺はともかく、四阿ちゃんはもっとゆっくり考えていいと思う。焦ったりすることもないよ。三宅くんへの気持ちが本物だったのか、今の気持ちはどうなのか、ゆっくりと自分の心と向き合っていいんだよ。人の心はいつだって、うつろっていく。その時、自分自身がどういう答えを出すのかが大事なんじゃないかって俺は思うんだ」

「お兄さん……」

「それに、四阿ちゃんみたいな可愛い子に好きだなんて言われて、迷惑だなんてことはないよ。それは信じて欲しいかな。これはこれで身勝手だけどね」

　俺の言葉が、どこまで四阿ちゃんの心に届くかはわからない。

　だけど、俺の言葉で僅わずかでも四阿ちゃんの心が癒いやせるのなら、いくらでも言葉を紡ぎたい。

　それから少しして、四阿ちゃんはゆっくりと頷いた。

「はい……。ありがとう、ございます……」

　そして、彼女は肩の荷が下りたのか、柔らかい微笑を浮かべる。

「お兄さんは、やっぱり――――です」

「え、何か言った？」

「えへへ、内緒です……」

　はにかむ四阿ちゃんは、とても魅力的だった。







　一旦、四阿ちゃんと一緒に俺の家へと戻る。四阿ちゃんが、夏海にメイド服を着させたいらしい。まあ、気持ちはわかる。

「ただいまー」

「お邪魔します」

　俺と四阿ちゃんが玄関を開けると、

「おかえりなさーい！　小由奈ちゃんもいらっしゃーい！」

「おかえりなさい、たーくん。あら、小由奈ちゃんも一緒なのね」

　夏海と春姉が玄関までやってきて出迎えてくれた。毎度のことながら、律りち儀ぎである。

「小由奈ちゃん、メイド服、買えた？」

「うん。夏海ちゃんのもあるよ」

「ホントに!?　やったー！　夏海の部屋にいこ！」

　そんなやりとりを交わして、夏海は四阿ちゃんと一緒に二階へと戻っていった。

「メイド服？」

「ああ、実は……」

　春姉の疑問に、今回の事情を話す。夏海がメイド服をもらった理由もすべて話した。四阿ちゃんのお尻の件は伏せたけど……。

「へぇ～……。夏海ちゃん、いいなぁ」

「春姉もメイド服とか着てみたい？」

「そうだねー。ちょっとだけ興味はあるかなー」

　そう言って春姉は俺に向き直る。そして、ドレスタイプのエプロンを摘つまんで、少しだけ持ち上げた。

「お帰りなさいませ、ご主人様。……こんな感じかな？」

　上目遣いで言われて、ちょっとドキリとした。ただでさえ春姉は奉仕する側の人なのだ。メイド服なんて着られた日には、俺は間違いなく怠たい惰だになってしまう。

　……とはいえ、一度ぐらい春姉のメイド姿を見てみたいな。

「また、何かあったら春姉のメイド服買ってくるよ」

「あははっ。無理しなくていいからね」

　春姉とそんな約束を交わしてから、時を置かずに階段をすごい勢いで下りてくる足音が響く。

「おにいちゃーん……じゃなかった、ご主人様！」

　例の小さいメイド服に身を包んだ夏海だった。丁寧にツインテールには大きなリボンまで結んである。

　これはもはや純白の天使と言っていいだろう。完璧としか言いようがない。

「ま、待って、夏海ちゃん！」

　次いで、四阿ちゃんも下りてくる。彼女もメイド服に着替えていた。

　ふたりも家の中でメイド服を着てると、この家が本当に日本なのか疑わしくなってくるな。

「似合うかな？」

　夏海がくるりっと回ったり、ポーズをつけたりする。

　俺は苦笑しながら答えた。

「ああ、似合ってる。天使みたいだ」

「やたーっ！」

　夏海のはしゃぎっぷりは見ていて気持ちがいい。

　ふと、四阿ちゃんを見ると彼女もクスクス笑っていた。やっぱり、このふたりが仲よくしてるのを見ると心が和む。

「ご奉仕、ご奉仕っ！」

「夏海ちゃん、もうお終い。あとは文化祭でね」

「はーいっ！」

　そんなやりとりを眺めながら、俺は文化祭で絶対にふたりのクラスに行くことを決心した。

　恐れずにメイドカフェを提案した三宅くんに大感謝である。

　文化祭の日を楽しみにしていよう。




　　　　　◆




　部屋に戻った夏海と四阿は元の服に着替えて、メイド服を丁寧にしまっていた。

「小由奈ちゃん、お兄ちゃんと一緒で元気出た？」

　不意に、夏海が尋ねてくる。

「え……？」

「最近、小由奈ちゃん、元気なさそうだったから。でも、もう元気そうだね」

　無邪気に振る舞っているようでも、小さな親友は結構聡い。勉強の成績では常に上位を争い続けるライバルなのだ。

　だから、四阿は夏海に最近の様子を指摘されてもあまり驚くことはない。ただ、やっぱり隠し事はできないかと感心するだけだ。

「心配してくれてたんだね。ありがとう、夏海ちゃん」

「当たり前だよ、親友だもん。やっぱりお兄ちゃんが何かしてくれたの？」

「うん。悩んでたんだけど、お兄さんに相談したら、少しだけ気が楽になったかな」

　もちろん、四阿の求めていた答えが見つかったわけではない。想いの答えは、すぐさま解ける簡単なものじゃないのだ。

　だけど――。

「ゆっくりと考えることにしたの。もう少し自分の心と向き合ってみるんだ」

「そうなんだ、よかったね！　でも、夏海にも相談してもらっていいからね？」

「うん。ありがとうね、夏海ちゃん」

　三宅への想い。武紀への想い。あるいは、恋への憧れ。

　一度、すべてを受け入れ、それから答えを決めようと四阿は決心していた。

「ねえ、夏海ちゃん」

「なあに？」

「お兄さんって、素敵な人だね」

　秘め事を明かすみたいに、四阿は本音を囁く。それは先程、公園で当人には聞こえないよう、呟いた言葉だ。

　それを聞いた夏海は得意そうに、

「だって、お兄ちゃんだもん」

　と、にこやかに笑った。
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「……最近、小こ由ゆ奈なちゃんの武たけちゃんを見る目がちょっと違うんだよね」

　理り恵えが小声で、ふたりへとそんな予想を伝えた。

「え……。好敵手ライバルというか、同志出現？　うーん……」

「そ、そうなるのかなぁ。そういう可能性もあるって感じかも。むー……」

　咲さきと理恵が神妙な顔をして、そんな言葉を交わす。お互い、どうしたものかといった様子だ。

　そこへゆうきが口を挟む。

「話を聞いた限りでは、ふたりがメイドカフェに行った時に何かあったと見るべきだろうな」

「何かあった……？　口説いた、とかっ？」

「い、いくら何でもそれはないかなぁ……。小由奈ちゃんからはメイドカフェに行って、服を買ってきたとしか聞いてないし……」

　ゆうきも咲も理恵も、一様に『何かあったんだろうなぁ』という呆あきれ気ぎ味みの表情をした。

「まったく、ギャルゲーの主人公が板に付いてきたな。彼は……」

「あ、そうだ。伊い藤とうさん、それそれ！」

　咲が確認を取るように、ゆうきに何事かを促す。

「それ？　……ああ、すっかり忘れてたな。では、そろそろ本題にいくとしようか」

　ゆうきが、布団から這はい出だして、テレビの電源とゲームの電源をオンにした。

　しばらくして、テレビには『つんで♪れーしょん』というタイトルロゴが表示される。それは、少し前に発売されたギャルゲー――恋愛アドベンチャーゲームだ。発売は『エターナル　イノセンス』よりも少し前となる。

「さて、これからギャルゲーの説明をするわけだが……」

「待ってましたーっ」

「……しかし、君らも物好きだね。別に説明をしたくないわけじゃないが、知ったところで何にもならないと思うぞ」

　ゆうきはそう言って、コントローラーを押し、ゲームを進めていく。

「だって、これって私たちの生まれ故郷みたいなものでしょっ？　だったら、ちゃんと知っておくべきだと思うんだっ」

「あたしはその……、知っておくべきだって、咲ちゃんに言われただけなんだけど……」

　咲と理恵が、それぞれ思っていたことを言葉にする。

「しかし、生まれ故郷か。間違ってはいない気もするが、今プレイしているゲームは君たちの登場してたゲームとはまったく関係のない別物だぞ。君らの登場してたゲームは、すでにこの世から消えているからな」

　ゆうきを除き、咲も理恵も、武たけ紀のりが『エターナル　イノセンス』を現実に投影することで、顕けん現げんしたヒロインだ。ちなみに『エターナル　イノセンス』というゲーム自体は、投影された直後に存在そのものが現実から消滅していた。

「ううん。ゲームのルールとか、どういうものなのかがわかればいいんだよっ」

「あたし、ゲームとかよくわからないんだけどなぁ……」

　そんな言葉を受け取りながら、ゆうきはふたりにギャルゲーについて解説を始める。

「登場キャラクターとゲームの中で交流しながら、仲よくなっていくというものだ。ふたりに苦難や試練が降りかかったり、デートしたり、普通に学園生活を送ったり……」

「それでっ！　わたしたちの場合は『エターナル　イノセンス』だっけ？　それも同じっ？」

「どうでもいいけど、『エターナル　イノセンス』って直訳すると、『永遠の無罪』じゃない？　あたしたち、何か罪でも抱えてたの？」

「……いや、この場合『永遠の無む垢く』とか『永遠なる純粋』そういう意味になると思うんだが……。ちなみに『エターナル　イノセンス』もゲームのルールそのものは他と大きく変わらない。交流できる対象が五人いて、それぞれにエンディングがある。少なくとも本編の方は、そうなってるな」

「あー。確か『ふぁんでぃすく』とかいうのがあるんだっけっ？　まあ、それは今置いておくけど、わたしたちのゲームは五人と仲よくできるってことは、エンディングも五個っ？」

「他に何かある場合があるの？」

「数は多くないが、全員かあるいは複数人を同時攻略することで至ることのできるエンディングも存在する場合がある。それは、俗にハーレムエンドと言われているな」

「それは『エターナル　イノセンス』にはあるのっ？」

「いや、『エターナル　イノセンス』には存在しない。少なくとも本編では確認されていないな。ファンディスクの方はわからないけどね。こちらは情報不足のまま、彼が投影してしまったし」

「なるほどねっ。なんとなーくわかってきたよっ。……ちなみに、伊藤さんはわたしたちの物語をプレイしたの？」

「ボクか？　……まあ、本編は一通りプレイした。だから、ふたりのシナリオも大体知ってる」

「なるほどっ」

　ゆうきがなんとなくコントローラのボタンを押すと、メッセージが次に進むと同時にテレビから声が出力された。

『べっ、別にお前のことなんか、何とも思ってねぇよっ！』

　テレビ画面には、女の子の立ち絵が表示されている。言葉とは裏腹に、そのキャラクターの表情は赤くなっていた。

「なんか、この女の子の言動、愛あいちゃんに似てる気がするなっ」

「……高たか橋はしが聞いたら、たぶん怒るぞ」

　先程から頭に疑問符が浮かんだままの理恵が咲に尋たずねる。

「ところで、咲ちゃんがなんでゲームのことを知りたいのか、あたしには理由がまだ見えてこないんだけど……」

「ふふっ。前々から断片的に話を聞いて、ちょ――――っと気になることができちゃったんだよねっ！　ゲームをプレイして確信したっ！　明日、武紀くんの家に行って、ちゃんと聞いておかないとっ！」

　そう言った咲は、口元をニヤリとさせた。悪女を演じているらしい。

「無理して悪そうな顔をするな。似合ってないぞ」

　ゆうきが、呆れ気味に突っ込んだ。
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　冬休みのある昼下がり。昼ご飯を食べ終わった春はる姉ねえと夏なつ海み、俺の家族三人は居間でなんとなくテレビを見ていた。

　朝からやっていたバイトはすでに終わっている。夜のシフトはないので、今日は家でゆっくりできるのだ。

　たまには春姉や夏海と一緒にのんびりする。そんな家族水入らずのいい機会だった。

　そんな折、ピンポーンとチャイムが軽快に鳴り響く。

「はいはーい」

　誰よりも早く春姉が立ち上がって、玄関へと向かった。

　夏海が首を傾げる。

「だれだろ？」

「宅急便かな？」

　親戚の叔お父じさんたちは、時々米や野菜の食糧支援をしてくれる。

　ただ――。

「でもあの人たち、そろそろ来るだろうし、タイミング的には変だよなぁ」

　従妹いとこの麻ま衣いは一足先に来ているが、今日は朝からこっちでイベントがあると言って出かけてしまった。何をしにきたんだ、あいつは。

　そんな話をしていると、春姉が玄関を開けたらしい。

「おじゃましまーすっ」

「おじゃまします」

「失礼します」

　聞き慣れた声が居間に届く。

　いや、でも、なんで？　来るなんて一言も言ってなかったのに。

　彼女たちは賑にぎやかな足音を立てて、こちらへとやってくる。

「こんにちはー、武たけ紀のりくんっ！」

「あはは……。なんだか、武ちゃんの家に戻って来ちゃった感じが……」

「やあ、都つ筑づき」

　俺の予想通り、咲さき、理り恵え、ゆうきの面々だ。

「三人ともゆうきの家に泊まるって言ってなかったっけ？」

「うん。泊まってきたよっ。色々楽しいお話してきたんだっ」

　俺の何気ない質問に、咲ははきはきと答える。しかし、理恵とゆうきはなぜか苦笑していた。

　……どうしてだろう。

　そんな様子の三人を見て、妙に嫌な予感が湧き上がってくる。

　というか、何を喋ってきたのか、徐々に気になってきた。

「それで、そのゴールとして、武紀くんに訊きたいことができたわけですよっ！」

「訊きたいこと？」

　最後になぜ俺が選ばれたのかはわからないが……。

　なんだろう。訊きたいことって？

「うん。あのね」

　そして、咲は少しだけ口籠もるそぶりをして、理恵とゆうきの顔を見る。

　理恵とゆうきがゆっくりと頷うなずくと、咲は俺の目を見て言った。

「『エターナル　イノセンス』のゲームで、誰を一番最初に攻略したのかなっ？」

「……え？」

　意味がすぐには理解できなかった。

「だからぁ。『エターナル　イノセンス』のゲームで、誰を一番最初に攻略したの？　ちなみに、攻略順番も訊かせてほしいなっ」

　馬鹿みたいに口を開けたままの俺に、咲は復唱してくる。

「攻略、順番……？」

『エターナル　イノセンス』は、オーソドックスなギャルゲーだ。日常のシナリオから選択肢を選んでいき、その中で主人公が一番仲よく、あるいは主人公が気にかけた女の子の個別シナリオに入って、エンディングを目指すことになる。

　見た目で好みのヒロインを選ぶユーザーもいれば、プレイしている途中で声や性格が気に入って、気がつけば別のヒロインをクリアしていたユーザーもいるだろう。

　そうしてクリアすることを、ユーザーの間では俗に『攻略する』という。

　ゲームを攻略するという意味合いもあるし、ヒロインの心を攻略したという意味合いもあるはずだ。

　そして、『エターナル　イノセンス』でも、咲、理恵、春姉、夏海、葵あおいの五人のヒロインが個別にエンディングを持っている。

「えっと……」

　答えに困り、それ以上何も言えない。そもそも、そんなことを正直に言うのは、やはり憚はばかられる。

「どうなのっ、どうなのかなっ？」

　咲は興味津々な目で俺を見ていた。そんな風に見られても困る。

「……武ちゃん」

　隣の理恵は不安そうに俺を見つめて、

「……別にボクは気にもしてない」

　さらに隣のゆうきは素知らぬ風を装いつつ、チラチラとこちらを窺うかがっている。

「どうしたの？」「どーいうことー？」

　春姉と夏海が不思議そうに尋たずねると、咲が事細かに説明をし始めた。遠慮して欲しかったところだが、止めることもできない。

　咲の説明を聞き終わった姉妹ふたりは、素早く俺に向き直った。

「お兄ちゃん！　夏海の順番はっ？」

「たーくん……」

　夏海は期待した眼差しで俺を見始め、春姉は恥ずかしそうに俺を見ている。

　全員聞かないという選択肢は持ってなさそうだ。何かしらの答えは出さないとみんな納得しない気がする。

　だけど、現実とゲームは違うのだ。

「いや、ほら。ゲームはゲームだしさ。今のみんなとは違――」

「わたしは、武紀くんのわたしたちに対するファーストインプレッションが訊きたいんだよねっ」

　咲は、曖あい昧まいに濁にごすのを不可能にしてしまう。

　しかし、言っても意味のないことだし……。

「気にするのはよくないと思うし、意味がないと思うんだけど……」

「そんな優等生な答えを訊きたいわけではないのですよっ、わたしはっ！」

「うおっ！」

　咲が突如、俺に迫り押し倒し、そのまま俺の胸の上に馬乗りになる。咲のお尻の感触が柔らかくて、ドキドキしてきたんですが……。

「ふふふ……」

　そして、咲は俺にまたがったまま怪しげに微笑ほほえんだ。指が怪しげに蠢うごめいている。

　……え、何する気？

「な、なんだ……!?」

「言わないなら体に訊いちゃうよっ。みんな、ちょっと武紀くんの体を押さえてっ」

「えっ、ちょまっ……！」

　咲の指示によって、俺の四肢がすべて押さえられた。

　俺の右手を理恵が両手で。

　左腕を夏海が寝技のように全身で。

　右足に春姉が両足を乗せて。

　左足をゆうきがアキレス腱けん固がためでそれぞれ押さえ込む。

　完全に動けなかった。

「……何をする気でしょうか」

　束縛されていない口で、恐る恐る尋ねてみる。

「武紀くん。拷ごう問もんの目的って何だと思う？」

「拷問って何!?　……えーと苦痛を与えて、自白を強要するとか、そんなんだったはず……」

「うん、当たり。その中でも相手を傷つけることなく、効果的に自白させられる拷問って何だと思う？」

　そこまで言って咲は、にっこりと笑う。

「く・す・ぐ・り♪」

　……地獄の始まりだった。




「ひ、ひ、ひ、ふぅ……ひひ、ひっ……ひ、ひ、ひひっ、ふぅ……ひ、ひ……」

　くすぐり地獄から解放されたものの、体が小刻みに震えている。自律神経がおかしくなっているのかもしれない。

　しかもさっき、少しだけ花畑が見えた気がした。笑いすぎて、頭がおかしくなってたらどうしよう。

「やりすぎ、た……？　ごめんなさい……」

「だひぃしょおお…ぶらけろ……」

　大丈夫だけど、と言おうとしたのに呂ろ律れつが回らない。

　咲は困った表情を浮かべて、申し訳なさそうにしていた。とはいえ、ここまで抵抗を続けたのは俺だし、咲が気に病むこともない。

　それよりも、問題は――。

「…………………………………」

　部屋の隅で体育座りして項うな垂だれている理恵。

　そして、その隣で、

「…………………………………」

　と同じく体育座りして項垂れている夏海だろう。

　そこの一角が見えない闇に覆われていた。

　体が回復したので、そちらに近づく。

「あ、あの、さ……」

「「……………………………………」」

　ふたりからの返事がない。

「確かに、その……順番のことは……謝るしかないんだけど……。でも、ふたりともそんな順番なんて気にしないで……」

　すると、夏海が顔を上げた。いつもの元気がない。

「でも、夏海、四人目なんだよね？　攻略されたのが」

「そ、そうだけど……。だって、ほら……」

　その時、俺にはロリ属性も妹属性もなかったし、とはさすがに言えなかった。

　夏海はまた俯うつむいてしまう。

「り、理恵……」

　隣に声をかけると、理恵の顔が上がった。しかし、目が死んでる。

「たぶん、あたしは三人目だと思うから」

「攻略されたのが!?　意味、違うよ！」

　どこで覚えたんだ、その台詞せりふ。

　実際、ゲーム中で理恵を攻略したのは三周目ではあるけど……。

　とりあえず、弁解を試みる。

「で、でも、その……。理恵が三番目になったのは、選択肢を間違えたからで……。本来だったら二番目に攻略するはずだったんだけど、なぜか春姉に……」

「え……。わたし、間違いだったの……？」

　失言をしてしまったらしい。今度は春姉が部屋の隅で体育座りを始める。部屋の隅に漂う見えない闇がさらに濃くなった。

「いやいや、そういう意味じゃなくて！　これはゲームのルールなんだってば！」

　ひとりしか攻略できないのだから仕方ないんだ！　それこそ開発メーカーにおける魔法の言葉、「仕様です」と言うしかない。

　そんな風に弁明するものの、春姉はまったく顔を上げてくれなかった。完全に落ち込んでしまっている。

「あう……」

　咲は一番目だったためか、他のみんなに対して申し訳なさそうだ。しかし、結局は俺の行動が引き起こした結果だから、気に病んで欲しくないのだけど。

「だから、聞いてもいいことがないと言ってあったのに……」

　ゆうきがしみじみとそんなことを呟つぶやく。ちなみに俺のクリア順でいうと、ゆうきが扮する明石あかし葵は最後だ。

　ゆうきはその辺り、執着してないのかな。

「ゆうきはあんまり気にしてないのか？」

「なぜボクが君のクリア順を気にしなければならないのか、理由を問いたい」

「いや、流れ的に……」

「明石葵を最後に持ってきた段階で君に見る目がないことはわかりきっている。だから、ボクはまったく気にしていない」

　……その物言いもどうかと思ったが、虫の居所は悪そうだ。

　しかし、この状況をどう打開したものだろうか。

「な、何をすれば許してもらえる？　俺にできることなら、なんでもするから！　だから、元気出してくれ！」

　わからないので訊くしかない。

　そこへ体育座りの夏海が俯いたまま、

「ロマンチックな愛が欲しいな……」

　と呟いた。

　それは、もしかして「好きだ！」とか「愛してる！」とか、そういう言葉を耳元で囁ささやいて欲しいということだろうか。

「ロマンチックな愛……」

　咲がおもむろに呟いて、ゆうきにごにょごにょと小さい声で相談している。何を相談してるんだ？

「まあ、そういうのはあるな。その辺りはボクも雰囲気ぐらい覚えているから、ジャッジは可能だ」

　少し嫌な予感を抱いていると、咲とゆうきが俺に向き直った。咲の表情は、まさにいいことを思いついたと言わんばかりだ。

「じゃあ、武紀くんには『エターナル　イノセンス』の告白シーンの台詞を演じてもらおうよっ」

「それぞれ、印象深いイベントだ。台詞やイベントの正否は、ボクが判定しよう」

　そして、そんなことを呼び掛ける。

「告白、シーン……!?」

「主人公の台詞ぐらい、すべて覚えているだろう、君は」

　慌てた俺にゆうきが冷たく言い放つ。

　確かに一言一句、記憶にあるけど！　それを、みんなに言えと!?

　そして、そんな咲の提案に、理恵も夏海も春姉も顔を上げていた。先程まで落胆していたのが一転、目をキラキラさせている。

「うん……。それなら……」

「お兄ちゃんの告白……えへへ……」

「照れるけど、たーくんから聞かせてくれるなら嬉しいなぁ……」

　逃げ場はなく、すでにみんな乗り気だった。




　告白すると言っても、相手の言葉や反応が必要になるものはＮＧとなる。彼女たちはその時の台詞を知らないのだから、ゲームと同じ反応ができないはずだ。反応がなければ、イベントが成り立たないものも多い。

　つまり、俺が自己完結気味に告白をしなければならないわけだ。

　まあ、そういうイベントに心当たりはあるけど……。しかも、全員分……。自分の記憶力が、この時ばかりは恨めしい。

「じゃあ、夏海からー！」

　楽しそうな顔をした夏海が俺の前にやってくる。俺の顔を見上げるその目は期待に満ち溢あふれていた。

　他のみんなも座りながら、俺たちを囲んで興味津々で眺めている。

「んんっ……」

　ちょっと咳せき払ばらいをして、頭の中で台詞を反はん芻すうした。

　さらに、夏海のイベントの情景も頭に思い浮かべる。

　よし。深呼吸……。深く深く息を吐き、精神を落ち着けた。

　恥ずかしくない恥ずかしくない恥ずかしくない。心の中で何度も唱えて思い込む。

　そして、夏海の目を見つめながら、俺はあるイベントの台詞を口にした。

「確かに夏海は、俺からしたら義理の妹かもしれない。だけど、本当の妹と同じくらいに大事で――」

　いきなり横合いから喉のど元もとに木刀が当てがわれた。横目に見たゆうきは、実にサディスティックな目を向けていらっしゃる！

「君はそのイベントで、お茶を濁すつもりか」

「え、いや、そんなつもりは……」

「もっと、尊とうといものがあるだろう。違うか？」

　確かに今言った台詞は、本命のイベントよりも前のイベントだ。でも、悪いイベントじゃないと思うんだけど……。

「……違うの？」

　夏海が純真無む垢くな目を向けてくる。

　……この瞳は、裏切れない。

　これは本気の本気の本気でやらなければダメだ！

「ごめんな。もう誤ご魔ま化かさないよ」

　俺は決意を新たにする。

　ゆうきに木刀を引っ込めてもらい、俺はまた夏海の目を見つめた。

　それから、頭の中で夏海のシナリオの情景を思い浮かべ、主人公になりきるべく感情移入する。

「夏海。少し、俺の話を聞いてくれないか？」

　名前を呼ばれた夏海は、俺の本気を察したのか緊張した面持ちになった。目をぱちくりさせている。












「夏海は少しずつ俺の中に入ってきたんだよ……。笑ったり怒ったりしながら、さ」

　うう……。しかし、やはり台詞は恥ずかしい。頰ほおが火傷やけどしてるみたいだ。

「お前を追いかけているうちに、世話を焼いたり、一緒に行動したり、たまに助けられたりして……。今まで見ることのできなかった夏海の姿を知ることができたんだ。だけどある日、心の中によくわからないモヤモヤしたものが生まれた。最初はよくわからなかったけど……」

　モヤモヤした感情――。

　でも、その正体はすぐにわかったんだよな。

「そんな時、三み宅やけくんがお前を好きだと知った」

　四し阿あちゃんと夏海が仲なか違たがいしてしまった時があった。それは四阿ちゃんが三宅くんを好きで、三宅くんが夏海を好きだからこそ起こったすれ違い。ゲームの中でも、現実でも回避できなかった悲恋。

「あの時、三宅くんと四阿ちゃんのことを解決できたけど、心の中のモヤモヤはどんどんどんどん強くなってくる。止められなかった。そこでようやくわかったんだ。これは、嫉妬だって。恐怖だって」

　そこで今まで気付かなかった夏海への兄妹愛を超えた想いが、少しずつ形になっていったのだ。

「もし、夏海が三宅くんを好きになれば、お前は俺の傍から離れることになる。夏海の温もりがなくなるって考えたら、もう居ても立ってもいられなくなった。それで、俺は初めて気付いたんだ。俺自身の本当の気持ちに……」

　絶対に放したくない。それは、少し歪ゆがんだ独占欲だ。

　でも――！

「兄だとか、妹だとか、もうそんなことは一切関係ない。こんなこと、兄と妹で許されないかもしれないけど、俺はもうお前の傍観者や保護者でいることなんて無理なんだ。このまま終わったら、俺は絶対に一生後悔しちまう」

　夏海は、頰を赤く染めながら、真剣に耳を傾けてくれている。

「聞いてくれるだけでもいい……」

　何かを言いたそうにしている、夏海に。

「女の子として、本当に大好きなんだ。ずっと、俺の傍にいてくれ……」

　俺は真剣な口調で、言い切った。

　少しだけ、その場に静寂が訪れる。俺の心臓の音だけが、響き渡っている気がした。

　そして――。

「うんっ！」

　頰を染めていた夏海が飛びついてくる。小さな温もりが、俺を安心させた。

　実を言うと、このイベントのあと、夏海はどうしていいかわからず逃げてしまうのだけど。でも、今みたいに飛び込んできてくれる方が嬉しいな。それにこの方が、今の夏海らしい。

　俺の台詞も途中から、少しオリジナル入ったしな……。

「お兄ちゃんの告白、かっこよかったー。夏海も大好きー！」

「あ、ありがとうな」

　夏海の頭を撫なでながら周りを見渡すと、みんなして怪け訝げんな表情となっていた。

　我に返って、途端にいたたまれなくなる。

「……今のって、本当に演技？」

　理恵はとても疑わしい目線をこちらに向けていた。演技であることには間違いはない、はず。でも、本音も混じりました。はい。

「台詞の正否は正確に判断できないが、内容そのものはだいたい合ってるな」

「鬼気迫るというか、本当に告白してるみたいだったよっ！」

　納得しながらゆうきが頷き、楽しげに咲がそんなことを教えてくれた。

「夏海ちゃん、すごく想われてるみたいでいいなぁ」

　さらに春姉も少し物欲しそうな目でこちらを見ている。

　まあ、『エターナル　イノセンス』の告白シーンは、すごく主人公に感情移入していたからな……。記憶にもあるし、落ち着いてさえいれば演技はできる。

　誰にも言えないけど、一時期主人公の台詞を独り寂しく練習していたのは内緒だ。ボイスレコーダーとか使って。最初聞いた時は自分の声が恥ずかしくて、すぐに消したはずだけど……。

「えへへー。ずっと傍にいるよー」

　夏海はすっかり上機嫌で、懐いた小動物みたいに俺の胸にじゃれついていた。




　充分満足したらしい夏海は、時折思い出しているのか、頰を染めて照れながら座っている。

　夏海の気持ちに反比例するかの如く、俺の精神力はすでに枯こ渇かつ気味だ。さっきの台詞を思い返せば返すほど恥ずかしくなってくる。喋っていると、少しずつ恥ずかしさがまぎれていくんだけど……。

　しかも、微妙に本心が混ざっているおかげで、高揚感と気まずさが半端ではない。しかも、まだひとり目が終わったばかりときた。俺の戦いはこれからだエンドにはなりそうもない。

「じゃあ、次はわたしが……」

　春姉が立ち上がって、俺の前に出てくる。その瞳は恥ずかしそうにしながらも、まんざらでもなさそうだ。

「たーくん、よろしくね？」

「は、はい……」

　今度は春姉のイベントを脳のう裏りに思い浮かべ、情景を反芻する。

　そして、言葉を口に出す。

「俺の中で春姉はずっと頼りになる姉さんで――」

「カット」

　ゆうきから即座にＮＧが入った。

「いやいやいや！　間違ってないよ!?」

　これは間違いなく、春姉のド本命イベントのはずだ。これがＮＧとは納得いかない。ゆうきが相手だろうと、いくらでも反論できるぞ！

　しかし、ゆうきは自分が正しいと確信しているのか、はっきりと言い放った。

「台詞は間違っていないが、あの時のイベントはふたりが正面で向かい合っていない」

「た、体勢が、間違っていると……？」

「イベント絵の構図を忘れたわけではないだろう」

「そこまで再現するの？」

「当たり前だ」

　まさか、そこまで再現しなければならないとは。確かに春姉の期待には応えたいけど……！

「たーくん？」

　少し不安げな春姉の声。……そんな不安な声を上げないでくれ。

　俺は――覚悟を決めた。

　春姉の後ろに回り、背中から春姉を抱きしめる。腰にまでかかる髪が、鼻先をくすぐった。












「きゃっ……」

　春姉が可愛い悲鳴を上げる。

　しかし、できる限り気にしない。これが春姉に告白する時のイベント絵の構図なのだから！

「わあっ……」「おおっ」「お姉ちゃん、いいなー……」

　周りのみんなから声が上がるが、聞こえないふりをした。我に返ったら負けだ！

「春姉」

　そして、俺は耳元で小さく囁く。

　春姉は「う、うん」と戸惑いながらも頷いた。

「俺の中で春姉はずっと頼りになる姉さんで、ずっと尊敬してた」

　これは主人公の台詞ではあるが、俺の本心でもあった。

　それから、俺は春姉の怪我した腕を優しく撫でる。

「だけど、春姉がテニスで腕を怪我した時に気付いたんだ。春姉は無理してたんだって……」

「そんなこと、ないよ……」

　なぜかはわからないが、春姉は返答した。だいたい合ってる。

「春姉は言ったよね。常に、俺の誇れる姉でいたいって。テニスを始めた理由も、俺が褒ほめたからだって。愛想を尽かされたくないから、頑張るって……」

　理想通りの姉でいなければ、愛想を尽かされる。ゲーム上において、春姉はそんな強迫観念を持っていた。そこまで不安に感じていたのは、春姉たちの両親が離婚してしまったのが要因のひとつらしい。

「だけど、見くびらないでくれ。理想通りじゃないからって、たったひとりの姉を見捨てるほど落ちぶれちゃいない！　そもそも、俺は理想なんてものを春姉に求めてないんだよ」

　もっと、春姉には自由に生きて欲しいと思う。

「だから、もっと力を抜いていいんだ。好きにしてくれていいんだ。怪我をしたんだから、もっとゆっくり休んでくれていい。俺は頼りにならないかもしれないけど、春姉を支えることぐらいはできるはずだよ……」

　そして、そんな中で気付いた、心の奥底に潜んでいた春姉への想い。

「きっと、俺は春姉がいないと駄目な人間になってる。だから春姉も、俺がいないと駄目な人間になって欲しい。もっと、俺を信じて、頼って欲しい」

　常々、おかしな台詞だと思う。でも、俺はこの台詞が好きだった。依存関係かもしれないけど、それ以上の何かがある気がするから。

「いつか春姉に、ひとりの特別な男として認めてもらいたいんだ」

　だから、ひとつの言葉が自然に出る。

「春姉。愛してる。これからも、ずっと俺の世話を焼いてくれ……」

　春姉の表情はこちらからは窺えない。だが、耳が真っ赤になっていることだけはわかった。

「……春姉？」

　反応がないので、呼んでみる。

「………………………………」

　反応なし。後ろから顔を覗き込むと、心ここに在らずといった様子で惚ほうけていた。視線が定まっていない。もしかして、恥ずかしすぎて混乱しているのかな？

　抱き止めた体を支えながら、腕を放す。

「わたしも、愛してるよ……」

　小さな囁きが届いた。

　ゲーム中では「うん」と頷くだけだ。しかし、直接的に言われると、こうも恥ずかしくなるとは……。

　ふと冷静になって見渡せば、みんなして半眼でこちらを見ていた。

「なんというか武ちゃん、ジゴロが板に付いてきた気がする……」

「でもでも、うんっ。格好よかったよっ！」

「お兄ちゃん、おんなたらしみたいだったー」

　ひどい言われようだ。特に理恵の容よう赦しやがない。

　でも、言っておいて何だが、俺もみんなの意見に同意できてしまう。世話を焼いて欲しい、ってヒモか。ヒモなのか！

「さて、春はる海みさん。ボクとしては一応、合格にしていいと思うが、どうだろう？」

「そ、そうだね……。あの、一個だけ」

　そういって春姉は立ち上がった。もしかして、落ち度でもあったのかな？

「えへっ」

　春姉は俺の前に来ると、優しく抱きついてきた。そして、温もりを伝え合って満足したのか、すぐさま離れる。

　とても満足そうな表情だった。







　夏海と春姉の告白イベントを終えた俺たちは、一旦、近所のスーパーまで買い物に出ることになった。

　行き交う男たちは、みんなして必ずこちらを一瞥してくる。可愛い女の子が五人もいるからな。気持ちはよくわかる。しかし、誇らしく思うよりは気恥ずかしい。間違いなく、俺だけが釣り合わずに浮いているからな……。

「春さん、ありがとうございますっ！　夕食楽しみだなっ」

「春海さんの料理か。目の保養ならぬ、口の保養だな。ボクも楽しみだ」

「あたしも、春姉の夕食を食べるのは久しぶりなんだよね」

「そ、そんなに期待されても、困っちゃうよ……」

　夕食に誘われた面々が、春姉の夕食に期待を膨ふくらませている。そんな期待が嬉しいのか恥ずかしいのか、春姉は先程から「何が食べたい？」と全員に訊いていた。

　夏海は俺と手を繋いで歩いている。「ずっと傍にっ、ずっと傍でっ」と鼻歌を歌って上機嫌だ。先程の告白シーンをどうしても思い出してしまうので、そろそろ許してください。

「それにしても、よくそこまで台詞をすべて覚えているものだな」

　ゆうきの表情は、呆あきれつつも感心している、そんな感じだ。

「ま、まあ、やりこんだからな」

　プレイした数なんて、一〇〇じゃきかないし……。

「でも、それって、どれぐらいすごいのかな？　あんまりピンと来ないけど……」

「そうだね。何かに比較してくれると嬉しいかな」

　理恵と春姉が怪訝な表情で、ゆうきに尋ねる。あんまり意識したことないな、そういえば……。

「そうだな……。『エターナル　イノセンス』のシナリオ容量が約二ＭＢだったはずだから、パッと概算で現国の教科書一〇冊分を丸暗記といった具合だろう。どこのページに何が書いてあるかもわかるレベルだと思う」

「教科書一〇冊分!?」

「しかも、ページの内容も？」

　理恵と春姉は驚いていた。

　それを聞いた咲は、慌てて質問を投げてくる。

「武紀くん、本当にそこまで覚えてるのっ？　そこまで覚えられるなら、世界史とか暗記系のテストって楽勝なんじゃ？」

「咲。人間は、基本的に興味のあることにしか、脳は使われないんだ……」

「た、武紀くん本人にそんなしみじみ言われても反応に困っちゃうけど」

　とはいえ、今では得意教科だな、あの辺りは。二学期の期末でもいい点取れたし。もっとも春姉に教えてもらった暗記術の方が役に立ってる気がする。

「でも、さすがにもう忘れてきてるんじゃないかな？」

　春姉がもっともなことを言う。しかし、俺の記憶にはまだまだ残ったままだ。

「では、試してみようか。都筑。スタートから四日後にある、重要な選択肢を言ってみてくれ」

　ゆうきが問題をぶつけてくる。四日後の重要な選択肢って言ったら……。

「『クラスメイトを放っておけない！』『いや、俺には関係のないことだ』『むしゃくしゃしてるし、潰つぶすか』だったと思ったけど」

　思い返すと、最後の選択肢がひどいな。ちなみに、これは咲が他校の生徒に言い寄られている時の選択肢だ。回想とは別のナンパ撃退イベントである。

「六日目。昼休みの最初のイベントの台詞はどうだ」

「主人公が『春姉の弁当をオークションにかけるぞ！』。クラスメイトが『真さな田だ、昨日みたいに、それ空じゃねぇだろうな!?』だったはずだな」

「……一八日目。放課後、明石葵のイベントは」

「主人公が『今日は何時から悪霊退治するんだ？』で、明石葵が『ばっ、ばか、声が大きい！』と言っている」

「二〇日目の昼休み」

「いや、その日に昼のイベントはなかったぞ」

「一言一句間違っていないな。むしろ、ボクの記憶の方が怪しい。……というわけだ、春海さん。こいつは、もう長期記憶レベルで完全に覚えているらしい」

「は～～～～。たーくん、すごいねー。上う手まく使えれば、勉強でもすごい武器になるよ」

「上手く活いかせられればいいんだけどね」

「でも、素質はあるってことだからね。頑張って、たーくん！」

　そんな話をしながら、俺たちはスーパーへと向かった。




　夕ご飯のメニューも決まり、みんなでビニール袋を提げながら歩いていると、学校近くの公園へと差し掛かった。今日は珍しく人がいる。三人グループのおばさんたちや、キャッチボールをしている親子、はしゃぎ回っている幼稚園児たち。それに、ベンチには高校生ぐらいのカップルまでいた。

「ほう……」

　ゆうきが何かに気付いたらしい。感嘆の声を上げた。

　嫌な予感……！　頭の中で警鐘が、最大音量で鳴り響く。

　だって、ここは――！

「実に、秋あき原はら理恵とのイベントにぴったりの場所だな。そうだろう？　都筑」

　ゆうきは、俺の抱いた予感を具体化した。

「ですね……」

　理恵に対して告白するイベントの背景は公園ですからね。しかも、まばらに人がいるのが、非常によく似通っていた。再現率、高すぎだろ、これ。

「えっ、えっ……。ここで、する、の？」

　理恵が戸惑った声を上げる。公衆の面前で告白など、される方もたまったものではないだろう。

「り、理恵。嫌なら、断っていいんだぞ。家でやるほうがいいんじゃないか？」

　きっと断るだろうと思い、そう促す。

「…………………」

　理恵は少しだけ考え、

「ううん。ここで、その、お願いします……」

　覚悟を決めたのか、真ま面じ目めな表情を見せた。




　俺と理恵は、公園のど真ん中で向かい合う。周囲の人たちは、それを気にかけることもない。他のみんなは公園の入り口近くで買ってきた荷物を持ちながら俺たちを見守っている。

　こういう恥ずかしいことを理恵は嫌いそうなもんだけど、どうして承諾したのだろうか。

　もしかして、愛を試されてる!?

「………………………」

　しかし、理恵は頰を赤くして俯いている。俺を試すとか、そんな意図はなさそうだ。そういうことをできる性格でもないしな。

　ただ、やはり気になる。

「な、なあ。どうして、人のいるところで？」

「……そ、そういうの憧れてるから。卒業式でみんなの前で告白とか、校庭に好きだって書いてくれたりとか」

　意外と言えば意外なロマンチックな一面だ。俺はもしかして、それを望まれているのか？　今後も含めて……。

　……それならそれで、俺も覚悟を決めなくちゃならない。

　今この場で鑑賞している人は、理恵が望んでいるほど多くないけど……。

　理恵が憧れているのならば、全力でそれに応える必要がある。これは、その前ぜん哨しよう戦せんみたいなものだと思えばいい。

「理恵」

　名前を呼ぶと、理恵は肩をびくりと震わせて俺を見上げた。少し涙目だ。憧れてはいても、当事者となるのはやはり恥ずかしいのだろう。

　ゲーム中でも理恵が泣いていたことを考えると、ちょっと複雑だ。変な既き視し感かんを抱いてしまう。

　俺はその瞳を見ながら、続けた。

「ごめん。ずっと、俺、お前の気持ちに気付けなかった。いや、気付かないふりをしていたのかもしれない。男として最低だったよな……」

　周りに人がいることの恥ずかしさが勝って、声が小さくなる。視線の先にいるゆうきが、声を上げろというジェスチャーをしていた。くそう。

「ずっと近くにいるせいで気付けなかったんだ。いや、本当に鈍感ってだけだよな。俺はお前を知っているつもりで、何ひとつ知らなかった。近くにいるけど、真剣に向きあっていない。背中合わせになったまま、甘んじてたんだ。近くにいることだけはわかるけど、向き合ってないから何もわからないままで……」

　にわかに周囲の人たちが俺たちへと注目し始める。そこの親子さん！　キャッチボールしてなさいよ！　おばさんたちは「演劇の練習かしら？」「ううん、これは本気よ」とぼそぼそ言っている。せめて聞こえないように言ってくれ！

　頰が熱くなっていくのを自覚しながら、俺はさらに続けた。

「だけど、親父さんたちの離婚でお前が転校するかもしれないって話を聞いた途端、俺の世界は真っ暗になった。理恵のいない生活を想像したんだ。それだけで、俺はあっけなく泣いちまった。そん時、俺はお前への気持ちに初めて気付いた。同時に、お前からの気持ちも……」

　おばさんたち！　「いいわねー」「若いわねー」じゃねぇ！　マジ、やめてください！

　そんな声に負けず、俺はもっと声を張り上げた。

「それで、俺たちの約束も思い出したんだ！　あの時、結んだ小指の感触は今でも覚えてる！」

　もうここまで来ると、口が勝手に動く。テンションも上がってノリノリだ。しかし理恵は、「あう、あう……」と、もう言語崩壊寸前まで顔が真っ赤っかだった。

　可愛くて、思わずイベントと同様に肩を摑つかむ。

「理恵。これからもずっと一緒にいよう！　もし、両親が離婚するなんて言ったら、俺の家に来い。籍せき入れて、一緒に暮らそう！　絶対にお前を離したくないんだ！　俺はもう決して、お前の気持ちから逃げたり、目を背そむけたりしない！」

　もはや周囲も黙って俺の告白を見ていた。

「一〇年も待たせてごめんな。今なら言えるよ」

　そして、その台詞を口にする。

「理恵。俺も、愛してるよ」

　俺の言葉を聞いた理恵は、イベントを知っているみたいに目を瞑つぶった。俺はその小さな唇に誘われて、自分の口を――。












「だ、だめ―――――――――――――――――――――――――――――――っ！」

　悲鳴じみた大声に、思わず我に返る。声がした方を向くと、咲が慌てて手で口を押さえていた。どうやら、思わず声に出てしまって、咄とつ嗟さに押さえたらしい。

　……いや、さすがに、感情移入していたとはいえ、衆人環視の中キスまでやろうとしたのはやり過ぎでした。流されすぎだろ、俺……。そりゃ、咲も止めに入るに決まってる。

　周囲の人たちは「今度は修しゆ羅ら場ば？」などと期待し始めている。だから、聞こえてるよ！

「咲ちゃんは、嫉妬かな？　……えへへ、あたしも愛してるよ、武ちゃん」

　理恵はちょっとだけ意地悪そうに笑って、俺の頰にキスをした。

「あ――――――――――――――――――――――――――っ、ずるいーっ！」

　咲がまた叫ぶ。

　非常に罪悪感が湧いたけど、頰に触れた理恵の唇はとても柔らかかった。







　理恵への告白を演じてから、俺たちは家に戻ってきていた。咲は冷蔵庫に買ってきた野菜や肉を入れながら、少し肩を怒らせて頰を膨らませていた。

「武紀くんは獣けだものだよねっ。あんな人前で、キスしようとするなんてっ」

「……ごめんなさい」

　えらく不機嫌な様子だ。雰囲気に流されてしまったので、言い訳もできない。謝るしかなかった。

　この点に関しては、春姉も夏海も「むー」「ぬー」と、妙に機嫌が悪い。本当にごめんなさい……。

　怒り心頭の咲に、ゆうきが提案する。

「ならば、神楽かぐら。君も都筑からの告白を受けるといい。その方が平等だろう？」

「えっ……、いいの？」

　咲はみんなの意見を確かめるように、周りを見渡す。

「いいんじゃないかな？　でも、キスはダメだからね」

　釘だけ刺して、理恵は了解してしまった。春姉も夏海も、うんうん頷いている。

　すると、咲は何かを考え始め、

「えーと、じゃあ……」

　何事か思いついたらしく、パンと手を打った。

「武紀くんの告白じゃなくて、わたしが自分の言葉で告白するねっ」

「え？」

「武紀くんは、もう少しわたしの気持ちを知るべきなんだよっ」

　咲は顔を赤くして、ちょっと怒りながら呟く。

　他のみんなは、咲の発想に感心し始めた。

「あ、あたしもそれにすればよかったかも……」

「お姉ちゃん、その発想はなかったなー」

「夏海もお兄ちゃんに、ころしもんく、言ってみたかったー」

　告白するのも恥ずかしかったけど、告白すると宣言されてから告白されるのも、なんだか妙に恥ずかしいぞ？

「ほらほらっ。じゃあ、居間に行こっ！」

　そして、咲は俺の手を引っ張ってくる。どうやら決意は固いらしい。




　舞台を居間に移して、咲と俺は真ん中で向かい合う。他のみんなは座り始めて、鑑賞準備を整えていた。

　なんだか、告白をした時以上に緊張してくる。女の子に告白されたことなんてないも同然だから、どう身構えていいのかすらわからない。

　そして、咲は深呼吸をしてから、その口を開いた。

「武紀くんは、わたしがどれだけ、武紀くんを好きか知ってる？」

　ちょっとだけ、いたずらっ子の顔つきになって尋ねてくる。返答を求めることなく、咲はそのまま続けた。

「ずっとずっと毎晩、思い返してたよ。今日は武紀くんとこんなこと喋ったとか、こんなこと言ってくれたとか」

　……ドキリとした。そんな毎晩、想ってくれてたのか。気恥ずかしくなって、頰が熱くなってくる。

「武紀くんに何か言われるたびに、喜んだり、嬉しかったり……。気付いたら、わたしの日常は武紀くんでほとんど埋められてた。今、何してるんだろう。今、バイト頑張ってるのかなって、そればかり考えてるんだ」

　咲の想いがどんどん俺の中に入ってくる。咲の頰は心なしか紅潮していた。俺の動悸もすでに激しい。

　それから咲は、指を組んだ。その姿は、まさに神への祈りを思わせる。

「何度も何度も、わたしを救ってくれてありがとう。一度目は、わたしを病気から救ってくれたこと。二度目も、病気から救ってくれた。三度目は、わたしをこっちの世界に連れ戻してくれて……」

　彼女の頰に、一筋の涙が伝う。

「そのたびに、すごく嬉しい気持ちが溢れてきたよ。だけど、わたしはそれに何も応えることができなくて……」

　そして、一滴の涙が床に落ちた。

「わたしも、武紀くんが危なくなったら、必ず……必ず助けるから」

　咲の独白は止まらない。

「わたしの言葉じゃ今の気持ちを全部、伝えられないかもしれないけど……」

　恥ずかしいとか、そんな次元を超えて、真剣に聞き入っていた。咲は本気なのだ。俺はこの言葉を、すべて頭の中に刻み込まなければいけない。

「あなたの言葉を全部信じるから。どんな困難に陥っても、武紀くんを必ず最後まで好きでいます」

　咲は俺に正面から抱きついてくる。

「あなたのすべてが好きです」

　思わず、その想いに応えたくて、俺も咲の背中を強く抱きしめる。その体は、柔らかくて、思っていた以上に華きや奢しやだった。

　守りたい。この子を。

　そんな感情が自然に湧き上がってくる。

「……俺も、好きだよ」

　思わず、口を衝ついて出た。

　咲の抱きしめる力がきゅっと強くなる。俺も、負けじと強く抱きしめ――。












「スト――――――――――――――ップ！」

　その瞬間、理恵が割り込んで俺たちを引きはがそうとしてきた。

「タイムオーバーだよ！　武ちゃんも、雰囲気に流されすぎっ！」

「やだっ。もうちょっと武紀くんの温もりで暖まりたいっ！　理恵ちゃん、頰チューしたんだから、バランス的にはまだ抱き合ってていいはずだよっ」

「そ、そ、それとこれとは話が別だよっ！　だったらっ！」

　理恵が背中から抱きついてくる。女の子ふたりから、サンドイッチにされてしまった！

「ふたりとも、ずるいっ！　たーくんの温もりは、お姉ちゃんのものでもあるんだよっ」

「夏海も入るー！」

　春姉と夏海は、左右から俺に抱きつこうとする。みんなの手足が絡まって、大変なことになってきた。体のあらゆる部分が圧迫されている！　なんですか!?　これが、天国のような地獄!?

「みんな、落ち着いて。逃げたりしないから、俺の体ぐらい、いくらでも抱きついてていいから、喧けん嘩かみたいな真似はしないで！」

「「「「はーいっ」」」」

　みんなして抱きつく場所を決めて、事態は収まった。もっとも、俺はもう指一本動かせないわけですが。

「ふぅ……。ま、いいけどね」

　その外で、ゆうきは呆れた溜息を深々と吐ついていた。

　なんだか、すいません……。







　時間は夕方。落ち込んでいたみんなへの告白イベントも終わり、俺たちはみんなで夕食の準備をしていた。春姉がみんなの役割を決めて、野菜の皮むきをしたり、野菜を切ったりしている。

　俺はジャガイモの皮むきをしていた。

「ねー、お兄ちゃん」

　テーブルに座って人参の皮むきをしていた夏海が顔を上げる。

「なんだー」

「今、『エターナル　イノセンス』をやるとしたら、誰を一番最初に攻略するの？」

「ぶっ！」

　油断していたところに、核爆弾みたいな質問が飛んできた。お願いだから、蒸し返さないで！

　当然、みんなの動きがピタリと止まる。そして、俺に注目し始めた。みんなして、目がマジになっている。

「あ、あのさ。ひとりしか攻略できないわけだから、システム上の都合なんだよ？　そこに優劣なんて関係ないと思うんだ」

「「「「「………………………」」」」」

　俺の説明に納得できないのか、みんなは黙ったままだ。どうしても、答えは必要らしい。

　いや――。

　一応、みんなを『同時に攻略』することだけなら簡単だ。テレビとハードとゲームを五個買って、同時にやればいい。それでクリア順番の優劣はなくなる。

　ただ、それでもその五個のゲームの中では、それぞれにクリアされない誰かが出てくるのだ。

　それは、やはり嫌だった。別次元で各々が幸せになるのではなく、みんなで幸せになりたい。

　だから――。

「ゲーム会社に乗り込んで、みんなで一緒に過ごせるシナリオを創ってもらうよ。誰も創らないなら、俺が創ってでも」

　今の俺はこう考えていた。

　みんなはちょっとわかっていないようだったが、ゆうきだけはわかったらしい。「くっ……、くくっ……」と笑いを堪こらえていた。

　勝手にシナリオを創る。

　傲慢な物言いだ。だけど、現行のルールでどうにもならないなら、自分で何とかするしかない。だからこそ、責められようと詰なじられようと、突飛な発想だとしても『創る』のだ。

　そして、そのためには日々励はげむのみ。

　みんなを、幸せにするために。

　みんなと、幸せになるために――！







　みんなで作った夕食も食べ終わり、後片付けも終わって、俺たちは腹を休めていた。美お味いしかったとはいえ、さすがに食い過ぎだ。みんなして、居間で座っている。

「はうー、もう動けないー」

　咲が行儀悪く、床に仰あお向むけになって寝転がった。

「食ってすぐ横になると牛になるぞ」

「牛かぁ。胸が大きくなるんだったらそれもありかなぁ」

　まだ大きくしたいのか。というか、そういう意味で言ったわけじゃないのに。

　そんな咲の発言を聞いた理恵と春姉と夏海は、咲の真似をして寝転がる。わかりやすいな、みんな！

　そんな他愛のない話をしていると、

「そういえば、伊い藤とうさんは？　告白とかされたくないの？」

　咲が素朴な疑問を口にする。

　ゆうきは、俺なんかに告白されても嬉しくないだろうに。咲みたいに自分から告白するのも、もってのほかだ。

「別に……」とか言って断るかと思ったら、意外にもゆうきは顎に手を当てて、何事か考え始めた。

　ゆうきへの告白イベントは短かったし、特に奇を衒てらったものじゃないから、他のみんなに比べれば楽な部類に入るけど……。

　しかし、ゆうきは意外なことを言い出した。

「そうだな。告白イベントではないが、少々、演じてみたいイベントはある」

「え、どんなイベント？」

　興味が湧いたので尋ねてみる。

「明石葵には敵に操られて、主人公を襲うというイベントがあったな」

「……え？」

「封印したはずの魂たましいが明石葵の中に入り込む。一歩間違えれば、バッドエンド行き確定の鬱うつイベントだ」

「……いや、覚えてるけど」

「さて、そこで主人公が取るべき選択肢はふたつある」

「『逃げる』と『説得する』だよな……」

　ゆうきの口が怪しく吊り上がる。

　それを見て、嫌な予感がふつふつと湧き上がってきた。

「『逃げる』と明石葵は妖よう魔まに魂を完全に乗っ取られ、主人公を追いかけてそのまま撲ぼく殺さつだ」

　ゆうきは淡々と解説する。実際、主人公が逃げる選択をした後のシーンは悲惨だった。

　雷鳴で一瞬だけ血ち塗まみれの明石葵が映し出されるところなど、あれは幾人ものプレイヤーのトラウマとなっている。

　だけど『説得する』でも――。

「しかし、『説得する』の場合は不器用に説得を繰り返して、明石葵が妖魔に乗っ取られるのを防ぐことができる。もっとも、その場合でも木刀で何十回と殴おう打だされることになるわけだがな」

　そして、ゆうきは静かに立ち上がり、木刀を取り出した。

「告白シーンを見て、当てられてしまったようだ。少々、溜りゆう飲いんを下げるために付き合ってくれないか」

「マジで？」

　ゆうきが木刀を構える。目が怖い。マジだ、こいつ。

「さて。『逃げる』と『説得する』、どっちを選ぶ？」

　決まってはいるけど――。

　このあとに予想される惨劇を考えると、あんまり選択したくなかった。
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「やー、楽しかったねっ」

　咲さきが腕を伸ばしながら、隣のふたりに今日の感想を漏らす。今は武たけ紀のりの家から、ゆうきのアパートに戻る途中だった。

「武ちゃんの顔が、すごいやつれてたけど……。あの後、立ち上がれなかったよね……」

　隣を歩く理り恵えは、困った表情だ。さすがに先程の出来事には、心を痛めているらしい。

「美お味いしい思いばかりしているのだから、彼は少しぐらい痛い思いもしておくべきだ」

　ゆうきは少しだけふて腐れていた。

　それが嫉妬していると感じたのか、咲は楽しそうにゆうきへ問う。

「でも、伊い藤とうさん。やっぱり、武紀くんからの告白を……」

「だから、ボクはそれはないと言ったはずだぞ」

「じゃあ、武ちゃんが告白してこないと仮定するにしても、伊藤さん自身はどう思ってるのかな？」

「ど、う、思ってるって……」

　ゆうきが少しばかり口籠もった。

　咲と理恵のふたりが、その隙すきを見逃すはずもない。

「おやおやっ？」「おっと」

　そして、ふたりして『わかったような顔』をし始める。

　ゆうきの顔は見る見るうちに、不機嫌な表情に変わっていった。

「君たち……。そろそろ怒るぞ」

「えー。いいじゃんっ。女同士、隠し事なんてなしだよっ」

「武ちゃんも伊藤さんのことを、なんだかんだで好きになってると思うんだけどなぁ」

　そんな咲と理恵の言葉に、ゆうきは戸惑い始める。

「伊藤さんには、感謝してもしきれないって。武ちゃん、よく言ってるし」

「そうか。喜ぶべきところなのだろうが……、どちらにしろ、今は無理だ」

　ゆうきはそれから達観したかの如く、否定した。

「どうしてーっ!?」

　咲は疑わしい表情をゆうきに向ける。納得がいかないらしい。

「ボクにはボクの事情がある」

「事情って？」

　理恵が尋たずねるが、ゆうきは頭を振るだけだ。

　それきり、ゆうきは黙ってしまった。黙々と歩く。

　そして、

「彼が、ボクの本当の姿を受け入れてくれたら、考えるさ……」

　ふたりに聞こえない距離を取ってから、彼女は小さく呟つぶやいた。





ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！　Fandisc　完










　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　ついに七冊目まで来てしまいました。時が経つのは早いものです。

　さっそくですが、残りページ数も少ないので、次に行きましょう。短編らしく、それぞれの感想や解説を書こうと思います。ネタバレになりますので、ご注意ください！




・梅つ雨ゆが明けるころに

　ゆうきをメインにした話です。一巻の『贈り物セーブデータ』と『エピローグ』の間に挟まれます。

　また、武たけ紀のりが二度目の投影を行った理由を大きく補完しています。

　一巻が発売された頃に、ほとんど趣味で書き上げました。特に公開する予定もなかったんですが、諸事情で外伝の原稿が遅れた時にお披ひ露ろ目め。備えあれば憂いなしですね。




・いつか花咲く愛もある

　咲さきが入院中に、愛あい子こと和解した時の話です。ふたりの馴なれ初そめが書かれています。

　一巻の『バグる世界』と『最後のシナリオ？』の間に挟まれるもので、これも一巻を書き上げた頃には完成していました。これを書いて、愛子の方向性が固まったような気もしますね。情報授業の話もようやくお披露目。咲の一人称が面白い経験になりました。




・姉のちときどき胸騒ぎ

　姉の胸を揉もむお話です。有あり河かわさんからの「未いまだにパンチラひとつ描いてないんですよ」という発言を受け、その手のイベントがないのはいかがなものかということで執筆！

　また『如きさ月らぎ神社』の名称使用を快く承諾してくれた大おお橋はし先生、ありがとうございます。

『Ｕユー．Ｆエフ．Ｏオー．未確認飛行おっぱい』は、ファミ通文庫から好評発売中でございます！




・俺の妹のばあい

　妹と一緒に、手を繋いだまま風呂に入る話です。パンチラ分が足りなかったんです。「パンチラってレベルじゃねーぞ！」という突っ込みは禁止とさせてください。

　そして、FBonlineエフビーオンラインに載った際、後編で武紀が夏なつ海みの下着を脱がさなかったことに対して、失望した目つきで説教をしてきた友人のＨくんの言葉はきっと忘れません。




・すくぅ～るメイド

　妹の親友ポジションにいる四し阿あがメイドを勉強したり、メイド服を着たりする話です。

「表紙が四阿だけど出てこないし、ページ数も足らないから一本よろしく！」

　という担当さんの罠――じゃなくて要請があったため、書き上げられました。

　話を思いついてすぐに「四阿にメイド服を着せましょう！」と言ったのは私ですが。




・攻略仕様のアンチノミー

　ヒロインたちが自身の元となったゲームを知り、攻略順番について武紀に迫る話です。攻略順は一巻の作中で書かれていますが、咲や理り恵えたちはそれを知りませんからね。すでに彼女たちはゲームの枠から外れてきてますが、気になるものは気になるのです。

　告白シーンは、今までの経験（当然リアルではありません）を活かして書きました。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川﨑さんへ。『短・編・集！　短・編・集！』としつこく要求してすいません。

　絵師の有河さんへ。毎度の如く、スケジュールが……。次はきっと……！

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様、厚く御礼申し上げます。

　そして最後に、読者の皆様。本当にありがとうございます。次の巻は本編disc6、FBonlineの方で外伝が始まるかもしれないです。次も、よろしくお願い致します！





二〇一〇年七月三〇日　田尾典丈
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第10回えんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。元会社の上司の人に「プロフィールもうちょっと頑張れよ」と言われてしまいました。しかし、自己紹介のスペースはおもしろ人間、あるいはリア充でない限り、品質の高い文章を提供できないと思うんです。あ、関係ないですが、最近、一眼カメラを買いました。
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兵庫県神戸市在住のイラストレーター。基本的にどこにも所属はせず、毎回仕事先のゲームブランドが変わる。よく言えばさすらいイラストレーター。悪く言えば消耗品である。そんな彼に業界は某使い捨てカメラになぞらえ『かけるんです』という二つ名を与えた…なんて日も近いのかもしれない。

http://activemover.harisen.jp/
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